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     議 事 日 程 （第３号） 

  平成３１年３月５日（火曜日） 午前１０時  開議 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

 〃 第 ２ 議案第１８号 平成３１年度松島町一般会計予算について 
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 〃 第 ４ 議案第２０号 平成３１年度後期高齢者医療特別会計予算について 

 〃 第 ５ 議案第２１号 平成３１年度松島町介護保険特別会計予算について 
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     本日の会議に付した事件 
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     午前１０時００分  開 議   

○議長（阿部幸夫君） 皆さん、おはようございます。 

  平成31年第１回松島町議会定例会を再開します。 

  本日の会議を開きます。 

  傍聴の申し出がありますので、お知らせします。 

  初原地区、西塚 真さん外１名であります。 

  本日の議事日程は、お手元に配付しております。 

                                            

     日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（阿部幸夫君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本日の会議録署名議員は、５番髙橋利典議員、６番片山正弘議員を指名します。 

                                            

     日程第２ 議案第１８号から日程第１０ 議案第２６号 

○議長（阿部幸夫君） お諮りします。日程第２、議案第18号から日程第10、議案第26号までは、

平成31年度各種会計予算に関する議案であり、提案段階で一括議題とすることに決しており

ます。質疑についても一括で行いたいと思いますが、このことにご異議ございませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（阿部幸夫君） 異議なしと認めます。 

  日程第２、議案第18号から日程第10、議案第26号までは、既に提案説明が終わっております

ので、直ちに総括質疑に入ります。 

  質疑される方は、質問席に登壇の上、お願いいたします。質疑を受けます。１番杉原 崇議

員。 

○１番（杉原 崇君） おはようございます。１番杉原でございます。昨日から見ていまして、

昨日、答弁の中で資料をたくさん探していらっしゃるのを見ていて、やはり議会はタブレッ

ト化が必要なのかなと勝手に思っております。脱線して申しわけありません。 

  では、私から質問させていただきます。 

  施政方針にも書かれておりますが、町税の増収が厳しい中、社会保障費の増大はもちろん、

今後施設の維持管理を初め、学校へのエアコン設置、松島海岸バリアフリー化など、かなり

のお金がかかり、起債も必要になります。そういった中で、まず初めに予算編成で何を重点

的に考え行ったのか、財政の見通しを含めお願いいたします。 
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○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） 財政の見通しということでありますけれども、施政方針の中で、大きく

は５つの中で記載させていただいていますけれども、今回も昨年同様、依然として財政は厳

しいものということであります。 

  その要因については、人口減少、少子高齢化社会の対策等の課題、対応、長期総合計画に掲

げる将来像を実現するために、事業の選択、より効率的かつ有効な施策について、集中的に

取り組んで検討してきているわけでありますけれども、具体的には復旧・復興がまず完成す

るように、これから２年の間で持っていきたいというのがまず１つ。それから、松島海岸駅

のバリアフリー化が進んでいくということでの町とのかかわり方、それから水族館跡地利用

での民設民営による施設利用、それから施設の老朽化問題等がある保育所・幼稚園の再編、

また各種土地利用の計画等が、今後のさらなる推進施策ということで考えております。 

○議長（阿部幸夫君） 杉原 崇議員。 

○１番（杉原 崇君） 本当に大変厳しい中で町政運営になっていくのかなと思っております。

その中でいろいろと施政方針、書かれておりますが、まずその前にお聞きしたいのが、ここ

の仮庁舎に関してなのですけれども、昨年の議会で今年度中、30年度中に方向性を発揮して

いくとの話がありました。建設当時、10年後をめどに別の用地に本庁舎を建設する方針であ

ったと思いますが、新たに建設するのか、このまま賃貸でいくのか、その旨を、考え方をお

聞きしたいと思います。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） 仮庁舎、もうできて、ことしの１月を迎えて丸５年が過ぎたということ

であります。当時、10年の目標ということでありますから、折り返し地点には入ったのだろ

うということでおります。これは地権者等々と今後の話し合いというのがあるわけでありま

して、31年度も一度お会いしていますが、実は30年度後半にちょっとお会いできなくて、な

かなか話が進んでおりませんが、ことしの３月定例議会が終われば、一応お会いする約束に

なっておりますので、そこで忌憚のない意見交換をさせていただいて、町とすれば、極端な

ことを言えば、すぐ来年から、あるところに新しい庁舎を建てるという、そういうような町

の財政にはなっておりませんので、今後どうしていったらいいのか、賃貸でいったらいいの

か、土地を買うほうがいいのか、新たな方向に建てるのかという、３つの選択肢があるかと

思いますけれども、これらをちょっと町で31年度、方向づけを出して、議会のほうにお示し

をして、議会のご意見をいただいて、議会からもどういう方向がこの町とすればいいのかと
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いうのを、ご意見を賜って進めていきたい、このように思っております。 

○議長（阿部幸夫君） 杉原 崇議員。 

○１番（杉原 崇君） わかりました。議会のほうとも意見交換させていただいて、方向性を決

めていっていただきたいと思います。 

  ここから施政方針についてお聞きします。 

  まず、認定こども園の移行の話であります。当初は保育所の改修と新築の話でありました。

今年度、教育民生常任委員会でさまざまなこども園を視察して提言したので、よかったのか

なと思っております。ただ、つくるからには、やはり子供が伸び伸びと生活できる、ゆった

りとした施設がよいと思っております。 

  現在、幼稚園と保育所では、その性格上、教育の観点からは差があります。小学校に入って

から、その差が最初出るという話も伺いました。そういう点でも、こども園にすると、松島

で生まれ育った子供たちが同じ教育を受けられるので、大変いいことだと思っております。

昨年の答弁、これからの松島を担う子供たちなので、同等の教育を行っていきたいという答

弁がありました。同等の教育を行うというスタンスであると思いますが、この認定こども園

の移行には時間がかかると思います。 

  今回の施政方針では、元気力向上プログラムのための幼稚園教諭への研修の話は触れられて

おりますが、保育所に関しては余り書かれておりません。改めてこの件も踏まえて、幼児教

育についての方針をどうお考えなのか、お願いいたします。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） 昨年３月の予算のときには、高城保育所等々でお話をして、議会のほう

にもお話し申し上げたと。その後、いろいろ施設を計画する上に、高城の保育所をリニュー

アルするのに、それなりの金がかかるのであれば、ちょっと見直したほうがいいのではない

かという議会からのご意見もありました。 

  そういったことも踏まえて、再三再四意見を交わしながら現在に至っているわけであります

けれども、議会からのこども園化も重要視したほうがいいのではないかというご意見の中で

いろいろ進めさせていただいてきていると。 

  今、ことしになって、全員協議会の中で一応今の現状の報告はしておりますけれども、それ

以降、今認定こども園の建設等について、幼稚園・保育所をどのようにしていったらいいの

かということでの建設審議委員会を立ち上げる前の準備委員会を立ち上げてもらっていると。

今、準備委員会はうちのほうの副町長を中心として、今準備委員会を進めております。そう
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いった中で、今後の方向づけをまず準備委員会の中である程度固めていきながら、次のステ

ップに入りたいというふうに思っております。 

  幼児教育、子供は幼稚園児だろうが、保育所児であろうが、小学校１年生で来るときは、幼

稚園で育ってきた子、保育所で育ってきた子、一緒に１年生になるわけであって、そのとき

に差があってはならないということで、幼児教育ということで、英語でも何でも全て今、幼

稚園だけじゃなくて、保育所のほうにも行きながら今やっているということでありますので、

その辺については後で教育長のほうから答弁させますけれども、まずそのこども園の準備等

については、今副町長がやっておりますので、副町長のほうから答弁させます。 

○議長（阿部幸夫君） 熊谷副町長。 

○副町長（熊谷清一君） 今お話がありましたこども園に向けた、その準備委員会ということに

ついて、内容についてちょっと説明をさせていただきたいと思います。 

  設立、一発でやるよりは、いろんなことを準備段階として、いろんなことを調査するなり、

検討するなり、あったほうがいいだろうと。最終的な判断は設立のほうでしてもらう。して

もらうためのいろんな判断材料は準備委員会でしましょうということで、メンバー的には、

町の町民福祉課の子ども支援班、担当する部署、それから教育委員会、それから社協のメン

バーということで、今まで２回ほど、２月の14日と26日に準備委員会、役場のほうでさせて

いただきました。 

  まず、１回目については、今後、子供教育について保育所・幼稚園を分けるんじゃなく、こ

ども園という方向でどんなものかということで、委員の皆さんから意見を聴取して、皆さん

の意見としては、こども園という方向で考えていったほうがいいだろうというのが、まず基

本的な方針。考え方を１つにまとめさせる。 

  そして、２回目については、じゃあそれをどういう規模でいったほうがいいのかと。大きさ

とか、そういうことを意見交換させていただきました。考え方としては、松島のこども園を

１つにしたらいいのではないかと。大きくですね。大体今いる子供、350とか400となるわけ

ですけれども、数字的には、がいいのではないかというご意見と、いや、２つから３つと分

けたほうがいいんじゃないかというご意見がありました。 

  その辺のいろんな意見で、じゃあどれか１つにまとめるかというところまではいきませんで、

じゃあ考え方として、その１つにする考え方、それからそれを分ける考え方を、おのおのメ

リット・デメリット、規模等々を、準備委員会でいろいろ勉強会をしながら、最終的には設

置する、委員会のほうに１つの考え方として、２つなら２つ以上、考え方をおのおの提示す
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る形のほうがいいのではないかということで、２回目をしております。 

  それで、今２回のうち、また今月中、来週あたりに３回目をまた用意して、今度はその規模

的な考え方、どういうふうにするのがいいのかとか、それに伴うお金的なものもどういうふ

うに変わるのかという、あと職員的なこと、そういうこともどういうふうに動くのかという

のも数字的なもので、いろんなバージョンで検討したもので、また皆さんで意見交換をして

いきたいということであります。 

  そういうことで、今、最終的には設置委員会とか何かで判断できる、いろいろ検討していた

だける材料を、準備委員会のほうでいろいろ準備しているという、段階的にやっているとい

う状況であります。以上です。 

○議長（阿部幸夫君） 内海教育長。 

○教育長（内海俊行君） お答えします。 

  町長がお話ししたように、認定こども園については、私も従来どおり指示しているところで

ございます。同質な、例えば幼稚園の教育と保育所の教育、同じ質の中でやれると、私自身

考えております。 

  それから、教員の資質向上にもつながるのではないかと。人事権のことで私は余り深くお話

しすることはできませんけれども、幼稚園の教諭、保育所の教諭が一緒になって、指導力向

上に当たれば、今以上にその活性化が図れるのではないかと。 

  それから、今副町長が言ったように、準備委員会の中で、幼稚園もかかわっているわけです

が、じゃあこども園以外の幼稚園についてとなると、また残された部分もあります。それは、

課題として随時私の頭の中に入りながらと、教育委員会と協議しながら、内部で協議しなが

ら、うまくリンクできるように対応していけたらなと考えております。以上でございます。 

○議長（阿部幸夫君） 杉原 崇議員。 

○１番（杉原 崇君） 準備委員会等々の話は、また予算審査の中でいろいろ聞かせていただき

たいと思います。同じこの松島で生まれ育った子供たちが平等に教育を受けて、笑顔あふれ

る元気でたくましい子供の育成のために、子育て環境と教育環境の充実に努めていただきた

いと思っております。 

  続きまして、昨年から力を入れ始めたインスタグラムの活用について、この施政方針でも書

かれております。現在、ＳＮＳの中でも、写真や動画を投稿するインスタグラムの利用者は

急速にふえていて、世界では８億人、日本でも2,000万人おり、今後もふえていくことが予想

されております。おしゃれな場所だったり、食べ物の画像を楽しむもので、インスタ映えと
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いう言葉も生まれました。投稿にハッシュタグというキーワードを入れることによって、多

くの方に見てもらえることができます。その投稿を見た多くの方が、そのスポットを訪れた

り、食べ物を食べたりして、それをさらにアップして、多くの人が来るという好循環が生ま

れております。 

  松島町でも、インスタグラムを初め多くの情報を発信しておりますが、一番の特徴はやはり

ハッシュタグ検索です。キーワードを入れ検索すると、そのハッシュタグをつけた投稿が表

示されます。松島町の公式アカウントでは、ハッシュタグ三景松島をつけての投稿を勧めて

いて、多くの方がこの松島をつけて投稿されて拡散していくわけでございます。 

  松島は、美しい景観ですから、インスタ映えする場所はたくさんあるわけです。しかし、復

興工事途中なのはわかるのですが、中央広場前の45号沿いだったり、観瀾亭の下には、いま

だにトラロープが張られていたり、無造作にコーンが置かれていたり、工事が終わっていて

も、いまだに仮設のトイレ看板があったりして、ちょっとしたことなのですけれども、イン

スタグラムの活用というのであれば、この美しい景観に邪魔にならないような、こういうこ

とに注意しないといけないのではないかと思っております。 

  よいことも悪いこともすぐに拡散する時代です。美しい松島を撮ってもらうためにも、こう

いうことも含めて、インスタグラムの活用についてどう思っているか、お聞かせください。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） 松島町の震災復興も大分進んでまいりまして、今議員が言われたとおり、

海岸の商店通りですね、中央広場から福浦橋にかけた、特に以前よりきれいになったという

ことでありまして、かなりインスタ映えされているのかなというふうに思います。 

  これから、３年ぐらい前なんですかね、松島高等学校の子供たちが、観光科の子供たちで、

実際に震災に遭ったお子さんが東松島市の女性の方が、女子高生が、福浦橋でインスタ映え

をしながら台湾のほうに行ったと。それが物すごく拡散して、今教育旅行につながっている

と。この間、松島高等学校の卒業式に行きまして、校長室の隣の応接に入りましたら、ペナ

ントが相当数ふえていました。年々ふえていて、ペナントが５個ぐらい、もう張るところが、

掲示するところがないとなるぐらい、ペナントがふえていましたけれども、それだけそうい

ったものを通じて教育旅行がどんどんどんどん盛んになっているのだろうなというふうに思

って、高校生の友好にはつながっているのだろうというふうに思います。 

  それから、昨今、観光だけじゃなくて、実は防災訓練なんかも載っていたようですし、瑞巌

寺の歴史文化財、消防訓練ですね、あれなんかもインスタに載っていたという話を聞いてお
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ります。 

  それから、あした現地視察をされる予定でありますけれども、どんぐり発電所、発電所の造

成等についてもインスタでやっているということでありますので、観光だけじゃなくて、さ

まざまな面で松島の現状を今されているのだろうというふうに思います。 

  こういったことについては、多方面に本当に広い情報が一度に拡散できるということでは、

大変ありがたく思っておりますし、今後もそういった面については、町としても産観を中心

に関係を持ってやっていきたいと、このように思います。 

○議長（阿部幸夫君） 杉原 崇議員。 

○１番（杉原 崇君） 情報、すぐ拡散する時代ですので、中で、先ほども話をしたのですけれ

ども、ちょっとしたこと、トラロープが張られていたり、仮設トイレの看板とか、そういっ

たことに関してはどういうふうにお考えなのか、そこだけちょっとお聞かせください。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） この間、２月に、中央商店街の総会がございまして、その総会の席上、

その中央広場等にあるトラロープ、それからそういったいろいろな看板等については、ご意

見を賜っております。また、観光審議会のほうからも、看板等についてはいろいろご意見を

賜っていて、余りごちゃごちゃした看板が多過ぎると。できれば統一してほしいというご意

見もありました。 

  これらについては、教育委員会のほうの関係も出てきますけれども、伊達な文化の日本遺産

の関係の看板は、日の丸が入った看板があるわけでありますけれども、そういった看板とか、

それから松島のこれまでの文化財をお披露目するための、こういうノート型のように見える

ような看板等を設置しているわけでありますけれども、それらについても少しは整理して、

いい意味でもっと見やすく、かといって余り風景に邪魔にならないものをやっていけたらな

というふうには思っております。 

○議長（阿部幸夫君） 杉原 崇議員。 

○１番（杉原 崇君） そういったことをお願いしまして、ＳＮＳは本当に情報の拡散がすごい

ので、いいことも悪いことも広がりやすいので、この松島の美しさを発信するツールとして

積極的に活用をお願いしたいと思います。この松島の美しさを100年後に残したいとの思いで

行われたのが、リブランディング事業だと思っております。櫻井町長になられてから３年半

の中で、１つの大きな事業だったと私の中では思っております。 

  松島の魅力を再発見・再認識しながら、松島ブランドの再構築を行ったわけですが、古きよ
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き高城町商店街のフィルムを上映したり、絵はがきをつくり、ウオーキングをしたり、展示

会を行ったりしながら、松島のよさを再認識しました。そこから派生して高城町商店街の一

角で期間中レコードをかけ、老若男女が交流する場をつくったり、松島の美しさを知っても

らうためにウオーキングツアーを始める方、先月には、観光地じゃない磯崎・高城地区で映

画祭を開催した方、この映画祭は町内外から168名の多くの方が集まって、映画終了後には、

各世代がすごく交流があったという話もお聞きしております。若い世代が魅力ある町にしよ

うと頑張っております。 

  こういった頑張りで松島には何かあるんじゃないかということで、町外から松島に店を出し

たいと思ってくれている方がふえました。出店場所の問題もありますが、多様な店舗がふえ、

交流人口もふえ、これが商店街の活性化、ひいては５つの基本施策の１つ、「定住する魅力

あるまちづくり」につながっていくのではないかなと思っております。こういう魅力あるま

ちづくりにつながる民の力に対して、町としてどういう考えを持っているのか、お聞かせく

ださい。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） リブランディング事業、平成28年度に取り入れてやったわけであります

けれども、それから２年がたって今に至っているわけでありますけれども、そのリブランデ

ィング事業にかかわってくれた人たちが今でも友好関係を持ってきていただいていると。さ

まざまな面でいろいろご活躍をしていただいているし、またボランティア等も賜っていると。

そういう人と人とのつながり合いが、実は今議員が言われた映画祭とか、そういったことを

やる場合の場所の提供だったり、そういったものにつながっているのだろうというふうに思

います。 

  実はことし、商工会の、利府・松島商工会の総会に私が行ったときに、ことしはちょっと違

ったなと思ったのは、若い起業をやった方々が相当数来ていたと。会議の中で相当数いたと。

10、20はたしかいたのではないかなというふうに思います。10人全てが松島町ではありませ

んけれども、松島町に関しては、過半数以上は松島だったと。高城町で起業をしている方、

それから松島海岸で起業している方、もう一つは、ああ、こっちのほうまで行ったのかと思

ったのは、手樽の銭神地区の一軒家を借りてやっている方、そういったところで起業をやっ

て今頑張っていると。そういう若い人たちがどんどん自分の店をつくってやってきてくれて

いると。こういったものが実は、そういうリブランディングが継続して、人との流れがつな

がっていての成果だというふうに私は思っております。 
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  今後も、松島町でそういった起業をしたいという方には、企画を通して起業の支援を行いな

がら、ますますそういう人たちがふえるように、若い経営者がふえるように、我々も努力し

ていきたい、このようには思っております。 

○議長（阿部幸夫君） 杉原 崇議員。 

○１番（杉原 崇君） そういった新しく起業される方の応援、ぜひ行っていただきたいのです

けれども、経産省の地域経済分析システム、リーサスによると、古いデータなのですけれど

も、2014年から2016年の創業比率が、全国平均で5.04％ですが、宮城県自体は全国２位で

6.34％と高い数値となっております。ただ、松島は3.53％と、ちょっと低いのかなと思って

おります。ただ、松島では、創業者支援事業補助金制度があり、今後も支援を行っていくと

いうことが書かれておりますが、改めて町として創業支援のあり方、取り組みについてどの

ようにお考えか、改めてお聞きいたしたいと思います。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） 起業をやるという場合は、ある程度自分のことを、経験から言えば、簡

単にやります、やりますというわけじゃなくて、きちっとしたものを持ってそういう事業に

取りかかると。そして、ある程度家族を持っている方にすれば、やはりそういった方を養い

ながら自分の生計を立てていくが上の会社ということになってきますので、じゃあそこで収

入もきちっと立てなくちゃならないと。そういったものが当然求められてくるものと思って

おります。 

  そういった中で、町がやはりきちっとそのサポートをするのについては、立ち上げ等につい

てはこういったものがあって、こういったことをしないとということについては、きちんと

サポートしなくちゃならないし、また起こされた方々については、できるだけそういったも

のについての活用をしなくちゃならない。 

  私は、これは個人的なことですけれども、ずっと１カ所からだけ粕漬けの魚を買っていると

ころがあります。これも実は松島で起業した方がやっているところで、ここからずっと年間、

もう３年ぐらい買っていますけれども、そういったことで、町民の方々がやはりそういった

起業をやられた方々との触れ合いをする場、そういったものももっともっとこう、私たちの

ほうで仕掛けをしていかなくちゃならない。ただ単に観光客がそこを目当てに来るというも

のでは長続きしないと思いますので、やはりそういう商店、この間、着物を着つけする中で

カフェをやっている方もおられましたし、そういった中で、我々がお客さんを紹介するとか、

そういったこともサポートしながらやっていかなくちゃならないのだろうというふうに思い
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ます。 

  それから、これは余談になるかもしれませんけれども、この間、四季島の、松島駅での送迎

のときに、ある若い商工会青年部の方々に大変お世話になっているのですが、社長の話をし

ていました。もうそろそろおまえ社長をやれやと。もうやったほうがいいぞと。そういう同

世代同士のそういったお話し合い等も聞いておりましたけれども、いい意味でいろんな刺激

があって、いい方向に進んでいくのではないかなと。そうすると、松島にかかわっているい

ろんな事業、ホテル等も含め、物産も含め、全ての方々がいいように、何ていうんですかね、

世代交代されてくるのではないかなということをご期待申し上げていきたいなというふうに

は思っております。 

○議長（阿部幸夫君） 杉原 崇議員。 

○１番（杉原 崇君） 今あった話なのですけれども、事業承継に関しては、もうずっと何年も

何年も話をしていて、外から来る、出店される、新たに起業される方の刺激を受けて、やは

り松島の中でもいろいろ変わってきているのかなと思っているので、今後も町としてそうい

った創業者の支援を続けていくことをお願いしたいと思います。 

  先ほどリブランディング事業の話をしましたが、この中で、松島の食材にスポットを当てて、

朝御飯をつくることによって食の魅力を町内外に発信しました。その後、リブランディング

事業ではないのですけれども、松島のホテルに一流のシェフを呼んで地元食材を使用した高

級レストランを開催、そして昨年、産業の活性化を図るべく松島町商談会が開催され、生産

者と事業者のマッチングを行いました。１次産業は後継者不足ではありますが、やはり収益

が向上しなければ、やりたい人は出てきません。 

  漁業に関しては、カキ養殖をされていた方は、昭和53年には272名いましたが、現在は51名

しかおりません。今シーズンをもってやめられる方も、お話を聞いていて、もしかしたら50

名を切るかもしれない。人が減るということは、組合の運営も大変になってきます。現在、

松島のカキ養殖の方法は、モウソウダケを使用する木架式で約２年ごとにつくり直しをして

おります。この使用した竹の処理費用が負担になってきており、ことしは何とか処理できそ

うなのですけれども、来シーズン以降どうするか、県などとも各方面と相談しておりますが、

大変頭を悩ませていることであります。負担が多ければ収益が出ず、後継者をつくっていく

ことは困難になることが予想されます。 

  今シーズンは松島だけでなく、県内の多くの海域でカキの死滅があったり、成長が悪かった

り、またホタテ貝は貝毒が出て、最近だと、ノリ、これはできがよくなかったり、重油の流
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出の問題もありました。 

  そういった漁業を取り巻く環境は大変厳しくなってきました。そういった中で、松島の１次

産業の後継者育成、収益力向上について、どのように町として協力していくか、考えをお聞

かせいただきたいと思います。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） 商談会については、ことしも、31年度もやる計画をしておりますので、

昨年のことを踏まえて、ことしの取り組みの考え方については、後ほど産業観光課長から答

弁させたいと思いますけれども、私としても昨年、アトレ・るＨａｌｌで１次産業者、それ

からホテルで経営をする方じゃなくて、実際調理をする方等が見えられて、松島町の食材等、

使ったらどうなのだろうかというものを個別ブースでやっておられたということであります。

うちの議長も実は個別ブースに入って、カボチャをやっていたようでありますけれども、そ

れでことし、どういう計画をされているかわかりませんけれども、ホテル側の担当者からす

れば、１つの商品をこういう期間の中できちっと納めてもらうと、そういった中でのお話し

合い、契約であれば、我々も地元のものをどんどんどんどん消費していきたいということで

あります。 

  そういったことでありますので、これは１回だけでは済むことじゃなくて、これは何回も、

今年も来年も継続して、実は商談会というのをやって、その中でいろんな商品が見出せるの

だろうというふうに思います。たまたまことしホテル、温泉関係のホテルが10周年を迎えた

ということで、３月までのイベントの中で、北部地域の方々がつくったみそとか梅干しです

か、そういったものを使ってホテルで提供しているようでありますけれども、そういったも

のも含めて、大なり小なりやっていくのが必要だろうというふうに思います。 

  それから、この間、もう一つ、北小泉、下竹谷地区の方々が、今度は大豆を大型化してやっ

ていくというお話も聞いております。ただ、その大豆の商品について、やはり町としても少

し考えなくちゃならない。これは何でかというと、せっかくつくっても、商品価値が上がっ

て値段が高く売れないことには、やはり採算が合わないという。これはやめちゃう。経営と

すれば、誰だってそうなるわけでありますから、やはり生産性を上げなくちゃならない。そ

ういう意味では、せっかくお金を投資して、そういう施設をつくるわけでありますから、そ

こから生産された大豆が松島町の名産として販売できるようなシステムをつくらなくちゃな

らない。 

  それで、これはメモしてもらうと困るのですけれども、余談で、この間、瑞巌寺の執事長の
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話ですと、みそをもっと松島で、そんなに豆をつくっているのなら、おいしいみそをどんど

んつくって売ったらどうなんだと。もしくは瑞巌寺納豆でもつくるかなんていう話も出たよ

うでありますけれども、そういう余談はともかく、そういったことから逆にアイデアをもら

う場にもなるかもしれませんし、松島の納豆というものができるのかはともかく別として、

今は松島町には豆腐店さんは１店しかございませんので、そういったことも守る意味からも

やっていきたいというふうに思います。 

  それから、カキについても、やはり震災から８年がたって、なかなか生産性が上がらないと。

やはりこの収入が上がらないと、魅力がなくなるということでありますので、やめる方がど

んどんこう、魅力を欠いてくるのだろうと思います。竹のそのカキ棚、カキの竹については、

これは産廃なりの処分について、竹を砕く破断機ですか、破砕機、そういったものも出した

のでありますけれども、なかなか思うように使われていないのかなというふうに思います。

そういったことについて今、町がじゃあわかりました、来年からこうしますと、今即断でき

ませんけれども、漁協の意見等も聞きながら、今後町としての対応をやっていきたいという

ふうに思います。 

  それで、今カキをやっている方も、震災以降どんどん減っておりますので、これ以上減らな

いように我々は、逆に今の若い人たちは今度、田んぼであれば基盤整備をやってふやそうか

ということがあるのですけれども、カキの場合はそういった面についてはどういうことが考

えられるのかも検討しながらやっていきたいと、このように思います。 

  なお、商談会については課長から答弁させます。 

○議長（阿部幸夫君） 安土観光産業課長。 

○観光産業課長（安土 哲君） 商談会の今後の取り組み、また12月４日、５日に行った成果を

踏まえ、ご報告させていただきます。 

  出展者、また生産者のほうにつきましては、ともに22生産者、22事業者がご参加いただき、

２日にわたり実施することに至りました。その中で、やりっぱなしにならないようにという

ことで、その後のアンケートも皆さんにお手間はとらせましたが、ちょっと情報的にいただ

きまして、５段階評価の中で、５の満足している、４のやや満足しているというのが、ほぼ

ほぼ90％で占めたところでございました。 

  ただし、これを一度で終わらせることなく、次のシーズンも、冬・夏と、時期の違うところ

でまた進めてほしいということで、できるならば７月か８月、夏の時期に、冬のシーズンに

向けた取り組みということで実施してみたいというふうに考えております。 
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  また、課題も出ております。生産者について、観光事業者様のほうからは、よくブースでお

話し合いをすると、こういったものもつくれるよ、言われればつくれるよというようなお話

があったというふうに聞きました。ただし、事業者さんのほうは、かえってこれを私たちが

つくっているので、自信を持って使ってほしいというものをやはり取り上げていきたいとい

うお声などをいただきました。 

  また、反対に、生産者の皆様からは、ある程度一定量担保していただきたいと。これが年間

欲しいということを、やはり情報的に共有できれば、そういったものを自信を持ってつくれ

るというようなお声もいただきましたので、そういったところを調整しながら、また次回に

つなげていきたいと思っております。 

  なお、海産物も次回は含めてほしいというお声もいただきましたので、そこも加えながら次

回に取り組んでいきたいと思っております。以上でございます。 

○議長（阿部幸夫君） 杉原 崇議員。 

○１番（杉原 崇君） わかりました。次はぜひ漁業関係を呼んでいただいて、収益力アップの

ためにお願いしたいと思います。また、あとこの養殖方法については、若手でちょっと今、

試験をしておりまして、竹屋さんもいるので何とも言えないのですけれども、竹以外を使っ

た養殖試験も今やっておりますので、ただ、漁業に関しては補助金のメニューとかすごく少

ないので、自分たちでこうやらなきゃならないという苦しさはあるのですけれども、ぜひ町

としても協力できる限りはしていただきたいと思います。 

  私の質問はこれで最後になるのですけれども、平成31年度から２年かけて意見を聞き、長期

総合計画・後期基本計画を策定するというふうに書かれております。この後期基本計画を策

定する2021年は、震災から10年経過し、復興庁もなくなり、その後継機関は決まってはいな

いのですけれども、復興期間は終了して、予算規模も震災前に徐々に戻ってくるのかなと思

っております。ここで町長が考える、2021年以降の松島をどう考えているのか、最後にこれ

をお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） 2021年度以降ということでありますけれども、震災復興10年ということ

でありまして、19年、20年度で震災復興は終わるようにということであります。復興庁から

もいろいろ町のほうにおいでをいただいて、ご指導は賜っております。また、町のほうから

も、あと残された２年有余の中で、どういったことが課題なのかということもお話し合いを

させていただいております。 
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  町とすれば、この後も出てくるかと思いますが、避難道路以外については、ほぼほぼ大体終

わるだろうというふうに私も踏んでおります。ただ、避難道路について、2021年度に繰り越

しで終わるものについてはよしとしなくちゃならないのかなというふうに思いながら進めて

おります。 

  ただ、こういったことにつきましても、今国のほうでは復興庁と、宮城県で言えば宮城復興

局をもって、ワンストップというんですかね、そういうことで１つのことでは全部国のほう

で行って、システムが行くようになっていました。それの継続と、ですから復興庁がもしな

くなるのであれば、それにかわるものをきちっとやはり私たちも残していてほしいし、それ

からもう一つは、2020年度で終わらない事業について繰り越しになったものについての財源

等については、きちっと担保してほしいということなどを今お話し申し上げて、そういう方

向でいっていると思います。これらについては、この間、宮城県知事も東京のほうに行って

同じ内容のことを復興大臣のほうにお話し申し上げているのかなというふうには思っており

ます。 

  それから、2021年度以降のことを考えれば、今予算規模が一般会計で95億3,600万円という

予算を組んでいますけれども、これらから復興予算を除いた震災前の予算、これが55億なの

か60億になるのかは別としまして、そういった予算の中に戻していかなくちゃならない。そ

の戻すときに、何が一番エネルギーを使うかというと、職員の誘導だと私は思っております。

金はある中でずっと来ていますので、何かいつでも金があるんだという形が出てくる。そう

すると、いや、実際もうなくなるんだといったときに、今までの方向をどういうふうに変換

しながら、町民の負託に応えなくちゃならないのかということを真摯に受けとめて考えてい

かなくちゃならない。 

  そういったこともありますので、2021年度になったらということじゃなくて、ことしもです

し、来年もですし、そういったところでも少しずつそういった方向に切りかえていく必要が

あるというふうに私は思っております。 

  そういった中でも、今いろいろ掲げた事業等に関しては、将来の松島を見れば絶対必要な事

業と思いますし、それがないと継続もしないというふうに考えておりますので、そういった

苦しい中でもそういったものについては一つ一つずつ積み上げていきたいと、このようには

思います。 

○議長（阿部幸夫君） 杉原 崇議員。 

○１番（杉原 崇君） ありがとうございました。震災から８年、町長ももうすぐ４年になるの
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ですけれども、予算も厳しくなっていく中で、いろんな大変なこともあります。ただ、町民

が安心して暮らせる松島町の実現を目指して、施政方針にも書かれております、一をもって

これを貫く精神を持って、残り任期、町政運営を行っていただくことをお願いして、私の総

括質疑を終わります。ありがとうございました。 

○議長（阿部幸夫君） 杉原 崇議員の総括質疑が終わりました。他に質疑ございませんか。 

  12番髙橋幸彦議員。 

○12番（髙橋幸彦君） 12番髙橋でございます。杉原議員の次に、同じ磯崎ですが、総括質疑さ

せていただきたいと思います。 

  まず、今杉原議員さんの総括質疑の中で、ほとんど町長答えられて、副町長、教育長さんも

答弁されたのですが、私のはちょっと、ひょっとすると細かいところに入っていくところも

あると思いますので、所管の課長さん方の答弁もよろしくお願いしたいなと思っております。 

  それで、昨年度の３月議会の総括質疑は、質問者が６人でございまして、私もやったのです

が、それを含め、先ほどの杉原議員さんもそうですけれども、最初に、やはり一番心配なの

は町の財政ということで、それの質問が多かったと思っております。私もその財政で、大体

先ほどの質疑で町長の考え等はわかったのですが、また別な角度からちょっと聞きたいなと

思っております。 

  昨年の施政方針では、財政問題については町長の施政方針の中身では、最後のほうにちょっ

とこういうような文言で上がっていたのですけれども、「固定資産台帳を活用し、地方公会

計による財政状況の公表を進めるとともに、公共施設等管理計画に基づき、地域との調整を

図りながら将来的な財政負担の軽減に向け施策を検討していく」となっておりました。それ

で、各議員の質問について、「少子高齢化による社会保障費の増や各公共施設の維持管理費

が増加する見込みであり、現在の予算も大震災以前の予算額となり、大変厳しいものとな

る」と答弁されております。 

  ことしの施政方針の中で、このように同じような政策、１つの大きな章をとってなっている

のですが、先ほど答弁で、ほとんど答えられたと思うのですけれども、やはり財政を立て直

していくには、町長はよくご存じのとおり、入るのをふやして出すのを減らすと、これが財

政再建するには一番だと思うのですが、昨日の議案審議の中で、いろいろ10月１日からの消

費税の10％に上がるというような話の中でもありましたけれども、すぐに10月１日から町の

ほうの消費税分のほうがアップするのかどうか、ちょっと私もわからないのですけれども、

次年度以降になるのかとは思うのですけれども、それについて先ほどのその入るのをふやし
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て出すのを減らすというような考えで、町長がもし考えていることがありましたら、よろし

くお願いしたいと思います。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） 財政については歳入があって歳出があるわけで、そのバランスが崩れる

と大変なことになるというわけで、歳入だけ多くてずっといくのであれば、町民の方に還元

できるのでありますけれども、そうにはならないと。ことしは10月から消費税、今議員さん

が言われたように消費税が上がると。これはもう議論している間もなくそういうふうに上が

るということになっているわけでありますから、それに対応したやはり考え方をしなくちゃ

ならないだろうと。 

  それで、平成31年度の予算の中で、庁舎内でいろいろ新年度予算を組んだときに、やはりそ

の消費税にかかわることについても再三議論をさせていただいております。使用料について

の消費税の考え方はどうするんだとか、そういったものについても、細かいことを言えば話

し合いをしましたし、これらについて国のほうから新年度、国・県からの動向をもっと注視

しながら、町としても、31年度からではなかなかできかねませんけれども、32年度からはそ

うするかというふうになるかもしれません。それらについては今後検討していきたいと。 

  それから、いろんなその、松島町については、町の規模の割には建物の数がすごく多いなと

いうふうに自分でも自覚していますし、その建物が多い中に、復興事業でいろいろ施設も建

てられたということでありますから、これらに対する維持管理経費がどんどんどんどん膨ら

んでいくと。こういったものについての考え方をどうするんだというふうになってきます。 

  ですから、どことは私は言いませんけれども、どこというか、例えば自分のことを言えば、

古浦に集会施設が２つありますけれども、２つ要るのかと。要らないのであれば、もう一つ

は壊せと。例えばこういうことも考えなくてはならない。そういったことで、必要最小限の

ものをある程度整理しながらやっていかなくちゃならないだろうというふうには思っており

ます。 

  そういうことで、担当のほうからは、事業の廃止、新たな事業についても、本当に町として

の整合性はどうなのかと。それから、統合・縮小も含めて、スクラップアンドビルドを徹底

してやってほしいということは財政から言われておりますので、私としてもそれを頭にきち

っと置いて物事を進めたい。ただ、町を活性化するが上には、ここをどうしても、時々破ら

ないとできないときもありますので、その辺で葛藤しながらやっていきたいなというふうに

は思っております。 
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  それから、あともう一つは、国のほうは再三このごろ、急に方針が変わりますので、エアコ

ンの問題についても国のほうで一言ぼんと言えばこういうふうになっちゃうわけでありまし

て、それから幼児教育の無償化についても、これからお話が出るかもしれませんけれども、

新年度、方向性を見据えながら議論していきたい、庁舎内でも議論していきたいというふう

に思っておりますが、これまであった国・県補助金があって、今まで町がやっていた事業は

多々あるのでありますけれども、これが国、もしくは県のほうで補助金を打ち切ったという

場合については、町としても速やかにやめるか、継続して何年か置いてやめるのか、そうい

ったところはきちっと整理していかないと、いつまでもいつまでも引きずっていくわけには

いかないなというふうには個人的には思っております。 

  そういったものも担当と今後いろいろお話し合いをしながら、今まで予算があった、補助金

があったからやっていこうという考え方じゃなくて、補助金がなくなったときにどういう考

え方をするのかというのも、１つは考えてやっていきたいと、このようには思っております。 

○議長（阿部幸夫君） 髙橋幸彦議員。 

○12番（髙橋幸彦君） 補助金等を減らすということで、昨年ですか、敬老祝い金とかのものも

ありましたし、やはり組織、企業とかもそうなのですけれども、会社とか、組織とかで、や

はり何ていうのか、黒字化というか、財政を安定させるにはどうしても皆様から負担をいた

だいて、それから皆様に我慢していただくみたいな形にならざるを得ないとは思うのですけ

れども、今最後に町長が言いましたように、どうしても活性化という、逆のあれも考えなく

ちゃいけないので、その兼ね合いというのは大変難しいなと。やはり組織の長たる者は考え

るんじゃないかなと思っておりますので。これまでも３年間、町長はやってこられて、初日

に次もという決意ですので、ぜひ引き続き財政が健全なほうに向かうようにお願いしたいな

と思っております。 

  また、次に５つの基本政策、町長の施政方針の中の基本政策の中で、ちょっとその中でお聞

きしたいのですが、まず震災から復興の加速化ですが、昨年は町事業分46事業のうち23事業

が完了したとなっておりますが、ことしは47事業のうち28事業が完了し、おおむね計画どお

りというふうな表現になっているのですけれども、ちょっと見ると、先ほどの最後のあれで

もありましたけれども、杉原議員さんの総括でもありましたけれども、どうしても残ってい

るのが多分道路関係、避難道路なんじゃないかなと思っておるのですが、復興期間のその２

年間で完了できるとは思う、計画されているのですが、できなかった場合のその交付金とか

の返還とか、そういうのが発生するのかどうか。 



２０ 

 

  昨日の補正でも随分減額補正がありましたので、ちょっとそういうのが心配になったので、

その点をお聞きしたいなと思っております。 

○議長（阿部幸夫君） 熊谷副町長。 

○副町長（熊谷清一君） 復興10年ということは、あと残り２年くらいということで、それを多

分質問は、それを過ぎたら、お金を返さなくちゃいけないんじゃないかということの質問か

なと思いました。そうならないように、先ほど町長がお話しされたように、これは宮城県知

事も踏まえて東京のほうの大臣等々に、今後のその復興庁のあり方についてお願いをし、な

おかつそういう残事業的な取り扱いについての窓口の問題、復興庁の問題、それを含めてお

話ししています。 

  我々としては残事業の分について、今まで同様の対応をできる窓口であったり、国の対応で

あったり、そういうことを今後も望んでいきたい。返すというということよりも、まず終わ

らせるということが大事なことだなというふうに考えております。 

○議長（阿部幸夫君） 髙橋幸彦議員。 

○12番（髙橋幸彦君） 本当に私も計画年度に本当に終わるのが一番いいとは思います。ただ、

後でもちょっと出ますけれども、事業主体とかでいろいろおくれが出ていると。きのうもち

ょっと補正で松島大橋の件で聞きましたけれども、いろんな要因があって１年以上おくれた

というような建設課長の答弁ありましたけれども、そうならないように、これからも引き続

き計画年度内の完工を目指してやっていただきたいなと思います。 

  ２つ目の子育て環境と教育……。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） ここで１つ確認しておかなきゃないのは、昨年のここで言ったときは、

46事業と言って23事業が完了したということで、ことしは47事業での28事業。１事業ふえて

いるのですけれども、この１事業が何なのかというと、松島町道路路面補修事業ということ

で、要するに幡谷に行っている農免道路ですね、あれの舗装がここに入ったということであ

ります。そういったことで、１事業がふえておりますので、よろしくお願いします。 

  それから、避難道路については、昨年、これはあんまりよろしくないのですけれども、高城

町、磯崎町で、建物火災があったと。建物火災があったときに、たまたまその地域は避難道

路の拡張地域にあるわけですね。それで、避難道路というのは別に津波だけの避難ではあり

ませんので、全ての方々がいろんな災害のときに柔軟に移動できるように道路を整備するわ

けでありますから、磯崎の火災にしても、高城の火災にしても、そういった路面に関してい
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るところでありましたので、そういったこともあるので、やはり孤立しないように避難道路

はきちっと整備しなくちゃならないということを地元の方々にもお話を申し上げて、さらに

スピードアップを図っていきたい、このようには思っております。 

○議長（阿部幸夫君） 髙橋幸彦議員。 

○12番（髙橋幸彦君） どうも、先走りまして申しわけないです。本当に高城と磯崎、特に磯崎

は私もその現場に行ってみて、本当にポンプ車がそばに、その現場に近づけないで、消火栓

から何メーターぐらいありますかね、100メーター弱ですけれども、それぐらい引っ張って消

火していたというのを見ていますので、本当に町長が言われるとおり、早急に完成すること

を望みたいと思います。 

  ２つ目の子育て環境と教育環境の充実について、先ほども杉原議員さん、同じような総括質

疑をされたのですが、保育所・幼稚園の再編について、これは答弁の中でもありますが、教

育民生常任委員会からの提言をもとに、認定こども園をということで進められていたと思う

のですが、１月24日の全協で出されたときに、私は別な総務経済の常任委員会なものですか

ら、認定こども園になるというのは大体聞いていたのですけれども、そのもう運営主体まで

社協さんを中心にというような話を聞いて、ええ、そんなにもう進んでいるのかという感が

したのです。先ほど副町長の答弁、教育長の答弁なんかでも、その準備委員会というのがあ

ったのですけれども、保育所・幼稚園、それから担当課ですか、それから社協とかが入って

の準備委員会なのですけれども、やはりそれに議会が入るというあれにはならないんですか

ね。どうなのでしょうか。 

○議長（阿部幸夫君） 熊谷副町長。 

○副町長（熊谷清一君） 準備委員会ということで、決定権はそういう方が持つわけではありま

せん。決定的な話というのは、仮称でありますけれども、設置委員会とか、そういう話にな

るかと思います。そこではいろんな方、今準備委員会の中では学識経験者もいたわけですし、

あとは保護者の方々とか、さまざま関係する方を入れて、今議員さんも入ってはというお話

もありました。そういう方が、それはどういうふうになるかわかりませんけれども、そうい

う方が入ってきて、最終的な設置委員会というか、建設委員会になるかわかりませんけれど

も、そういうところで判断をするという形になるかと思います。判断するための材料という

か、判断資料、そういうのをいろんな形で準備段階でしましょうと。いっぱいこう、十ぐら

いあってもだめですから、ある程度絞って２つとか３つぐらいに物事の考え方を整理して、

最終的な判断はその建設、仮称になりますけれども、そっちのほうで判断していただきまし
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ょうと。そういう材料というか検討資料の作成ということで今、社協さんを含め、町の関係

部署を含めて、いろんなことが想定できますので、そういうところを今、作業を進めている

と。それも余り時間をかけないで早い時間中にその辺のいろんな検討資料をまとめて、あと

設置のほうでいろいろ最終的な判断をしていただきたいという段階であります。 

○議長（阿部幸夫君） 髙橋幸彦議員。 

○12番（髙橋幸彦君） 認定こども園というと、私が議員になって１年か２年目ぐらいですかね、

彦根市の認定こども園に行ったりして、そのときから国のほうでは幼稚園と保育所を一体に

した認定こども園を進めましょうというので、町でもたしか三小・四小の廃校といいますか、

統合ですね、二小への統合も絡めてのときだったんじゃないかなと思っております。ですか

ら、結構議員の方々も長くやっていられる方が多いので、認定こども園についてはもう大分

勉強されているんじゃないかなと思って、先ほど議員のほうもそういう準備委員会とか設置

委員会、設置委員会が入るかどうかわからないですけれども、そういうのにという考えは、

私自身の考えですけれども、それでちょっと今振ったわけでございます。あんまり入っても

らいたくないというあれでしたらあれですけれども、もし入れるということがありましたら。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） 議会のかかわり方ということだと思いますけれども、以前、松島第三小

学校、第四小学校が統合されるときにあった検討委員会、そのときにもこども園という話が

出ていて、確かにあったと思います。ただ、その当時の第三小学校、第四小学校が統合され

るときの議論のときの認定こども園と、今のこども園の考え方が、国のほうが少し変わって

きているということがまずあるんですね。 

  １つは、こども園、こども園といっても、厚労省なのか、それから文科省なのか、どっちの

扱いなんだということで、極端なことを言うと、１つの建物をつくって、右から入るのが幼

稚園、左から入るのが保育園といって、何かそれがこども園だというような施設もあったり

しましたけれども、今はそうではなくなってきていると。それで、これも国のほうで再三再

四いろいろ議論がされて、厚労と文科省がいろいろ歩み寄って、こども園というものについ

ては１つとして確立してきているのかなというのがこのごろだと思うんですね。これが、ち

ょっと詳しくは調べていませんけれども、平成25年、26年から動き出して、平成27年ごろに

こども園をいっぱいつくったのは、そういったものを使って多分やられたのだろうというふ

うに思います。 

  今度今、このこども園につきましては、働く方のほうが少なくなってきているということも
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あって、そういった中で、要するに待機児童をなくすためにはどうしたらいいのかとか、そ

ういう議論もありながらの今こども園になってきていますので、その中で、先ほど杉原議員

が言われたように、教育はきちんとやりなさいよと。育てればいいというだけじゃないとい

うことで、教育もということであります。そういった中で今進んできているのだろうという

ふうに思います。 

  それから、議員の先生方が入る入らないは、私らからは別に入ってきてくださいとも言いま

すし、ただ、議会が前にいろんな各種委員会には、国で決めている委員会以外はかかわるの

はいかがなものかというお話もあったようでありますから、そういったものをもう一度踏ま

えていただいて、議長さんのほうからでもお話を賜れば、私らは一向にやぶさかではありま

せんので、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（阿部幸夫君） 髙橋幸彦議員。 

○12番（髙橋幸彦君） わかりました。そうですね、10年前とではちょっと、認定こども園の姿

も変わっているんじゃないかなと思っております。 

  次の町長の５つの目標のうちの「企業誘致で地域産業の活性化」、また４つ目の「観光事業

での活性化」、それから最後の「定住する魅力あるまちづくり」、これは書いてある施策が

着実に成果として上げられるように、ぜひお願いしたいし、特に最後の「定住する魅力ある

まちづくり」で、先ほども品井沼駅前の地区計画、初日に中間報告で私言いましたが、やは

り総務経済が約１年近くかけてやってきて、今まで動かなかったことが動いたということで

すので、ぜひ、３年か５年ぐらいかかるような道路の改修から、それから始めなきゃいけな

いという問題ですけれども、ぜひこれからのことを進めていただきたいなと思っております。 

  次に、細かくなるのですが、ここでもしあれでしたら休憩で。 

○議長（阿部幸夫君） では、本人が希望していますので、ここで休憩に入りたいと思います。

再開を11時15分といたします。 

     午前１１時０１分  休 憩 

                                            

     午前１１時１５分  再 開 

○議長（阿部幸夫君） 会議を再開します。 

  髙橋幸彦議員、質疑願います。 

○12番（髙橋幸彦君） それでは、個々の施策ということで、先月の22日に議会運営委員会があ

りまして、私も委員なものですから参加したのですが、そのときに、総務課長が施政方針の
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ところで、何点か説明というのを、これは私も議運の委員になって初めての経験だったもの

ですから、これは町長が意図するところだったのか、それをまず聞きたいなと思いましたの

で、よろしくお願いします。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） 総務課長とその辺の横の連携をとっていませんけれども、総括等に関し

ては、施政方針の中からよろしくお願いしますということではなかったのかなというふうに

思います。 

○議長（阿部幸夫君） 髙橋幸彦議員。 

○12番（髙橋幸彦君） わかりました。じゃあ総務課長が単独でということで。でも、何点か説

明を受けた中で、それを中心にちょっとお聞きしたいなと思っておりました。 

  一番最初に、町道整備のやつがあったので、これは先ほどお聞きしましたので、次に松島駅

のバリアフリー化の問題で、一番最初になったときは、町長のあれは、オリンピックまでは

何とかエレベーターだけでもというような話だったのですが、いろいろ国とかＪＲとの協議

でだんだん延びてきたのですけれども、ＪＲ絡みの工事、今回はちゃんと見通しがついて計

画どおりに進んでいくと思うのですが、仮設の駅をつくって、それから壊してプラットホー

ムをつくりながらという計画だと思うのですけれども、ＪＲ絡みですと、磯崎第２踏切とか

も、これは下の水路の関係もあったから、ちょっと計画よりおくれたんじゃないかなと思う

のですけれども、前ですと、あの磯崎踏切が終わったらすぐ何か第２踏切を計画するような

計画だったんじゃないかなと思って、どうしてもＪＲ絡みだとおくれているような印象を持

っているのですけれども、先ほど杉原議員の話で、庁舎の問題で、町長が相手の会社ですね、

そちらのほうに行ったときは訪問しているし、また話し合いもしていると。ＪＲについても、

仙台支社長とか部長とかに町長は会っているというのは何回か議会で答弁されているのです

が、私が危惧しているのは、やはりＪＲ絡みだと何かこう、特殊な感じがして、またおくれ

るんじゃないかなという心配があるのですが、その点、町長のほうの考えをお聞かせ願いま

す。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） ＪＲに関しての、東日本ＪＲに関しての復興事業に関すれば、踏切以外

にも相当数の数が実は町としては関連を持っています。それで、まず、一番冒頭に出ました

松島海岸駅のバリアフリー等についてもいろいろ協議させてもらっていると。昨年12月には、

本社のほうの松木常務、当時の前の支社長でありますけれども、松木常務にお会いして表敬
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訪問しながら、今後のお願いをし、なおかつ１月になって仙台支社の坂井支社長とも、ここ

では細かくお話し合いをさせていただきました。それはこの踏切の問題についても、駅の問

題についても、復興10年の考えた中でいくと、町とすればこういうスタンスでいかないと、

この時期にいかないともう間に合わないという話をしております。どうしてもＪＲに関しま

しての工事に関しては、長引く傾向がありつつあるというのは、裏を返せば、例えば電車に

しても何にしても、営業をしながらの工事になってきますので、安全第一という中で進めて

いくわけでありますので、そういった中で工事を進めるが上には、普段の工事よりはかかる

のだろうというふうに思っております。ただ、本町の考え方の中を坂井支社長のほうにもお

話し申し上げて、ご回答はもらっているということであります。 

  こういったことで、踏切、第２踏切だけじゃなくて、色川さんのほうの踏切もありますし、

そういった踏切等についても、また駅舎についても、今後さらに計画を詰めてやっていきた

い、このようには思います。６月までもう一度詰めることになっておりますので、その中で

支社長のほうからまたいいお話が聞こえてくればというふうには思っております。 

○議長（阿部幸夫君） 髙橋幸彦議員。 

○12番（髙橋幸彦君） そういえば、あとあした、現場のほう、予算審査特別委員会のほうで一

応、根廻磯崎線の跨線橋のほうを見に行って、あそこも次年度でかかって完成みたいな形に

なるんじゃないかなと思うのですけれども、一応何かもう橋脚ができて、もう渡っていると

いうような状態なので、あした詳しい説明を聞けば、計画どおりにいくんじゃないかなとい

う返事が聞けるんじゃないかなと期待しておりますので、よろしくお願いします。 

  次に、松くいの防除の事業の推進等についてですけれども、予算書に示された林業振興費が、

これは県の補助の関係だとは思うのですが、前年より300万円、約300万円ぐらい減になって

いまして、その中で施政方針の中では、抵抗性松をふやしていくんだというふうになってい

るのですけれども、その場所が長松園のほうですよね。あしたの現地視察、現場でも見るの

ですが、やはり海岸のほうの松くい虫の被害というのを、そちらが一番大きいし、観光客に

与えるインパクトも大きいんじゃないかなと思いますので、施政方針に上げるのにふさわし

くはないんじゃないかなというような考えを持ったのですが、町長、いかがでしょうか。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） 上げないと、松くい虫何しているんだというふうになると思うのです。

極端なことを言うと、昔は、内田町政のころは、松島町だけがひとり孤軍奮闘してやられて

いた時期もあったのだろうというふうに思うんですね。そのときは国のほうできちっと補助
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をしてくれたということがあったと思う。それは国の補助がなくなって、今度は自治体でと

いうことになって今に至っていると。それで、今はやはり松島町も松島町単独だけでやって

はなかなか進まない。それで、宮城県のほうにお願いして、宮城県がよしわかったというこ

とで、毎年１億円ぐらいずつ予算はくれているのでありますけれども、なかなか目に見えて

こない。それぐらい松くい虫がひどくなっているのだろうというふうに思います。 

  それから、もう一つは、広域でやらないとだめだという声が再三再四このごろ出てまいりま

して、仙台都市圏の中で、これは仙台の郡市長さんが会長さんですけれども、仙台都市圏の

中でも松くい虫という話題を取り上げていただいておりますし、２市３町の広域の中でも、

これは塩竈の佐藤市長さんが会長でありますけれども、この中でやっていこうと。それから、

湾ダーランド、３市３町、東松島も含めた中でも、この松くい虫というのを取り上げていた

だいて、今地域連携で松島湾を囲む自治体で、全ての自治体が松くい虫に対しての施策を練

ってもらっている。これが今、現状であります。 

  それから、もう一つ、担当のほうで、松島町にふるさと納税をやってくれる方で、こういう

松くい虫の被害があって大変だということであればどうなのだろうかということであったと

きに、松くい虫に使ってもいいですよみたいなふるさと納税もあったということであります

から、そういったことで、いろんな方々に松島町の松を心配していただきながら、逆に今度

は育てる方向で、伐倒だけじゃなくて、育てる松を、抵抗性松を植えていくという方向に切

りかえながら少しずつやっていきたいというふうには思っております。 

○議長（阿部幸夫君） 髙橋幸彦議員。 

○12番（髙橋幸彦君） 今、町長の話の中で、ふるさと納税の中で、きょうの新聞に、塩竈市の

体験型の返礼品というのが出て、それの中に種ガキの体験とか、今町長が言われたように、

やはり松島独自のやつ、６月１日からですか、総務省のあれが、返礼品の割合が３割以下と

か厳しくなりますし、地場産品に限るというようなことになりますので、やはりふるさと納

税は質疑するつもりはなかったのですけれども、ぜひそれのほうも松島独自のものがありま

したら、ぜひ財務課長、ふやしていただきたいなと思います。 

  次に、防災行政無線の整備、こちらのほうはさっきの松くい虫と違いまして、約1,500万円

の増額でありまして、特に難視聴のところの戸別受信機は計画どおりに進められているので

すが、新しく屋外拡声子局、昨日、ちょっと色川副議長さんのほうから、場所がここ、ここ、

ここと３カ所だというような話を聞いたのですけれども、大変いいことじゃないかなと。観

光客が集まるようなところということだったもので、大変、これは毎回言っているのですけ
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れども、議会報告会で行きますと、必ず防災無線のことを言われましたので、これに予算を

つけていただいて子局をふやしてもらうというのは大変ありがたいなと思っておりますので、

そこでもし考えがありましたら、町長、お願いします。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） この件に関しましては、危機管理監がいますので、後ほど危機管理監か

ら考え方を答弁させますけれども、この防災行政無線は各地域に行って、隣同士が聞こえな

いというときもあるし、ここは聞こえるのだけれどもこっちは聞こえないということもある

だろうし、それからもう一つは、自宅も大分防音になっているので、なかなか聞こえにくい

というのもあるだろうし、夏は聞こえるのだけれども冬は聞こえないとか、それはいろいろ

あると思うのです。ただ、それ以外のそれらに対応するために、戸別受信機ということで今

考えてきていると。それから、弱者の方々に特にそういったものについて考えてもらってい

ると。 

  それから、もう一つは、このごろそれ以外に登録制のメールサービス、安心・安全メール、

これをもう少し拡大していきたい、このようにも思っておりますので、両方でいろいろ考え

ていきたいと思います。 

  あとは蜂谷危機管理監から答弁させます。 

○議長（阿部幸夫君） 蜂谷危機管理監。 

○危機管理監（蜂谷文也君） 今回、防災行政無線の子局を予定している箇所としましては、以

前から課題となっておりました音響のエリア外となっておりました市街化区域の中での話な

のですが、松島海岸の中央広場、こちらは観光客の方が屋外にいらっしゃるけれども、なか

なか聞こえづらい状況となっていたと。あとは、三十刈駐車場、いわゆる大型の避難場所、

避難施設がある箇所になりますが、こちらについても音響エリアから外れていたということ。

さらには、高城のちょうど鈴憲さんのエリア、このあたりも音響エリアからちょうど外れて

いたということがありまして、ここの３施設をカバーするということで、今回屋外拡声子局

増設ということで整備させていただく予定としておりました。以上です。 

○議長（阿部幸夫君） 髙橋幸彦議員。 

○12番（髙橋幸彦君） ありがとうございます。ぜひ議会報告会で聞こえないというような、た

だ反対のあれもあるんですよね。うるさいという人もいますので、なかなか町長も言いまし

たけど難しいところはあるとは思うのですが、ぜひ進めていただきたいなと思っております。 

  次に、児童福祉費の中で保育所の給食について、栄養管理業務と調理業務の一体的な実施に
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移行とあり、予算ナビであれば、保育所管理運営費が約3,400万円の増額で、それで臨時職員

等のあれが800万円ぐらいの減額になっているので、その関係なのでしょうが、分科会方式で

所管が違いますので、そちらのほうのどういうような方法を考えているのか、これをお聞き

したいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（阿部幸夫君） 太田町民福祉課長。 

○町民福祉課長（太田 雄君） この業務なのですけれども、今までやっておりました献立作成

等の栄養士が行う栄養管理業務と、現在町の臨時職員が行っている給食調理業務を一体的に

実施することとしております。これによりまして、より安全で安心な給食の提供を図ること

ができるためです。これに至った経緯といたしましては、人員管理も行いやすく、病気等で

欠員が、例えば出た場合は業者の責任によって補充されることから、安全な給食の提供を図

ることができるというような考えに基づいたものです。 

  なお、内容といたしましては、その献立作成業務のほか、栄養管理業務のほか、給食調理、

それから食器の洗浄などを業務委託することになっています。 

  それで、町なのですけれども、これらの各種業務の指示、それから食材業務の発注、食材に

ついては町支出となります。それから施設、それから設備管理、それから分園に給食を運ば

ないといけないものですから、分園への配送を行い、光熱費、消耗品、それから従来どおり

の施設の修繕等を町のほうで行っていくというような内容になっております。 

○議長（阿部幸夫君） 髙橋幸彦議員。 

○12番（髙橋幸彦君） 太田課長、大変詳しい説明ありがとうございます。先ほどから出ている、

これは認定こども園とか絡みの保育所・幼稚園の再編という、それの含みというか、それは

なかったのでしょうか。それをお聞きしたいと思います。 

○議長（阿部幸夫君） 太田町民福祉課長。 

○町民福祉課長（太田 雄君） それの含みもございます。以上です。 

○議長（阿部幸夫君） 髙橋幸彦議員。 

○12番（髙橋幸彦君） わかりました。 

  次に、高齢者福祉計画第８期介護保険事業計画策定、前に、これも前、以前にアンケート調

査、同様のアンケート調査をやったんじゃないかと思うのですが、今回もアンケート調査を

やると。それで、各種アンケート調査、後にもちょっと長期総合計画の後期計画のやつでア

ンケートということで、ちょっとお聞きするところがあるのですけれども、高齢者計画です

から、これは利用される方等にアンケートになるのでしょうが、高齢者の方ですと、律儀な
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方が多いので、アンケートの集計というか、あれが高くなるんじゃないかなと思うのですが、

それを着実に生かしていただきたいなと思っておりますが、これは要望という形で、それで

お願いしたいなと思っております。 

  次に、交流事業、観光業についてですけれども、分科会で詳しくはお聞きしたいなと思って

おるのですけれども、観瀾亭を含む町営施設の利活用について、指定管理者制度も含めた検

討とあるのですけれども、これは観瀾亭、それからあと昨日、違いますね、あす、現場視察

することになっている、あの観瀾亭と、それから松島博物館等を含めたところだと思うので

すが、観瀾亭等とかという施設は、ほかにどこを想定しているのか、ちょっとお聞きしたい

と思います。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） 観瀾亭等というのは、あそこにあります観瀾亭を含めて、それから博物

館、それから明月庵、あそこ一帯を、全てを観瀾亭ということで物事を考えていきたいと、

このように思っています。 

○議長（阿部幸夫君） 髙橋幸彦議員。 

○12番（髙橋幸彦君） じゃあ特別会計に入っている、あの福浦橋等も入っているということで

よろしいのですか。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） これは、観瀾亭等に関しましては、平成31年度、これから議論してやっ

ていくということでありますので、まだ内部でそこまで議論はしていませんけれども、私的

な考え方とすれば、分けた考えでいくかもしれません。というのは、どうしてかというと、

福浦橋のほうに関しましては、橋の修繕というのが当然出てくるので、あれは町管理の修繕

になると。そういったものについての蓄え等も通行料等のほうから少しずつプールしていか

なくちゃならない。こういったことも将来出てくると思いますので、これらについては、観

瀾亭等についての考え方が全て整理した中で、議会にまたお示しをして、いろいろご意見を

賜りたいと、このように思います。 

○議長（阿部幸夫君） 髙橋幸彦議員。 

○12番（髙橋幸彦君） 指定管理というのもなかなか今までかかった費用より下げるというのが

本来の趣旨なのですけれども、なかなかこれまでの例を見ますと、かえって正直かかってい

る場合もありますので、本当に各種の検討が必要なんじゃないかなと思っております。 

  最後に、先ほども言いました、長期総合計画の後期基本計画の策定前にアンケートをとると。
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これは前期でもやられて、ただ、そのとき私のあれだと、回答率ですか、それが大変低かっ

たような記憶があるのですが、それとあと、最後に自由記述みたいなのは必ずあったと思う

のですが、それの内容がやはり、何ていいますか、やはり書いた人たち全部、本当だと出し

てもらったほうがいいんじゃないかなと思っているんですよね。というのは、議会報告会、

毎年やっていますが、議会報告会で昨年で11回目、ことしやると12回目になるのですけれど

も、どうしても、何ていいますか、道路舗装してくれとか、そういうような要望ばっかり多

くて、私自身、まちづくりに関する町民の方々の意見というのが少ないように感じているん

ですよね。 

  ですから、アンケート調査で本当に匿名で何も名前も書かないので、本当に町民の方々が思

っていることをぜひ書いていただいて、それを取り上げて、できるものは町のほうの施策の

ほうにできるような、そういうようなアンケートをお願いしたいのですが、その件について、

町長、お願いします。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） 長期総合計画の後期基本計画の策定は、31年と32年度と一応考えている

わけでありまして、31年度は前期計画の進捗がどうだったのかという、まずそれの検証と、

それからアンケートというふうに考えています。32年度になっていろいろ策定検討に入って

いきたいというふうに思います。 

  今回、予算審査の中で、ぜひ企画の審査の中で、アンケート等についてこちらからもお話し

申し上げますので、議会の先生方からもいろいろな意見をいただければ、より充実したアン

ケートになるかと思いますので、よろしくご指導のほどお願い申し上げます。 

○議長（阿部幸夫君） 髙橋幸彦議員。 

○12番（髙橋幸彦君） ありがとうございます。ぜひ先ほどの杉原議員さんの総括、最後にもあ

りましたが、やはり執行部を初め、議員も町民もよりよい町になると、するというのが、最

大のそれこそ願いじゃないかなと思っておりますので、ぜひ町長を先頭によくなる、町がよ

くなるようにお願いして、私の総括質疑、終わらせていただきます。ありがとうございまし

た。 

○議長（阿部幸夫君） 髙橋幸彦議員の総括質疑が終わりました。他に質疑ございませんか。 

  ８番今野 章議員。登壇の上質疑願います。 

○８番（今野 章君） ８番今野でございます。よろしくお願いします。杉原議員、髙橋幸彦議

員と、私も一応３番目、磯崎なのです。よろしくお願いをしたいというふうに思いますけれ
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ども、けさ、テレビを見ていたら、東京都の小池知事のニュースがありまして、大変な公約

違反ではないのかと、こんなようなニュースでありました。 

  本町におきましては、櫻井町長から施政方針の中で、一をもってこれを貫くと、こういう所

信が表明をされるということで、本当に真面目に町政に取り組んでいただいているのかなと

いうふうには感じているところでございます。そういう意味で、本当に町民のことを思って、

やはり役場として、町長として頑張っていただきたいなというふうに思っているところでご

ざいます。 

  ことしの予算の一番の私は焦点は、やはり国の消費税増税にかかわって予算が組まれてきて

いるという部分が大きいのかなというふうに思いますので、その消費税について町長として

どういう立場で対応するのかということを１つお伺いをしたいと思っておりました。この問

題につきましては、きのうも関係する条例等々がありまして、消費税増税についてはできれ

ば中止をすべきなんだと、こういうことでお話をさせていただいております。 

  とりわけ、今回８％から10％に消費税が引き上げられるということについては、国会のほう

で毎月勤労統計調査ですか、これがどうも、何ていうんですかね、偽造というんですかね、

そういう統計の内容になっていて、賃金等は実質的には上がってはいないのではないかと、

こういうふうに言われているわけですね。消費税増税をする際には、そうした賃金の上昇な

ども加味して、消費税アップということが言われていたわけですけれども、実際上はそうい

う統計のでたらめさ、それから実質賃金の低下という問題がこの間ずっと続いております。 

  また、年金などもきのうもお話ししましたけれども、いろいろ訪問しておりますと、受給額

が減っているんだよと、やはり減ると大変なんだよねという話を聞かせてもらっていますし、

食料品も値上げをするという、こういう報道になって、実際に食料品も値上がってきている

のではないかなというふうに思います。 

  国のほうは、たしか去年の11月ごろでしたかね、値上げをするのであれば、消費税値上げの

前に早く値上げをしたいところはしたほうがいいんじゃないのみたいな、そんな内容のもの

も出していたりしていますので、傾向としては、消費税の引き上げの10月１日の時点で、値

上げが一緒に行われると、非常に負担感が大きいということで、値上げするものは最初から

もう値上げしておきなさいと、こういうことだったのかなというふうに思っております。 

  いずれ、そういう経済状況の中で、この値上げをするということになりますと、やはり町民

の暮らしというのはどんどんどんどん大変になっていかざるを得ないと、こういうことにな

ると思います。そういう意味で、消費税はやはり値上げをすべきではないと、そういう意味
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で、町長にはぜひ、先ほどの答弁の中でも、既に10月１日値上げは決まったことだと、こう

いうふうにお話はされているわけですけれども、やはりこの町民の暮らしの状況を踏まえて、

消費税増税はやめるべきだと、こういうことをしっかりと町民の暮らしを守るという立場か

らお話をするというのも、町長の立場として私は大事なことではないかなというふうに思い

ますので、まず最初にその辺についての考え方をお聞きをしておきたいと思います。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） 消費税が10月から２％上がって、８％から10％になるんだという話であ

ります。これは一自治体の首長ということじゃなくて、県内の市町村長、またもしくは町村

会、こういった中でもいろいろ首長さんたちが集まって、こういったものについての対応を

どうしたらいいのかということは、これまでお話し合いはしてきております。ただ、考え方

とすれば、２％上がった中で、じゃあ我々に対してどういうふうな還元があるのかというこ

とで、こういったことについても国のほうに対する各市町会の要望にしても、町村会の要望

にしても、これらについては掲げてあるわけでありますけれども、その回答についてはまだ

正式にこれこれですという、詳しい内容はまだ返ってきていないというふうに思っておりま

す。 

  今、国のほうも新年度予算、この間、ばたばた通過したようであります。内容も私、詳しく

まだ見ておりませんけれども、いずれ我々のところにもそういった内容がきちっと入ってく

るようになるかと思います。 

  今、いろいろ幼児教育の無償化とか、それから社会保障等についてと、こういったものに使

うよということは示されておりますけれども、そういった内容をきちっと我々も注視しなが

ら、新年度をやっていきたいというふうに思います。 

  補正の中で、条例の中で、使用料、水道、下水に関しましての話はありましたけれども、そ

れ以外の町としての考え方、町としての使用料等についての考え方も、31年は検討するとい

う中で、実際は国のほうの考えも含めながら、32年度からの範囲になってくるのだろうとい

うふうには思っております。 

○議長（阿部幸夫君） 今野 章議員。 

○８番（今野 章君） なかなか町村会の中身として国のほうにいろいろ要望しているというこ

とで、直接町長として中止を求めるということにはならないということの答弁なのかなとい

うふうに思いました。この話はそのぐらいにしておきたいと思います。 

  もう一つは、今回の消費税が10月１日から増税をされると、こういうことになっているわけ
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です。その中で、その食料品については軽減税率の導入がされるということで、８％に据え

置かれるということになったりしているわけですね。さらには、キャッシュレスの決済を行

えばポイントの還元をしますよというようなこともありますし、あと本町ではどうなのでし

ょうか、まだ予算書をよく見ていないのでわかりませんけれども、プレミアム商品券事業な

どもやってもいいですよというようなこともあります。 

  実際、この我が町の取り組みとして、このキャッシュレス決済などの本当にやられる店がど

の程度あるのかなというようなことが気にかかっているんですね。キャッシュレス、一般の

食料品以外で10％のものを、そのキャッシュレスで決済をすれば５％になるわけですよね。

５％還元ということになるわけですね。ですから、キャッシュレス決済ができないところに

住んでいる我々といいますか、キャッシュカードそのものをあんまり持っていないというの

もあるのですけれども、そういう状態だと、国がやっているそういう施策の恩恵も受けられ

ないと、こういうことになってくるのかなと。 

  それぞれの商店でキャッシュレス決済ができないと、そういうせっかくのその軽減なりなん

なりという恩恵も受けられないということになるかと思うのですが、その辺について、各商

店でのそうした決済に対する、この支援策といいますか、検討などでも考えてはいるとは思

うのですが、松島の町としてどんなふうな形でそれを掌握して支援をするという考えなのか、

その辺についてお聞きをしておきたいと思います。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） 今キャッシュレス等のお話がありましたけれども、この間、２月の末だ

ったですかね、中央商店街、松島海岸通りの商店街ですけれども、そういった人たちとの会

話の中で、やはりこのキャッシュレスのお話もさせていただきました。 

  それで、この前段に、何日か前だったですか、ちょっと、たしか二、三日か四、五日だった

と思いますが、七十七銀行の常務さんが本町に来町されて、オリンピック2020を踏まえての

キャッシュレス化というものについて、いろいろお話し合いというか、我々もご指導願った

わけでありますけれども、外国人がどんどんどんどんふえてきて、お金を持たない世代がど

んどんふえてきていると。だから、外国人だけじゃないのでしょうけれども、日本人の方も

そういうキャッシュレス、お金を持たない世代がふえてきているということであります。 

  それで、商店街のほうにすれば、ある商店については２割ぐらいはもうキャッシュレスでや

っているんだというところもありましたし、小口で物を取り扱っているお土産屋さんについ

ては、なかなか手数料ではペイしないという話でありました。それで、いろいろ使われてい
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るのが何か、私は余り詳しくそのカードの種類まではわかりませんけれども、そのとき出た

のが、ＰａｙＰａｙというカードで、中国圏の方々がよく使われているということでありま

す。 

  けさの新聞を見ると、ソフトバンクと今度それのＰａｙＰａｙが結んで、携帯でもやっちゃ

うという時代になるのだそうでありますから、携帯電話そのものでもキャッシュレス、お金

を支払うような、そういう時代になってくるのだろうというふうには思っております。 

  前、商店街等とお話をしたときに、その換算する５％云々のあれで利益がなくなるというお

話も聞いていたので、その辺についての考え方、それからそういう機械を導入する場合の費

用、こういったものについて、もう少し我々が皆様方と、別に海岸商店街だけじゃなくて、

商工会、利府松島商工会も一緒になってちょっと検討する必要があるのだろうというふうに

思います。今後の検討課題とさせていただきたいというふうには思っております。 

○議長（阿部幸夫君） 今野 章議員。 

○８番（今野 章君） キャッシュレスができるところというふうになると、結構大きいホテル

だとか、物産屋さんでも当然そういうことは観光地のところではなってきているのかなとは

思いますけれども、我々松島町民ですね、普通の町民が生活している場のところではなかな

かそういったものは進んでいないのかなというふうに思います。 

  そうしますと、なかなか買い物をしても恩恵を受けられないと、こういう関係になりますの

で、恩恵が受けられる町外の大きいところに行って、じゃあ買い物しましょうと、こういう

ことになっていくと、ますますこの町の小さな商店街はさびれていかざるを得ないという、

こういう関係になってしまうのではないかということで、非常に心配なわけです。 

  だから、町長ね、消費税、本当にこれでいいのですかと。軽減税率をやりました云々とやっ

ていますよ。国のほうは、年間5.7兆円ですか、その消費税を上げることによって税収を得る

と言っていますけれども、これを、消費税を上げることによって、経済の落ち込みをさせな

いと、そのために６兆円の金を使うと言っているのでしょう。 

  だから、本当にね、何のためにその税率を上げて経済対策６兆円をやるのかと、こういう形

に今なっているわけですね。しかも、これをそのままやったら、今お話ししたように、地方

の小さな商店街はどんどんどんどん、もしかすると消滅していかざるを得ないような状況が

生まれるかもしれない。キャッシュレスが、若い人たちがどんどん今使っているから、確か

に将来はそうなるかもしれないけれども、現時点における、その商店街等々においては、そ

れをやること自体が今は困難でしょう。結局、カード会社にリベートというか、決済料とい
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うか、これを支払うことになるわけですからね。それを回収するのが大変だという関係にな

るわけですし、私としては、そういう意味でも、この消費税の増税というのは大変なものだ

なとは思っております。 

  しかし、やるというのであれば、そこはしっかり行政側として支援をするという体制が必要

だと思うので、どこまで町として今把握しているのかなと思ってお聞きをしているのですが、

これからということなのでしょうか。しっかり10月までその取り組みをやっていただけるの

かどうか、その辺についてお伺いをしたいと思います。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） キャッシュレスについて10月まできちっとやるということは、なかなか

言えないと思います。相手がありますし、また費用がかかることでもありますし、逆に国の

ほうでそれだけ言うのであれば、何らかの補助が出てくるのか、これもちょっとわからない

ところが実はあるわけですね。それで、消費税、国のほうで２％上げるといっても、何に使

うのかというのが、よく我々がまだ見えていない、はっきり言ってこういうことは余り我々

が言えないのだろうけれども、見えないところも正直あります。 

  だから、ただそのカードについては、そういう、何ていうのですか、１つの時代がもう来て

いるのだろうというふうに思うんですね。それで、我々の子供たちに限ってももう、現金を

持たないでカードを使っているのが多いだろうし、例えばコンビニに行ってお金を払う人よ

り逆にカードで決済する人のほうが多くなっているかもしれません。 

  そういったことでいろいろ、この間、冗談話で見ていたらば、おさい銭まで携帯で払ってい

ましたからね。だから、もうそういう時代になってくるのだろうというふうに思うんですね。

だから、そういうのに取り残されないように、我々はきちっと行政として指導等をやってい

きたいと、このように思います。 

○議長（阿部幸夫君） 今野 章議員。 

○８番（今野 章君） 時代がそう進んでいくであろうことは、私もそう思います。ただ、現状、

現時点でそれに対応し切れない多くの人たちがいるし、商店もあるんだと。そこのところを

どうカバーするのかということが大事だと思いますので、ぜひ町としてもそういった商店

等々含めて支援をしていただければと思いますので、その点はお願いをしておきたいという

ふうに思います。 

  それから、２点目なのですが、これも国のほうで安倍総理のお話で申しわけないのですが、

２月10日の自民党大会で安倍首相が、自衛隊の新規隊員募集に都道府県と市町村の６割以上
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が協力を拒否しているという悲しい実態があると、こういうお話をして物議を醸し出してい

るというのがあるわけですが、本町において、この自衛隊との協力関係、情報提供というの

は、どんなふうな形で今行われているのか、どの程度の協力をされているのか、その辺につ

いてお伺いをしておきたいと思います。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） まず、自衛隊の協力関係の前に、先ほど１つ答弁漏れをしていたのは、

プレミアム商品券ですね。このプレミアム商品券については、これまで産業観光課でいろい

ろ担当されたと思いますけれども、今度は福祉に特化した内容になってくるということであ

ります。まだ詳細等、詳しくまだ提示されていませんけれども、そちらのほうということで

ありますので、福祉課のほうで担当して、商工会と手を組んでやるようになるのだろうとい

うふうに思います。そのときはまたご相談申し上げますので、よろしくご指導願います。 

  それから、自衛隊につきましては、自治体がこの協力をする、協力をしないというのは、あ

る報道がそういうふうに記載はしておりますけれども、松島とすれば、ここ何年とスタンス

は変わることなくやっておりまして、松島にも結構、自衛隊のＯＢの方、それから自衛隊に

かかわっている方も結構おられますので、そういった方々とは、別にこれに固着したわけで

なく、普段どおりにおつき合いをさせていただいていると。 

  それで、昨年も、たしか自衛隊の募集については、３名ぐらい松島であったと思いますけれ

ども、家族会、それからそういうＯＢの方々がいろいろは呼びかけて、隊員の確保に努めて

いるのかなというふうに思います。 

  町とすれば、そういう１つの窓口は企画で持っていますので、今持っている内容等について

は、課長から答弁させます。 

○議長（阿部幸夫君） 佐々木企画調整課長。 

○企画調整課長（佐々木敏正君） 町と自衛隊の募集に関するかかわりについてでございます。

先ほど町長のほうからのお話がありました。昨年度、松島町からは３名の入隊者がおります。

今年度、平成30年度につきましても３名おります。これは町のほうで自衛隊のほうから委託

を受けております自衛官募集事務というので、国のほうの施策に協力しております。 

  これは、歳入につきましては、国のほうから補助金もいただいて実施している活動でござい

ます。主な活動は、募集事務の後方事務でございます。 

  最後、ことしの３月の月末には、今回入隊される３名の方の激励会を、こちら３階のほうの

大会議室で町主催としまして激励会を開催し、町長を初め自衛隊の各代表者の方が集まりま
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して、町を挙げて入隊をお祝いするというような催しを行う予定でございます。以上です。 

○議長（阿部幸夫君） 今野 章議員。 

○８番（今野 章君） わかりました。ただ、問題は、これで問題になるのは、その自衛隊の新

規隊員の募集ですよね。ここにかかわって個人情報をどれだけやはり行政が流しているのか

ということが、やはり大きい問題なのだろうというふうに思うわけです。この間、新聞を読

んでいると、いわゆる住基の中から、18歳なら18歳に到達した者全部、そのデジタルデータ

で渡したりしていると、こういう傾向があるわけですね。そうしないと、安倍首相が言う、

協力していない自治体になるというような感じなのかなと思うのですが、その辺のその個人

情報の提供のあり方について、本町ではどのような形になっているのか、その辺について教

えてください。 

○議長（阿部幸夫君） 佐々木企画調整課長。 

○企画調整課長（佐々木敏正君） そちらの個人情報といいますか、その辺につきましては、下

の戸籍のほうで、自衛隊の関係者の方が閲覧をしているというような状況でございます。 

○議長（阿部幸夫君） 今野 章議員。 

○８番（今野 章君） あれですか、要するに、住基カードからペーパーを出したもので閲覧を

していただいているということなのか、その辺、もう少し詳しく教えてください。 

○議長（阿部幸夫君） 太田町民福祉課長。 

○町民福祉課長（太田 雄君） はい、ペーパーでの確認になります。 

○議長（阿部幸夫君） 今野 章議員。 

○８番（今野 章君） わかりました。 

  次ですが、次、災害の関係になるのですが、この間の地震調査委員会ですか、26日、これ、

青森県の東方沖から房総沖の日本海溝沿いの海域で今後30年間にマグニチュード７から８の

大地震が起きる可能性が高いとする予測を公表したと。それによると、これまでほぼ発生確

率ゼロだった宮城県沖での巨大地震の発生確率は、30年以内にマグニチュード7.9クラスが

20％に急上昇したと。マグニチュード７から7.5では90％の確率で起きるのではないかという

ことで、調査委員会の平田委員長は、引き続き防災対策に力を注いでほしいと、こう述べて

いたということであります。 

  本町では現在、地域防災計画の見直しが進んでいるということだとは思いますが、現計画と

新たな計画、今相当練り上がってきているのかなと思うのですが、大きく相違点がどういっ

たところにあるのか、その辺について、そのポイントについてまず教えていただければと思
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います。 

○議長（阿部幸夫君） 今野 章議員に申し上げます。今質問中でございますが、昼食休憩に入

りたいと思います。再開を13時といたします。それで、答弁から求めます。 

     午後０時０１分  休 憩 

                                            

     午後１時００分  再 開 

○議長（阿部幸夫君） 会議を再開します。 

  答弁から願います。熊谷副町長。 

○副町長（熊谷清一君） 午前中にありました防災計画の見直しの主な点はということでありま

す。 

  まず、今回の改正につきましては、松島のこの防災、地域防災計画をつくってから、いろん

な自然災害等々いっぱいあって、いろいろ国・県、さまざまな改正がされて、ガイドライン

も変わってきたということに伴っての今回の改正になります。 

  そうした中で、中身的にはいろいろあるのですけれども、代表的なことをちょっとお話しい

たしますと、まず避難確保の計画とか、避難訓練、この辺が義務化というふうな形になって

まいります。それから、避難勧告等に関するガイドラインが多少、中身がちょっと変わって

きていますので、その辺の見直し。 

  あと、それから原子力災害を想定した場合の避難者の受け入れ、それから想定外の事態への

対応、この辺のところが新たに入ってきている。また、このほかに、ちょっと細かくなるか

もしれませんけれども、ダムとかため池とか、それから高潮とか、あと倒木というのもあり

ます。ちょっと細かくなりますけれどもね。あとは、観光客に対する対応とか、ちょっと今

後になっていくと、そういう対応も今度は取り込んでいかなくちゃいけないという形になっ

ております。以上でございます。 

○議長（阿部幸夫君） 今野 章議員。 

○８番（今野 章君） わかりました。いずれ今年度中に仕上がるということだと思いますので、

松島町の実情に合った計画となるようにご期待を申し上げたいと思います。 

  今お話にありました原子力防災の関係になりますけれども、現在、宮城県議会において、女

川原発の再稼働の是非を問う県民投票条例案が審議をされているということになっておりま

す。女川原発の再稼働に対して、やはり松島町としてどういう視点で考えておられるのか、

その辺についてお聞きをしたいなと思うわけです。 
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  とりわけ、松島町はいわゆる緊急防護措置区域ですか、地域、ＵＰＺにも近接する、そうい

う自治体になっているわけですので、そういうことも踏まえて、さらには毎年多くの観光客

が来町するという観光地でもありますことを踏まえて、この女川原発再稼働に対する町長の

考えをお伺いをしたいということでございます。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） 今、女川原発第２号機の再稼働について、住民の投票条例、これは今知

事が、今県議会開催中でありますけれども、知事のほうから条例として議会のほうに出され

ていると。県議会でいろいろ議論をされて、きょうも多分されているのだろうと。 

  それで、この間、何ていうんですかね、インターネットで一般質問だけは何人か見させてい

ただきましたけれども、とにかく知事の考えとすれば、まず議会がどういうふうに判断をす

るんだという話でやりとりをされているようでありました。 

  我々、県内の首長が一堂に会して、この女川の原発で再稼働がどうなのかという是非の会議

というのは、まだ正直言ってやっていません。ただ、この松島町の首長としてということで

あれば、どう考えるんだということだと思いますけれども、やはりこれも私も、別に私、知

事の答弁をまねるわけじゃないけれども、難しい問題なのだろうなというふうには思ってお

ります。 

  我々町村では女川とが、やはりその立ち位置にあるわけであって、女川の考えがまずどうい

うふうに考えて、議会が考え、また住民の方がどう考えるのかというのが、まず我々の１つ

の目安にもなるのだろうと思うし、それからその30キロ圏内でないから、30キロ圏内だから

ということでなくて、やはりそういったところに、東松島では30キロ圏内ということであり

ますので、我々松島町も一歩間違えれば30キロ圏内に入るのではないかぐらいまでは来てい

ますので、そういう稼働に関しては、町民の皆さんの意見というのを十二分に吸い上げる必

要はあると思いますし、また本議会の松島町の議会のほうの考えも聞いて、やはり判断する

のが筋なのだろうというふうに思います。 

  ただ、個人的に、やはりいろんな観光客とか、そういった方々がいろいろ出入り、多く来る

町でもありますので、そういった面を、少し立ち位置を考えながら、やはり考える必要はあ

るのだろうというふうには思っておりますけれども、イエス・ノーどちらなのですかと言わ

れると、なかなか右・左というふうには今は言えないというふうに思っております。 

○議長（阿部幸夫君） 今野 章議員。 

○８番（今野 章君） わかりました。何ていうんですかね、この原発のいわゆる放射能汚染の
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強度の問題というのは、風向きでも大分違うというのはもう、福島原発の事故でもおわかり

のとおりで、我が町に来ないという保証は１つもないわけですしね。一旦事故が起きればで

すね。ただ、東北電力さんそのものは、自然災害、あるいは津波災害から原発がしっかり守

られるような事業もしていますよと、こういうことも言っていらっしゃいますからね。いろ

いろ多くの町民の皆さんの判断がどうなるのかということについてはまだまだわからない面

もありますけれども、わかっていることは、一旦事故が起きればなかなかそのもともと住ん

でいた地に帰ることは難しくなっていくということだけはわかっているわけで、そういう意

味で言えば、やはり原発によるこの発電といいますか、エネルギーを得るということから、

やはり自然エネルギーなりなんなりに転換していくという、そういう方向が大事なのではな

いかなと。 

  本町においても、幡谷に今度メガソーラーということで、ソーラー発電が建設をされる予定

ではありますけれども、そういった自然のエネルギー、あるいは再生エネルギーといいます

か、こういうものを使ってエネルギーを確保していくという方向なども大事なのではないか

なと思うのですが、本町においては、財政力の問題もあって、そういったところまでなかな

か行けないという面もあるのかもしれませんけれども、そういう自然エネルギー、あるいは

再生エネルギーの確保策ということについて、本町としてもしあれば、今後の方向性として

あれば、お聞かせをいただきたいと思います。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） まず、本町が言う前に、国のエネルギー政策がしっかりしていないので、

それでいろいろこの原発問題はどうなんだという議論から始まってくるのだろうというふう

に思います。本町に関しまして言えば、あす、どんぐり発電所、これ、どんぐり発電所とい

うのは、向こうの方々がつけた名称でありますけれども、そのどんぐり発電所なるものがあ

した見ていただくということでありますけれども、50メガソーラー、１万5,000戸分ぐらいで

すかね、それぐらいの発電能力があるということでありますから、有事の際には、そういっ

たものも利用できるのではないかということでは考えております。 

  それから、今もう一つは、根廻地区にも、そこまでは大きくありませんけれども、そういう

メガソーラーができるということでありますので、あとなかなか規制、町でできない中で、

農業の圃場の耕作放棄地にそういうものを、売電をするソーラーが出てきているということ

もありますけれども、ただ、そういった小さいものについては、なかなか私らも整理がつか

ないところもありますが、大きなものについては、町としてきちっと捉えて、そういったも
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のについての有事の際の活用というものは、設置者と今後、きちっと話し合いをしながらや

っていきたいと、このように思っています。 

○議長（阿部幸夫君） 今野 章議員。 

○８番（今野 章君） なかなかソーラーの発電ですと、いろいろまた、熱が逆に生まれて大変

なんだというところもあるというような話も聞いたりもするのですが、ソーラーだけでなし

に、さまざまなやはり自然エネルギーの活用の仕方、あるいは再生エネルギーの活用の仕方

というのがあるのだろうなというふうに思っております。ぜひ町としても、そういうエネル

ギーのこの何ていうんですかね、利用の仕方というものについて、今後研究もしていただき

たいなというふうに思っております。 

  次、災害の関係でもう一つあるのは、今回国会をやって、先ほど２次補正の予算が通過した

というようなお話ありました。この２次補正の予算の中で、防災・減災国土強靭化のための

３カ年緊急対策というのがとられるということになっているわけでありますが、この中では、

例えば土砂災害の危険区域であるとか、急傾斜対策であるとか、そういったものに対する、

この手当もできる内容になっているのではないかというふうに思うのですが、本町において

も非常に土砂災害の危険区域が多い町村ということの１つでありますし、それに伴って急傾

斜地も多いと、こういうことになっております。 

  とりわけ今気にかかっているのは、45号線の歩道との関係で、愛宕の山の急傾斜地、何とか

ならないのかなということも思うわけでありますけれども、こういった国の施策を使って、

町内における土砂災害、あるいは急傾斜地対策というものを進めていく必要性があるのでは

ないかと、こんなふうに思うのでありますが、新年度予算でそういった方向性はどのように

なっているのか、お伺いをしたいということであります。 

○議長（阿部幸夫君） 熊谷副町長。 

○副町長（熊谷清一君） 新年度予算にその辺のところの反映ということでありますけれども、

予算的にはちょっと反映、まだその辺は国の動向を見なくちゃいけないところもありまして、

その辺は反映はしていない。ただ、先ほどありました地域防災計画、見直しの中にはそのガ

イドラインの見方とか変わってきています。今回はそういうこともちょっと見直しが出てき

ていますので、そういうところ、水防法とか、土砂災害法とか、そういうのも随分変わって

きていますので、そういう取り組みはしていきたいというふうに考えております。 

○議長（阿部幸夫君） 今野 章議員。 

○８番（今野 章君） 新年度予算にないということでありまして、ただ、国のほうは18年度の



４２ 

 

２次補正、この間の補正ですね、でこういう予算もつけているということですので、できれ

ば６月の補正なりなんなりで、これは財源の問題も当然ありますけれども、ぜひそういった

国の予算措置も活用して、町内におけるその対策を急いでいくということも求められている

のではないかと思いますので、ぜひ早期な補正が組めるかどうかを含めて、検討もしていた

だきたいと思うのですが、いかがでしょうか。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） 今議員から出ました愛宕橋の国道45号線の傾斜地等は、管理する管轄が

国道なのでありますけれども、そういった、あそこの場合は歩道の拡幅という１つ、そうい

う目的もありますので、そういったところについては、担当と国のほうの国道河川事務所と

よく議論をして、お話を聞きながら、注視していきたいと思います。それ以外にも、県道・

国道に関して、まずはどこがそういうところがあるのかどうかの確認と、それから町道での

確認と、まずそういった場所の確認をしながら、再度いろいろ検討していきたいと、このよ

うに思います。 

○議長（阿部幸夫君） 今野 章議員。 

○８番（今野 章君） 非常に台風なども強烈な台風、集中豪雨ということで、土砂災害を含め

て、急傾斜地の危険性というのは高まってきているのかなというふうに思いますので、こう

いった国の予算措置を活用して、ぜひ早期の手当をしていただくように求めておきたいと思

います。 

  それから、施政方針８ページで、「心も体もすこやかに笑顔あふれるまちづくり」というこ

とで、福祉施策がずっと取り上げられております。とりわけ新たにこのがん患者の医療用ウ

イッグの購入助成であるとか、あるいは私も一般質問等などで行っておりました在宅介護者

に対する紙おむつの助成、あるいは寝たきり高齢者へのタクシー医療助成と、こういったも

のが予算措置をされているというふうになって、前進はしたのだろうなと、こんなふうには

思っているところであります。 

  ただ、紙おむつにしても、まだ近隣市町と肩を並べるところに行っていないのかなと、もう

少しかなと、こういう思いでも見ているということであります。さらには介護タクシー、こ

れも利用料一部措置していただくという内容だとは思いますが、これもまだまだかなと。先

日あるところでお話をしていましたら、同じ月に２回も夜間にその介護タクシーを使って塩

竈の病院まで行ったと。そうしたら１回往復で３万円かかったと。月２回で６万円もかかっ

てしまったと。年金暮らしでこれを負担するのは大変なんですよと。そういうお話も伺いま
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した。非常にそういう点では、その介護タクシーの利用助成、あるいは一般質問でも申した

かと思うのですが、ある程度安い、有償でも構わないのですが、できれば無料が一番いいわ

けですが、その移送サービス、これをやるようなことを社会福祉協議会などと一緒にこの協

議をしていただいて、進めていただけたらよかったのかなとは思います。 

  ただ、これをやるとなると、地域公共交通会議の関係も多分出てくるのだろうと思うので、

難しい面はあるとは思うのですが、高齢化率75歳以上20％というようなお話も出ておりまし

たけれども、そういうことを踏まえますと、こういった施策が今後さらに充実が求められて

くるのではないかと思いますが、不十分だなという思いでも、進んだという思いと同時に、

まだまだだなという思いもするのですが、この点について、町長の所見をお伺いをしておき

たいというようには思います。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） 松島町は高齢化率が高い町でありますけれども、その中で元気な方々は

確かに多いと思っています。私も敬老祝い金等で回ってみますと、一緒に行った方と、本当

にこの人88かと思うぐらい元気な方もいらっしゃいます。かと思えば、一方ではやはり病院

通いをしている人もいるということでありますけれども、できるだけことしは、新年度は、

どこまで深いんだと言われると大変困りますけれども、間口は広げたという気持ちではあり

ます。その間口を広げたことによっての今後の対応というのが出てくるのだろうというふう

に思います。これは紙おむつにしても社協と一緒にということで、社協の会長のほうにお願

いをして進めることにしておりますけれども、そういったものについてもいろいろ意見を聞

きながら、まずはできるものから少しずつでもとにかく間口を広げていっていきたいなとい

うふうに思っております。 

  当然、今さほどそういう、回っていてそういう感じ、私は受け取れませんけれども、４月か

らは回ると、米寿で回ると、町長さん、こうこうなったんだねというのは当然言われると思

いますので、そういったときにきちっと答えられるようにしながら、こういった高齢者等で

の福祉策も充実していきたいと、このように思いますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（阿部幸夫君） 今野 章議員。 

○８番（今野 章君） わかりました。 

  次なのですが、先ほどから定住のお話も出ておりました。いろいろお聞かせをいただいて、

起業支援も含めていろいろと頑張っている面もあるんだなというふうに思いました。それで、

今度国のほうのその新しい予算が決まれば、新しいものができるのだろうなと思うのですが、
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その中で、国のほうでこの地方の人口減少対策ということで、19年度から地域おこし協力隊

のこの制度の拡充、あるいは移住者への拡充をするというのが、内容としてあるようなんで

すね。例えば起業・就業支援で地方に行く方ですね。東京23区に住んでいる人が、東京23区

に住んでいる人、あるいはそこに通勤している人が、例えば松島のようなところに行って起

業したいとか移住したいとかという場合に支援金を出しますよという制度が、今度新たにで

きるということのようなんですね。それぞれ起業で300万円、移住で100万円ぐらいの支援を

さらに出すというような制度になっているようなので、その辺の活用方向なども、この予算

の中で考えて見ておられるのかどうか、その辺はどうなのでしょうか。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） まず、地域づくり協力隊、これは再三、議員さんのほうで一般質問され

て、ここ２年ぐらいいるわけでありますけれども、今町としてどうしたらいいんだというこ

とを、これはまず初めに企画でいろいろ検討するわけですけれども、企画からは提言書とい

うことでいろいろ出されております。それで、地域づくり協力隊、こういったものをつくっ

て、こういう制度を使いながら、まちおこしを少し考えてみたらいいのではないかと。 

  そのまちおこしの中にも、１次産業に特化するもの、それからちょっと見てびっくりしたの

は婚活に特化するものとか、さまざまな面があるんだそうでありますけれども、そういった

内容について地域づくり協力隊の制度を使って、１人400万円、２分の１補助ということであ

りますけれども、そういったものを活用しながらのまちづくりをということであります。も

し詳細等であれば、企画の課長から答弁させます。 

○議長（阿部幸夫君） 佐々木企画調整課長。 

○企画調整課長（佐々木敏正君） 地域おこし協力隊につきましては、国のほうで新しい施策と

いうことで、昨年度後半からいろいろ宮城県を通じて紹介が来てございます。議員のおっし

ゃられるとおり、東京23区の中にお住まいの方、もしくは23区へ勤務されている方が地方へ

移住される場合、この方に対しまして地方創生ということで100万円の補助が交付されるとい

うところでございます。そのうち国庫補助としては75万円、地元自治体の負担分としては25

万円ということで、今年度は移住・定住の予算の枠組みの中で、一般財源の枠組みがありま

すので、そちらのほうを充てていこうかというところで、一応予算化のほうには見込んでお

ります。以上です。 

○議長（阿部幸夫君） 今野 章議員。 

○８番（今野 章君） 地域おこし協力隊もいろいろ検討していきたいと、こういう答弁で、今
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お話しした新施策の中で国のほうは、この地域おこし協力隊のいわゆる準備段階のやつね、

この制度も何かつくりますよと、言ってみれば、何ていうんだろう、見習いじゃなくて何て

いったっけな、何だっけ、お試しだね、お試し協力隊ですね、こういうのも始めるというこ

となので、ぜひそういう、やはり国のほうがせっかくそういう導入部分での新しい施策もつ

くっているわけなので、ぜひ活用して、やはり松島町の人口増加、あるいは産業の活性化と

いうものにつなげていただけたらいいのかなと思ってお聞きをしました。そういうことで考

えていきたいということですので、よろしくお願いをしたいと思います。 

  それから、保育所の関係は先ほどからいろいろ質問がありました。私はあと若干だけお聞き

しますけれども、今年度の保育所の入所希望の状況というのはどうなっているのかなという

ことなのです。今の時点であんまり正確でなくていいのですが、大体定数に対してどれぐら

いになっているのか、待機児童が発生しているのか、していないのか、その辺についてお伺

いをしたいなというふうに思ったわけです。それから、保育士の確保の関係ですね。この点

についてお知らせいただければと思います。 

○議長（阿部幸夫君） 太田町民福祉課長。 

○町民福祉課長（太田 雄君） お答えいたします。 

  入所希望あったことについてなのですけれども、208名でございまして、それから待機のほ

うが10名、４月当初から出る予定になっております。待機については、未満児、やはり未満

児中心に待機のほうが出るところでございます。 

  また、保育士の件なのですけれども、まずそれに児童数に見合った人数ということで、予算

上は、正職員のほうが20、それから臨職のほうで25、あと派遣、業務委託しますので、それ

が５名ということで、31年度は運営していきたいと考えております。以上です。 

○議長（阿部幸夫君） 今野 章議員。 

○８番（今野 章君） それで、10月から保育料、幼稚園の授業料等が無償化になっていくとい

う国の施策になっているわけなので、こういうことが相当広がっているのだとは思うのです

が、実際にそうなっていく中で、入所希望がやはりふえていくのだろうなというふうに思う

のです。 

  そうすると、その待機児童、今の時点でもう既に10人ぐらいいますよと。10月に向けてさら

にふえていきますよという、こういう格好も予想をされるわけで、これは町としてはそうい

う保育にかける子供が出れば、本来であれば手当をしなくちゃいけないというのが町の仕事

なわけなので、とにかく入れることはできませんよということで頑張ってしまうのか、何ら
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かの手当を考えるのか、その辺はどうなのでしょう。10月以降のそういう、その増加が見込

まれるものに対する対応というものについてどう考えるのかということも考えておかなくて

はいけないのではないかと思いますので、その辺についてお願いをしたいと思います。 

○議長（阿部幸夫君） 太田町民福祉課長。 

○町民福祉課長（太田 雄君） お答えいたします。 

  この幼児教育の無償化、10月以降の無償化もさることながら、それはもう以前からやはり待

機というのが始まっている状況でございまして、未満児が最近多くなってきたということも

あります。確かに保育士不足というのもありますが、現施設でそういった未満児の子供さん

たちを受け入れ、面積的に受け入れが困難という事情も実のところはございますので、先ほ

ど来話が出ております認定こども園に向けて進んでいかなければいけないと、そういう理由

でいかなければならないと考えております。以上でございます。 

○議長（阿部幸夫君） 今野 章議員。 

○８番（今野 章君） これから入所希望がされても、なかなか対応するのは難しいと、そうい

う答えになるんだなというふうに思うわけですね。そういうことでいいんですよね。 

○議長（阿部幸夫君） 太田町民福祉課長。 

○町民福祉課長（太田 雄君） 保育士確保ができれば、入所児童を入れることも可能です。た

だ、再三お話し申し上げますが、やはり施設のその面積的な問題もございますので、入れた

い、入所させてやりたいのはやまやまなのですけれども、例えば一度入所された方について、

お父さん、保護者の方の転出とかによって、待機していた児童を入所させるとか、そういう

ような形で対応していくというような形でございます。 

○議長（阿部幸夫君） 今野 章議員。 

○８番（今野 章君） まあ、いいでしょう。次に行きます。 

  それで、さっき髙橋議員もちょっと質問していた、栄養管理と調理業務の一体化をするとい

うお話がありました。これは外部に給食を発注するということではなくて、保育所の、高城

保育所ですかね、高城保育所なりなんなりのところで調理をしてもらうということなのか、

その辺ちょっと明確じゃなかったので、もう少し詳しく、指定管理じゃなくて、あくまでも

業務委託なのか、その辺ちょっと教えてください。 

○議長（阿部幸夫君） 太田町民福祉課長。 

○町民福祉課長（太田 雄君） 業務委託でございまして、松島保育所、磯崎保育所、高城保育

所で調理をしてもらうというような形でございます。 
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○議長（阿部幸夫君） 今野 章議員。 

○８番（今野 章君） わかりました。そうすると、どこかの企業さんに一括して業務委託をし

て、それぞれの保育所で調理をしていただくと、こういう認識でよろしいんですね。はい、

わかりました。 

  次に行きますけれども、次、障害者福祉なのですが、障害者福祉では、相談支援機能の充実

を図るということでなっております。相談をできる場所をきちんとさせる、充実させるとい

うのは、非常に大事なことだというふうに思うわけでありますが、もう一つ大切なことは、

やはり障害者の雇用の問題、やはりこれをどう進めるのかということも大事だと思います。

特に就労の機会がつくれるのかどうかということ、あるいはその働いた分の報酬といいます

か、賃金ですかね、こういうものがどの程度に維持されるのか、現状なかなか労賃も低くて

というお話もあるのですけれども、そういう対策も含めて講じられていかないと、障害者の

実際のこの生活というのは厳しいものなのではないかなというような気がするのですが、そ

の辺についてどう考えているのかということと、昨年９月の決算でも、本町での障害者雇用

の問題が出て、やはり法律にのっとった形で雇用ができるようにすべきではないかといった

ような、たしか議会としての意見も上げてあったかなと思いますので、その辺についての現

状についてもお聞きをしておきたいというふうに思います。 

○議長（阿部幸夫君） 太田町民福祉課長。 

○町民福祉課長（太田 雄君） 就労支援については、就労支援事業とか、Ａ型、Ｂ型とかとい

うのがあるのですけれども、やはりなかなか一般の就労につながっていかないというのが現

実的なところでございます。やはり就労事業のほうをやって、役場のほうを通してやると、

事業所のほうでやるとして、それを一般就労につなげるということで、これもまた一般社会

というか、各その事業所なりのお考えというか、もあると思います。その辺の啓蒙もやって

いかなきゃ、やる必要があるのだろうなと考えております。 

  なお、その労賃云々については、分科会のほうで詳しく説明させていただきます。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） 障害者の雇用ということでありますけれども、実際町内でも松の実さん

とか、それから磯崎のほうでもマリソルじゃないな、あそこ、Ｆ・Ｆか、の中でいろいろや

っていると思うんですね。そういったところで、やはりよく言われるのは、松の実の場合は

ある程度のものを生産しながら売っておりますけれども、それ以外のところについては、

我々が働く何か仕事がないだろうかということも言われております。ですから、その今いる
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方々が働く場所を何か提供してほしいということは言われておりますので、今後担当といろ

いろ検討して、やろうかなとは思っているのです。 

  それで、どういったことができるんだと聞いたら、いや、もう草刈り機械を持って実はやれ

るぐらいまでなっているんだという話も聞いていますので、ただ、そこにだけ全部それをや

るということ、シルバーの兼ね合いもありますけれども、そういったものをいろいろ考えな

がら、ちょっとやっていきたいなというふうには思っております。（「役場の雇用」の声あ

り） 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） 町のほうに関しましても、雇用の主体ということでありますけれども、

これは試験・面接等がありますので、それに合致していけば、ちゃんと入れていきたいと、

このように思っております。別に停滞しているわけじゃなくて、前向きに考えていると。 

○議長（阿部幸夫君） 今野 章議員。 

○８番（今野 章君） 障害者は、それぞれ皆いろんな特質というか、特性というか、持ってい

ると思いますので、やはり働き方がいろいろあるんだと思うんですよね。障害者ごとにね。

だから、そこの障害者一人一人の持っている特性や何かというものをしっかり見ながら、ど

ういった仕事が合うのかというようなことも考えていくことが必要なのかななんていうふう

には思いますけれども、今の法律の中でやると、なかなかそういうのができないというのも

あるのでしょうかね。ぜひこの問題も、障害者が安心して生活できるような状態に持ってい

くために、国のほうもいろいろ考えてはいるのでしょうけれども、まだまだかなという思い

がしますので、町としての支援の強化もお願いをしておきたいというふうに思います。 

  それから、次ですけれども、次はちょっと私わからなかったのですが、議会だよりをちょっ

と読み返しておりましたら、去年の予算の総括で赤間幸夫議員の答弁に、学区割のことにつ

いて答弁されておりまして、平成30年度中にそういったものについての検討も進めていきた

いというようなお話が、回答がされておりました。ちょっと私、その辺に詳しくわからない

ので、その学区割の話というのが30年度にどんなふうに検討されて、今後どういうふうに進

んでいくのかということについてお聞きをしておきたいと思います。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） 学区割については、私のほうから教育委員会、教育長のほうに申し上げ

て、学区割についても再度考えてくれないだろうかと。全てをやるわけじゃないのだろうけ

れども、ちょっと見直しをしてほしいと。というのは、ある家庭から、米寿等でお祝いに行



４９ 

 

ったときに、何でここの子供たちはいつまでも二小に行っていなくちゃならないのだろうか

ということで、旧四小学区の家庭からそういうお話もあったこともありますし、いろんなお

話を聞いています。 

  そうすると、３つの学校のバランスを考えたときに、三小、四小についてはいろいろな経緯

があって、地震等もあって、ああいう形で統合されたわけでありますけれども、その以前に

また戻る考えもやはり必要なのだろうというふうに思っているんですね。 

  それで、子供たちは大体４キロ以内が学校に通う場合はそのぐらいだろうというのがありま

すけれども、幾ら交通車両、町のバス、学童バスを使ったにしても、１時間ぐらいかかって

来るようでは、やはりなかなかトイレ等の心配もあるだろうし、いろいろ親御さんも大変だ

ろうというふうに思うのです。 

  そういうときに、町でいろいろばしっと、きちっと決めるわけじゃないのだけれども、この

地域の方々はもしよろしければこちらの学区へ行ったらどうだろうかということで、そうい

ったことも踏まえて検討してくれないかということを教育長にお願いしていましたので、あ

とは教育長から答弁させます。 

○議長（阿部幸夫君） 内海教育長。 

○教育長（内海俊行君） 今、町長からお話があったように、これは宿題として私に与えられて、

学区の見直しとか、進めているところでございます。学区といっても、保護者の理解なくし

て急にやるわけにはいきませんので、ただ、こちらとしてもいろんな案を、いろんな形を想

定しながら進めていかなければ、いろんなニーズに、ニーズというか、地域の方々の意見に

対して対応し切れない、これはどうするんだといったときお答えできないということになり

ますので、そこら辺は十分に段階を踏みながらやってきたつもりでございます。 

  まだまだこれから検討する余地はあるのですが、具体にいいますと、総合教育会議の中で、

小中一貫教育について意見を話し合いました。もっと言うと、保・幼・小・中、保育所から

どうなのだろうという話もさせていただきました。ことしについては、その総合教育会議の

中でも学区の話ということで、さらに焦点を絞ってお話しさせていただきました。 

  今、町長が二小の話を言いましたが、一小、二小、五小と、ある程度適正規模があると思い

ます。その中でも五小は、ただいま79名でございます。それが６年後には66名になっていき

ます。そういうことを考えると、いずれちょっと危ない数字になっていくのではないかなと

いうことで、学区の見直しも１つの方法ではないかということで検討しました。 

  それから、まだまだ、まだまだ検討する余地があるのですけれども、小規模特認校制度とい
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うようなのを活用して、五小の学区を外すと。ですから、どこの子供たちでも五小に行くこ

とは可能だと。ただし、魅力ある学校経営、教育活動がなければ、学区を外してもそういう

ところに行くということはあり得ないんじゃないかと。だから、その議論ももうちょっとし

なきゃならない。 

  それから、一小、二小、五小、特区というのがあります。特別な文科省からの許可を得て、

普通の決められたカリキュラムじゃなくて、英語を少し多目にしましょうとか、理科を多目

に勉強しましょうと。サイエンス、イングリッシュの特化した学校というのもおもしろい。

それだったら結構保護者もいらっしゃると。 

  だけれども、それはこちらの戦略であって、本当に地域の人が望むのかというような議論も

ないがしろにできませんので、そういうのをやはり時間、時間というか、そんなに多くは時

間はないのですけれども、保育所の認定こども園化等へ向けて、一緒に考えていかなきゃな

らないのだろうなということで、今のところはそういうところまででございます。以上です。 

○議長（阿部幸夫君） 今野 章議員。 

○８番（今野 章君） わかりました。今教育委員会、あるいは総合会議ですか、こういったと

ころで議論をしていただいていると、こういうふうなことだと思います。ある程度内容が固

まりましたら、私たちのほうにもぜひお教え願えればというふうに思っております。よろし

くお願いをしたいと思います。 

  あとは、今質問、大体１時間過ぎたかなと思いますので、最後にちょっと水道事業の関係で

すね。今一生懸命浄化センターをつくっているわけなのですが、その浄化センターの浄化方

法というのもいろいろあるのかなと。多分今までと同じ構造で浄化する方法になるのだろう

とは思っているのですが、私気になったのは、そのマイクロプラスチックですね。これの除

去という問題は必要ないのだろうかというようなことを思っているわけなのです。 

  たしか去年のいつだったか忘れましたけれども、国土交通省のほうで全国の河川を調査した

ら、何カ所か、20カ所ぐらいだったか、60カ所ぐらいあって20カ所だったかな、ちょっと忘

れましたけれども、河川からマイクロプラスチックがやはり検出をされているというような

こともありました。今、スターバックスですかね、などでもプラスチックのストローをやめ

て紙のストローにしましょうとかということで、そのプラスチックの利用というものをでき

るだけしないようにしようと。今回、初日のだったかな、弁当を食べたら割り箸がホタテの

割り箸に変わっていてびっくりしたとか、そういう状況が今生まれつつあるのですが、その

河川のやはり汚染というのも進んでいるのかなというような気がするんですよ。 
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  そういう意味で、それに対応する浄化施設というようなものも必要なのではないかなという

ふうに思ったものですから、その水道の今つくっている浄水場の処理というものの中におい

て、そういったものの処理も含めて可能にできるような処理方法も必要なのかなというよう

な気がしたものですから、今からそういった見直しが可能かどうかということもあるかと思

うんですが、そういった考え方も必要なのではないかということで、その辺についての考え

方があれば教えていただきたいということであります。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） 正直言って、今頭の中、ちょっと考えておりませんので、水道事業所の

所長のほうから答弁させます。 

○議長（阿部幸夫君） 岩渕水道事業所長。 

○水道事業所長（岩渕茂樹君） 今、水道事業所のほうで、我々のほうでは上水のほうと下水と

いう部分をやっております。まず、上水の部分からお話ししますと、まず上水を新しくつく

る施設については、急速ろ過という方法になります。こちらにつきましては、じゃあごみの

大きさはどのくらいまでとれるのかというと、細かくなってしまいますと、４ミクロンから

５ミクロンまでとることが可能と。スクリプトという病原体があったのですが、それを除去

するために、要するにそれだけの能力が必要だということでございますので、今のマイクロ

プラスチックというのが、大体30とか100とかというオーダーという形でございますので、浄

水場という考え方でいけば、それは除去できるというような形になります。 

  ただ、先ほど言いましたが、下水道のほうですけれども、オキシデーションディッチによっ

てやっております。こちらについてはろ過という考え方は確かにございませんので、全てを

除去するというのは不可能です。確かにパックとかに入れましてある程度凝集させるとか、

ごみを除去するとか、そういったものは当然やってはおりますが、そのかなり小さいところ

までできるかというと、今のところはできていないというような状況でございます。以上で

ございます。 

○議長（阿部幸夫君） 今野 章議員。 

○８番（今野 章君） わかりました。少なくとも上水については除去できると、こういうこと

だということで、安心をいたしました。いずれ地球環境がやはりきちんとしたものでなけれ

ばならないと。最近なおさらですね、この冬を通してみても、非常に暖冬の傾向が強くて、

やはりこの地球の環境はどうなっているのだろうかと、こういう思いがしてならないわけで

すね。 
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  ですから、本当にこの地球の温暖化というものをどうするのかということも含めて、さまざ

まな施策が展開をされるということも、私は大事なことだというふうに思っております。き

ょうはＣＯ２の話はしませんでしたけれども、やはりＣＯ２の除去という問題も含めて、非常

に大事なことだと。わずかに0.5度上がっただけで地球環境が一変してしまうという状況に今

近づいているわけですから、そういった問題も含めて、地球的な規模で町政も運営していた

だくようにお願いをして、総括質疑を終わりにしたいというふうに思います。終わります。 

○議長（阿部幸夫君） 今野 章議員の総括質疑が終わりました。他に質疑ございませんか。 

  11番菅野良雄議員。 

○11番（菅野良雄君） 11番菅野でございます。平成最後の総括質問ということになるのだと思

いますけれども、参加させていただきます。 

  私は、浅学非才ということで、何でも知りたい、何でも聞きたいという性格の人間でありま

すので、できるだけ簡潔にわかりやすく質問したいと思います。ただ、のめり込むと、一般

質問の提出にあるものまで触れるかもしれませんけれども、そういうときにはお許しをいた

だいて進めてまいりたいと思います。 

  まず、初めに伺いますけれども、櫻井町長にとって行政運営するに当たって、一番重要視し

ているのは何なのかということをお聞かせください。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） 町の職員も含めて、対外的な方も含めて、人の関係かと思います。 

○議長（阿部幸夫君） 菅野良雄議員。 

○11番（菅野良雄君） それも大事なものだと思いますが、私は、やはり最も重要視すべきは、

財政構造の安定性だと思っております。そこで、あなたの町の財政状況を知るという研修会

が、地方議員の研究会の主催で１月下旬に東京で開催されましたので、参加して受講してま

いりました。その研修を生かせるかどうかはわかりませんけれども、財政状況について質問

させていただきます。 

  平成27年度から30年度までの施政方針を読み返してみました。毎年度、財政状況が厳しいと

うたっております。31年度においても、依然として厳しい財政状況にあると示されておりま

す。確かに地方公共団体における財政構造の弾力性を見る上で、最も有効だと言われており

ます経常収支比率を本町の決算で見ますと、平成25年度において85.6％だったものが平成27

年度には89.8％、平成28年度には92.2％、平成29年度には95.5％と、年々上昇しております。 

  町村にあって75％を超えると、弾力性の構造を失いつつあると言われておりますけれども、



５３ 

 

29年度の財政構造の弾力性はもうとうに失っているのではないかと見られます。そうなりま

すと、投資的経費に向ける財源がなくなると、ほんのわずかであるというような状況になっ

ております。 

  ご存じのとおり、経常収支比率は、容易に縮減できない人件費、扶助費、公債費など経常的

経費に、町税や地方交付税、地方譲与税などを中心とした経常的一般財源収入がどの程度充

当されているかということを測定する指標でありますね。例えが正しいかどうかわかりませ

んけれども、家庭に例えますと、エンゲル係数というのがあるのですが、給料に対して、そ

の食費や光熱費、そしてローン返済など、この必要な経費が多くなると、洋服やマイカーと

か、テレビとか、そういう何ていうんですかね、欲しいものが手に入らなくなると。貯金も

できなくなるというような状況になるのと同じようなものだと私は思っております。 

  95.5％ということは、ラスパイレスという、町のほうで発表しますけれども、職員のお給料

が大体550万円ぐらいだったと思いますけれども、平均的にですよ、例えば500万円の年収に

例えた場合、必要経費が477万5,000円になっちゃいます。町の財政状況にすれば、道路とか、

それから橋の公共施設の建設や、その大規模な修理などが、社会的資本整備に回す金がなく

なるというような状況になるのではないかと。その金額がたった22万5,000円になるよという

ことだと思っておりますが、実態はね、計算するときの税収が75％という基準でありますか

ら、実態はもう少し上がるのだと思いますけれども、大変厳しい状況には変わりはないとい

うことだと思います。 

  この指数を下げるには、さっきも髙橋議員がおっしゃっておりますけれども、経常的一般財

源が変わらなければ、分子である歳出を減らすと。そうでなければ、分母である経常的一般

財源をふやすという方法しかないのであります。そうしなければ、新たな投資的経費に回す

金がなくなるということになりますので、財政の弾力性はその前年度同様か、またもっと悪

くなるということになってしまうのではないかと思っております。 

  決算状況を次年度に生かすということが重要ですよと言われておりますので、そういうこと

からすれば、過年度の経常収支比率の経緯を見た場合、誰もこのままでいいと思わないと思

います。 

  町長は、財政構造の弾力性をどう捉えて、当初予算を編成するように指示したのか、伺うと

ころであります。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） 今の町の経営収支比率についてどうなのかということであります。菅野
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議員さんには監査委員としてずっと見ていただいたということもありますので、町の内容等

は篤とわかっておられるのではないかなというふうには思いますけれども、この収支比率、

県平均が92.7、松島は95.5ということでありました。私とすれば、大変高い数字だというふ

うには捉えておりまして、一般財源、平成30年、31年度は3,500万円ぐらいふえていると。そ

して、また経常経費は平成30年度より31年度のほうが7,800万円ぐらい増になっている。そう

いった中で予算を組んでいるということであります。 

  それで、この歳出をやはりどういうふうにしたらいいのかということで、再三再四、11月ご

ろから実は担当と何回もヒアリングをしながら話をしてきているわけでありますけれども、

まずはきちっとしたまず職員の定員管理をきちんとやらなくちゃだめだろうと。それから、

公債費の抑制もきちっとやらなくちゃだめだろうと。それから、膨れ上がってきている施設

維持管理の執行段階での節約、そういったものをきちんとやっていただくと。それから、施

設での本当の統廃合が必要でないのかということについて、やはり注視しながらやっていか

なくちゃならない。そういった中で、いろいろ予算を組んできたというのが現状であります。 

○議長（阿部幸夫君） 菅野良雄議員。 

○11番（菅野良雄君） 厳しい中で、町長として財政担当を含めて、いろんな面で切り詰めるよ

うにというようなことを指示したということだと思っております。高齢化に伴います、その

扶助費の増額とか、それから新年度において松島海岸の駅整備事業の補助費とか、新たな維

持管理費の増というもの、それから子育て支援と、いろいろ経常経費がかさんでいることは

理解できますが、施政方針では、厳しい財政状況にあるので、次の世代に負担を先送りしな

いためにも、事業の選択と集中を図りながら、町民が安心して暮らせる町の実現に向けて全

力を尽くすと示しております。 

  この事業の選択と集中というのは、よくこのごろ使われるような言葉でありまして、本当に

必要な施策や事業を明確にして、経費と職員を集中的に配分・配置する財政改革をしたのか

どうかが重要だと言われております。今後ますますふえていく財政需要に対応するため、財

政運営の安定は欠かせないところでございます。多分、今は概算要求のときにシーリングを

設けて、限度を決めてやっているのかなと思いますけれども、その経常収支比率を下げるた

めの選択と集中をどのように進めたのかということをお伺いいたします。 

○議長（阿部幸夫君） 熊谷副町長。 

○副町長（熊谷清一君） これは全体的な予算をちょっと見ていただきますと、今ちょっとお話

ししたのですけれども、どのように詰めたかということ、これは施政方針の中で、まず課内
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であったり、担当者であったり、その前に庁議とかとやるわけですけれども、その中で、さ

っき維持管理、何が一番お金がかかっているかというと人件費、人件費は人が変わらない、

数が変わらなくても、単価が上がると上がります。簡単に言うとですね。それもあります。 

  維持管理費は、これは全体的に建物も古くなってくる。また、新しくなってどんどんできて

くるということで、管理費はふえていく。ですから、施設がふえていくので、この施設の見

直し、統廃合等々を含めて、やはり考えなくてはいかない。それで、この予算を組むときに、

この統廃合とか、すぐはできなくても、何年かでどういうふうにしなくちゃいけないかとい

うことを、１つ考え方のポリシーって持っていただいて、予算に取り組んでほしい。そうい

う話もさせていただいております。 

  そうした中で、今回全体の予算を組んだのですけれども、職員にはある程度徹底されたのか

なと思ったのは、大体一財の持ち出し、一般の財政、一財じゃない、財調ですね。財調が大

体４億8,000万円なんですよ。そして、新たな平成31年度の事業を見たら、新たにできた、例

えば駅のバリアフリーとか、そういう新たなものを取り込んでいった場合に、やはり一応４

億8,000万円の財調持ち出しではありますけれども、職員の皆さんは、こういうことで財源的

に厳しいので内部でちゃんと見直しをしてほしいという意見を踏まえて、予算要求をしてい

ただいたと。我々は逆にそういう職員に対して、口が酸っぱくなるくらい、町長のほうから、

ちゃんと見直しをせいというお話をしておりますので、職員もそれに向けてきちっと今回は

されたと。その中でも、いろんな町の政策事業的なものも出てきていることもあるので、ち

ょっと財調取り崩しはふえたのかなということであります。 

  そういう意味で、今後の取り組みというと、やはり人件費と施設の問題。あと、扶助費、そ

の他は、これはいろんなその町、町の状況がありますので、なかなか減ることは難しいので

ありますけれども、そうでないものについては少し見直しをしていきたいと思っております。 

○議長（阿部幸夫君） 菅野良雄議員。 

○11番（菅野良雄君） 確かにね、副町長が言うとおりなんですね。詰めることができない経費

というのはいっぱいありますよね。しかし、全体のその財政構造というものを考えたときに、

やはりどこか減らさないと新しいものに投資できないということになるわけで、町長を含め

て、財政担当も含めて、そういう指示は出していると思いますけれども、やはりその経費削

減というのは、削減、節減、そういうものはやはり庁舎、全職員が一緒になって考えないと、

これは厳しいのだろうなというふうに私は思っております。削減を図ることなく前年同様の

要求では改革はできません。今は、復興交付金があるから、一見余裕があるように見られる



５６ 

 

と思いますけれども、多分この復興交付金がなくなれば、相当厳しい財政状況になるのでは

ないかと思われます。 

  しかし、国は、復興事業が完了すれば、あとの復興工事でつくったものも施設も全部、各自

治体で持ちなさいよということを言っているわけで、補助金も交付金も出しませんというこ

となのだと思います。 

  そうした中で、この経費削減ということを考えるには、やはり職員の皆さんが、みんなで理

解しながら財政改革について取り組む必要があると思っておりますが、副町長はさっきお答

えいただきましたけれども、町長はね、全職員のその意識という感覚をどのように受けとめ

ているのかなということをお伺いしたいと思います。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） 今回の一般会計、95億3,600万円。このうちの約40％が復興関連予算な

のです。そうすると、だから先ほど前の方にもお話ししましたけれども、この復興関連予算

がなくなった95から38を引くと、五十何億だと思うのですけれども、そういった身の丈に合

った予算にまた戻らなくちゃならないと。そうなったときに、この今の特に若い職員の方々

は、町が95億とか80億とか、そういう一般財源の、一般会計の中でこう来ていますので、そ

れを急にがくっと下がったときに対応できないと困るということもあって、いろいろ今、い

ろんなことで私のところに予算的なことで来たときについては、かなり職員に対して、なぜ

なのかとか、これがどういうふうにしてそうなるのかとかということは、常に話はしている

ので、全ての職員、百七十何名全員とは私は言いませんけれども、少なくともそれにかかわ

っている人間については、行き渡っているものと考えております。 

○議長（阿部幸夫君） 菅野良雄議員。 

○11番（菅野良雄君） わかりました。ただ、私が感じるにはですよ、私が感じるには、町長、

副町長を含めて、その財政担当の人、そしてまた財政を経験した人にとっては、やはりよく

その辺は捉えているのだろうなと思いますが、その辺をその一般の職員の人たちみんなで理

解し合わないとだめなのだろうなと思いますので、そこ、その辺を町長がどのように感じて

いるのかなということをお聞きしたんですよ。その辺ね、わかりました、わかりましたから

いいですけれども、だから一部の職員だけじゃなく、みんなで理解し合って、この財政改革

に努めてほしいなと思っております。 

  次に、町税の滞納が多額であります。そうした中で、滞納額の縮減や税収増について施政方

針で全く示されていないようです。経常収支の比率を下げる方法の１つとしては、やはり分
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母である税収のアップというのが大事なのだろうと思いますけれども、施政方針ではその税

収アップということについては示されていなかったのかなというふうに見ました。上がって

いたら、済みません、ごめんなさいね。上げるほど、その税収を上げれば上げるほど、その

弾力性が出てきて、投資的経費に回す財源がふえてくることになりますので、税収のアップ

対策は重要だと思っております。 

  そこで、過日、河北新報の報道によりますと、岩沼市で若い世代の課税環境を向上させよう

と、４月からスマートフォン決済アプリを使って市民税などを納付できるサービスを始める

と報道されておりました。県内では、亘理、山元、涌谷、七ヶ浜の各町もこのスマホアプリ

を用いて、町・県民税、国民保険税ですか、それから軽自動車税、固定資産税を対象にして、

納付できることになるという報道でありました。 

  アプリは、ＬＩＮＥ Ｐａｙとヤフー、それからアプリＰａｙＢという３種類を使えて、納

税者は納付書のコンビニ収納用バーコードで、それをスマホで読み取ってアプリ決済、画面

を操作して納税できるものですということで、それを使えば自宅で納付も可能になりますよ

ということであります。ＬＩＮＥ Ｐａｙは税額５万円以下が対象で、ほかの２種類は上限

を設けていないということでありました。岩沼の市長は、若い人は銀行に行く時間もないと

聞くので、納めやすい環境を整備したと言っております。 

  そこで、少しでも納付しやすい環境を整備して、納付率を上げる１つの策としてはいい方法

ではないかと思いますが、このスマートフォン決済アプリ導入について考えることはなかっ

たのかと伺うところでございます。 

○議長（阿部幸夫君） 菅野議員に申し上げます。１時間過ぎますので、ここで休憩に入らせて

いただきます。 

  再開を２時20分といたします。答弁から入ります。 

     午後２時０５分  休 憩 

                                            

     午後２時２０分  再 開 

○議長（阿部幸夫君） 会議を再開します。 

  答弁から願います。 

  櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） ただいま議員からの滞納とか使用料についての記載がなかったのではな

いかということでありますけれども、これは記載しなくても常に、特に私は滞納とか使用料、
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使ったものを払わないという人は大嫌いなので、特段気をつけて注意をしていきたいと、こ

のようには思っております。職員にも、そういったことが徹底できるようにやっていきたい

なというふうに思いますので、もし予算審査の中でお話等があれば、よろしくご指導願いた

いと思います。 

  なおスマートフォンアプリ等については、財務課長のほうから答弁させます。 

○議長（阿部幸夫君） 佐藤財務課長。 

○財務課長（佐藤 進君） 岩沼のスマホの件だったんですけれども、私も新聞記事ちょっと読

ませていただきました。県内では、先ほど菅野議員さんおっしゃったように岩沼・亘理・山

元・涌谷、そして隣の七ヶ浜が４月から導入するということがございまして、若干ちょっと

枠の話ですけれども、隣の七ヶ浜さんに担当のほうからどういうことかということでは、経

費の問題とか若干はお聞きしたんですが、今後４月から始まるということもありまして、七

ヶ浜さんの動向とかメリット・デメリット、そういうことも七ヶ浜のみならず山元・涌谷さ

んとかも含めて町としては今後の検討課題ということにしたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（阿部幸夫君） 菅野良雄議員。 

○11番（菅野良雄君） そうですね、やっぱりいいものは年度途中でも導入するというような考

え方があってもいいと思いますので、少しでも税収アップさせるために考えていただきたい

なと思っております。書かなくてもという町長の気持ちもわかります。そのとおりだと思い

ますけれども、決算なんかで見るとやっぱり毎年のように不納欠損がドンと出てきたりする

と、払うべきものは払ってもらうといったものの、なかなかとれないという状況が生まれる

んですね。 

  ですから、そういう難しい中で努力してほしいなという思いで申し上げました。わかりまし

た。 

  それでは、町税をふやすためという施策の１つとして、企業誘致が有効だよ、効果的である

と言われておりますけれども、企業誘致は町長の５つの基本政策方針の１つでありますので、

平成27年度町長になったときから強い意欲を持って進めてきたと思っております。昨年、東

北放射光誘致が厳しい状況の中で同じように質問しましたが、もっと積極的に進めないと難

しいのではありませんかという質問したのに対して、町長は「今工業系の土地利用について

県と協議が進んでいる」「いい方向にいくように進めていく」「企業が来れば人が来るとい

う考えを、ぶれないで進めていく」と答弁されております。 
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  そこで、新年度における企業誘致に対する意欲というものをお聞かせください。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） 町長になって３年半になりますけれども、企業誘致とずっと言ってきて

おりました。昨年までは、いろいろ東京だ名古屋だって企業誘致等に行ってくるわけですけ

れども、また放射光等に関して東京に行っていろいろ誘致活動してきております。そんな中

で、やっぱり一番は松島にじゃあ行きたい場合にはどこをどういうふうに、どういうところ

に土地があるんだといったときに、なかなか示せなかったというのが最大のマイナスではな

かったのかなというふうに思っております。それが一昨年から県のほうの応援も得ながら、

これからまだまだ進めなくちゃならないところもありますけれども、言葉は例えるのが悪い

しもしれませんが、「相撲をとる土俵がやっとできてきた」ということであります。この土

俵ができれば、そういった中で企業の方々を誘致する場を提供できるということであります。 

  今いろいろ大会社が、国土開発さんがやっているわけでありますけれども、その中でいわば

会社等が連携を組んで、ぜひあそこの工業系の土地を企業誘致の場所として明示していきた

いというふうに思います。なお、町の企業誘致のパンフレット等につきましても、いろいろ

町の案内をする場合に「ここです」と、「松島の町とすればここですよ」というのを昨年か

らパンフレットの中に示しておりますので、そういった中できちっと対応できるようにこれ

からやっていきたい。 

  ただ、まだまだそこをもっとＰＲする上には、本当は町でもっと財政力があって、松島に来

たら松島の恩典みたいなものがもっとあればよろしいんでしょうけれども、なかなかそれも

手を挙げられないという中でありますけれども、そこは企業と組んで、逆に企業からサポー

トしていただきながら町と歩調を一緒にとってやっていきたいというふうに思っております。 

  そういうことで、議員のほうからも今後またいろいろご指導賜ればというふうに思います。 

○議長（阿部幸夫君） 菅野良雄議員。 

○11番（菅野良雄君） ご指導はできませんけれどもね、努力しているということはしっかりと

聞いておりますので、その努力は理解しております。ただ、相手があってなかなか厳しいと

いうのも理解します。しかし、厳しい財政の中でということになると、即効性となると一番

有効ではないのかなと思いますので、努力していただきたいなと。 

  では、工業用地をつくりなさいという話ではないと思います。やっぱり難しいですよね、で

きないと思います。ですから、そういう中で今町長がおっしゃったように、優遇税制とかそ

ういうものを考えながら、今ある優遇税制もあると思いますけれども、そういうものを考え
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ながら進めていただければと思いますので、なお一層努力していただくことを求めておきた

いと思います。 

  次に、平成30年度当初予算の総括で、これはいいかなと思いましたけれども、さっきも今野

議員の質問にちょこっとあったようですけれども、施設の使用料の見直しとか何かというこ

とで昨年も質問しました。その際に、副町長が「予算編成の中で話は出ている。見直しの検

討はしていく」と答弁されておりまして、先ほども見直しをしているというような答弁だっ

たように受けとめました。 

  そこで、見直しの結果新年度予算ということで、反映されたものがあるのかどうかというこ

とをお伺いいたします。 

○議長（阿部幸夫君） 熊谷副町長。 

○副町長（熊谷清一君） 予算編成するだけの、１つの職員がまず一番最初にやるものがありま

す。予算編成方針、その中の具体的な１つの項目の中にも使用料・手数料について検討しな

さいという、これは大きな題目として挙げていろいろ検討してもらっているわけですけれど

も、平成31年度の予算の中に具体的にこの分について使用料であったり手数料の増というふ

うに、あるいは変更・見直し減という、これについてはございません。ということは、もう

少し時間をかけて、１つばかりじゃなく話は出ているんですけれども、ただ「どこどこだけ

がやる」「じゃあそうすると、ほかの施設はどうなるか」、そういう全体的な関連性を持た

せた中でちょっと検討していきたい。個別には話いろいろ出るわけですけれども、やっぱり

全体的なものとしての考え方をしていきたいということで、今回の平成31年度予算編成の中

にはそれは反映されておりません。 

  以上でございます。 

○議長（阿部幸夫君） 菅野良雄議員。 

○11番（菅野良雄君） 非常に使用料の見直しというのは難しいと思いますよ。住民サービスか

ら考えて難しいんだろうと思いますけれども、極端なところだけ言わせてもらうと、地元の

環境センターなんか見ていると、指定管理料が441万6,004円ほどなんですよ。歳入は９万

3,000円なんですね。わずか2.12％の使用料ということでありますね。それから勤労青少年セ

ンターも、1,076万6,004円に対して53万1,000円と。それから交流センターもありますね。

593万5,000円に対して９万7,000円という、この使用料本当に経費対効果というんですか、ち

ょっとど忘れしましたけれども、費用対効果、ありがとうございます。そんなものを考えた

ときに、財政構造の安定性はやっぱり住民にとっても大事なことでありますので、それらを
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しっかりと説明しながら、理解を得ながらきちっと負担していただくところは負担していた

だくというような進め方をしていただくことが必要ではないのかと思いますけれども、この

点について町長のお考えがあれば伺います。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） 震災以降、いろいろな避難施設等も大分できてきているわけでありまし

て、この新しい避難施設等については以前の集会施設から比べると、新しい避難施設につい

ては維持管理費が数倍金がかかる。それだけ新しい建物になって、エアコンができて、トイ

レも水洗になって、さまざまなものが変わってきている中身になってくる。そうすると、や

っぱり地域の負担というのがどうしても出てくるということでありまして、この間幡谷地区

の総会に最後までいなかったのでわかりませんでしたけれども、何か区費が1,000円上がって

いるようでありますけれども、私たちの地区でも区費が実はその集会施設のために上がって

いるわけであります。 

  だから、費用対効果を考えれば、新しい施設に関しては、収入に関してのバランスが悪いの

は全てそうなんだろうというふうに思っております。これをどういうふうに削減して詰めて

いくかが我々の課題なんだろうけれども、かなり難しいのではないかなというふうに思いま

す。 

  ですから、使う施設と使わない施設をきちっと整理する必要があるんだろうというふうに思

います。そういったところで、使わないものについては淘汰していくという考えも視野に入

れてやっぱりやっていかないと、何でもかんでも町はやっていけるというふうになっちゃう

ので、その辺を整理していきたいと、このように思っています。 

○議長（阿部幸夫君） 菅野良雄議員。 

○11番（菅野良雄君） 町長がおっしゃるとおりだと思います、難しいんですよ。しかし住民の

人たちは、やっぱり施設が古くなれば「新しいのにしてください」「もっと広くしてくださ

い」「環境をよくしてください」というふうになるんですね。だけれども、今町長が言った

ようにある財源の中でそれをやろうとすれば、どこかから金持ってこなきゃないということ

になりますので、なかなか難しいんですよね。 

  ですから、さっきの答弁でも統廃合の話もちょこっと出たような気がしますけれども、統廃

合して古いものを壊すとしたって、それなりの金かえってかかるかもしれません。ですから、

そういう使用料、それからその使用する環境において自分たちが負担していかないと、財政

を圧迫するんだよという説明責任というんですかね、それ簡単にはいかないと思いますけれ
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ども、時間をかけながら進めてほしいなと思うので質問しておりますので。「来年からやり

なさい」という話をしているわけでありませんので、１カ所でも２カ所でもそういうところ

あれば検討しながら、しかも住民の理解を得ながら進めていただきたいということを要望し

て、この問題は終わります。 

  それから、10月に消費税の引き上げが実施されるということで、本町に交付される地方消費

税交付金というものが1.7％から2.2％にふえるということになるんだろうと思いますけれど

も、増税に伴って交付金は今年度中に入るんでしょうか。教えていただきたい。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） 消費税等に関する件に関しましては、財務課長から答弁させます。 

○議長（阿部幸夫君） 佐藤財務課長。 

○財務課長（佐藤 進君） 地方消費税交付金ですけれども、年に４回に分けて町のほうに交付

されております。第１回目につきましては、これまでですけれども前年度分で２月から４月

分まで、２回目が５月から７月分、８月から10月ということで３カ月ずつ４回に分けて入る

と。そのようなことを考えると、消費税が上がるのが10月といっても、２カ月おくれぐらい

で来ますので、全てが町のほうの歳入ということには、６カ月ありますけれども全て入ると

いうことにはならないというふうになると思います。 

  以上でございます。 

○議長（阿部幸夫君） 菅野良雄議員。 

○11番（菅野良雄君） 最後に交付されるのが３月だったかしら。その時点で、もしかしたら入

るのかなと思いましたので、お聞きしました。 

○議長（阿部幸夫君） 佐藤財務課長。 

○財務課長（佐藤 進君） 大変申しわけありません。最後に交付されるのが３月ということで

ありますので、その時点は引き上がった分が反映されるかというふうに思われます。 

  以上でございます。 

○議長（阿部幸夫君） 菅野良雄議員。 

○11番（菅野良雄君） 反映されるかもしれないということで、その分で考えた事業があるのか

なと思いましたので、質問させていただきました。 

○議長（阿部幸夫君） 佐藤財務課長。 

○財務課長（佐藤 進君） 当初予算なんですけれども、地方消費税がことしよりも、今年度予

算ですけれども減額になっていると。今回平成30年度ですけれども、２億6,022万円というこ



６３ 

 

とで当初予算上げまして、今回３月補正で637万6,000円の減額を平成30年度はしていると。

平成31年度予算ですけれども、２億5,300万円ほどの予算計上しているということで、平成30

年度の当初予算に比べると約700万円弱の減額ということで、今回３月補正で六百何十万円減

額していますので、今年度交付額に近いのかなと。こちらについての予算計上なんですけれ

ども、これは県のほうから今年度のいわゆる確定額、あと来年度の見込額ということの通知

が来ているということで、町のほうの試算は別としても県のほうから地方消費税なり利子割

交付金なり、全て見込額ということで１月中旬ぐらいに全て通知来ますので、それに基づい

て町のほうで予算計上しているというような状況でございます。 

  以上でございます。 

○議長（阿部幸夫君） 菅野良雄議員。 

○11番（菅野良雄君） 私ね、予算書見ないで質問しているのね。ですから、そんなに細かく聞

こうとは思わなかったんですけれども、丁寧な説明ありがとうございます。わかりました。 

  それで、さっきもちょこっと今野議員のほうから、消費税増税に伴って町の支援策はあるの

かというような質問がありました。私も非常に複雑な消費税ということで、商店街の人たち

大変だろうなと思っているのね。さっきも出たようにキャッシュレスの問題、それからレジ

の改修なんかで相当お金がかかるのではないかと、私はよくわかりません。ですけれども、

そうした場合にその負担増に対して、さっきは町長が助成も考えるような答弁でしたけれど

も、どの程度の助成になるのかなと。聞き間違ったら、ごめんなさい。そういうものに対し

て、負担増に対して町として何か助成策を考えているのかということです、簡単に言うと。 

○議長（阿部幸夫君） 安土産業観光課長。 

○産業観光課長（安土 哲君） キャッシュレス及びレジの複数税率に伴いまして、それらを導

入する商店街の皆さんの負担をどうやって軽減するかということで、今経済産業省のほうで

はその複数税率に対するレジ導入に関しまして、2016年の３月31日から補助を支援している

と。それも３分の２の補助が従来だったものを４分の３に引き上げて、ことしの９月30日、

いわゆる消費税率引き上げ前までにそういった支援を行うというふうになっております。 

  また、キャッシュレスの対応につきましても、今のところ事業主負担がない中で導入を考え

ている事業主様には支援をするというようなことを、今継続して行っているようです。町の

ほうでも２月になりまして、そういった広報を町のホームページでちょっと広報させていた

だきまして、今度４月に町の広報、紙面のほうでも周知をしていきたいというふうに考えて

おります。 
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  以上でございます。 

○議長（阿部幸夫君） 菅野良雄議員。 

○11番（菅野良雄君） わかりました。政府というんですかね、国のほうではそういう増税とい

うことに対して評判が悪くなると、補助金の割合を大きくしたり何なりしてやってきている

のが実態なんですね。だったら、最初から４分の３だったり４分の４だったり補助すればい

いのになというふうに思いますけれども、結局あとは各地方自治体に負わせるようなことも

やったりするんですよね。これは法律で決まったことなんだと思いますので、どうすること

もできませんけれども、そういう補助政策についてはさっき町長も何か広域の中でどうのこ

うのというような話をしたような気がしましたけれども、きちっと町村会なんかを通じてや

っぱり国のほうに要望していただきたいということをお願いして、終わります。 

  次に、教育委員会関係に入りたいと思いますけれども。 

  学校を取り巻き、いじめによる自殺を含めていろいろな問題が起きている中で、文科省は平

成30年度からスクールロイヤー事業を開始しておりますね。このスクールロイヤー事業とは、

学校内で問題が起きた際に弁護士会と教育委員会の連携のもとに学校に弁護士を派遣する制

度で、仙台市でも取り入れているという状況にあります。派遣されるんであれば、町の持ち

出しはなくてもいいのかなと思いますけれども、それとも弁護士の手を借りなくても顧問弁

護士がいるから大丈夫だということでいいのかどうかわかりませんけれども、この派遣要請

の仕組みも含めてこの松島町でスクールロイヤー事業を導入する考えはなかったのかどうか、

教えていただければと思います。 

○議長（阿部幸夫君） 内海教育長。 

○教育長（内海俊行君） それでは、スクールロイヤーについてお話しさせていただきます。 

  スクールロイヤーというのは、直訳すると学校内の弁護士ということで、今菅野議員がおっ

しゃったとおりでございます。スクールロイヤーの最大の目的は、いじめの予防と解決。た

だそれだけではなくて、学校内での子供の事故、どちらがよかったか、悪かったかというの、

よくもめたりもします。それから、モンスターペアレントによる不当なクレームも受けます。

それからパワハラ・セクハラ等も含めて、ここ数年こういうスクールロイヤーの非常にあり

がたさというのが言われてきております。文科省のほうでも、まだすっかり各小中学校にし

たわけではなくて、パイロット校を決めて、今のところ10人くらいが全国に派遣されている

と思います、私の記憶では。 

  それで、菅野議員もおっしゃったように、仙台市にもいるということで、仙台市は多分いじ
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めから命を絶ったということも含めて、スクールロイヤーの力を借りるということになった

かと思います。私も、ここ数年のスクールロイヤーの職務ということで、十分に理解してい

るわけではございませんが、今のところどういう手続でこの方をこちらに呼んでくるかとい

うのは、ちょっと十分にお答えすることはできません。これから徐々にわかっていくんだと

は思いますけれども。 

  松島町みたく小さいこじんまり、中学校１つと小学校３校、それで私が言うのもおこがまし

いんですけれども、特に大きなトラブルはない。あるいはこれからあるかもしれませんけれ

ども、今のところは松島でお願いしている顧問弁護士の松坂さんのアドバイスを聞きながら、

そういう事案に対しては対応しているところです。 

  以上でございます。 

○議長（阿部幸夫君） 菅野良雄議員。 

○11番（菅野良雄君） 平成30年度に、国のほうの制度で5,000万円だったと思います。平成31

年度はもうちょっとふやしたんだろうと思いますけれどもね、仙台市に多分３人ほど派遣さ

れるようなことを何かで目にしましたけれども、そういう問題が起きたときにはいい制度だ

なと思って見ましたので、いろいろすぐ導入するということではないと思いますけれども、

検討する値はあるんだろうなと思いましたので、質問させていただきました。 

  そこで、さっきもお話ししましたけれども、顧問弁護士さんの委託料を毎年計上しています

けれども、こっちは教育委員会でないんですけれども、それはそうした学校で起きるそうい

う問題に対しても、今教育長のほうでは相談に乗ってもらうということですけれども、もし

そういう裁判沙汰になったときに顧問弁護士が裁判まで担当してくれるのかということなん

ですが、いかがなんでしょう。 

○議長（阿部幸夫君） 千葉総務課長。 

○総務課長（千葉繁雄君） 通常の相談は、当然こちらの考えも示した上でやっていただきます

が、裁判となれば別料金になります。 

  以上でございます。 

○議長（阿部幸夫君） 菅野良雄議員。 

○11番（菅野良雄君） そうですよね。そうなると、裁判で決まる賠償金なりなんなりに応じて

支払うことになるんでしょう、多分。そこまで契約の中に入っていないんですか。 

○議長（阿部幸夫君） 千葉総務課長。 

○総務課長（千葉繁雄君） 弁護士の何か規定みたいなものがたしかあったと思うんですが、そ
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れに応じてということになるかと思いますが、幸いそこまでの案件が今発生していませんの

であれですが、所定の額に対応して払うということになるかと思います。 

○議長（阿部幸夫君） 菅野良雄議員。 

○11番（菅野良雄君） その辺がね、さっき言ったスクールロイヤー事業と派遣される国のお金

でやれるのか、もしいろいろな問題が起きている中で町個人として裁判に対応しなきゃない

となったときに、それは裁判費用に応じて払うということになればこれもまた大変だなと思

いましたので、それは両方で検討しておいていただきたいというふうに思いますけれども、

町長いかがなものでしょう。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） スクールロイヤーは仙台市はということじゃないけれども、いろいろな

ところで今いじめ問題というのがあって、特に仙台市はそれで問題視されている。そういっ

たことで、スクールロイヤーというのが入っているんだろうと思います。幸い町としてはそ

ういう大きなことはありませんけれども、細かなことは随時聞いておりますので、今議員が

言われたような内容を教育委員会と総務と整合性をとって、これから対応していきたいとい

うふうに思います。 

○議長（阿部幸夫君） 菅野良雄議員。 

○11番（菅野良雄君） 対応していくということですので、議会報告会でよく言われたのが、住

民の人たちにとって「検討する」とか何とかって、「その結果が全然わからないんだ」とい

うようなことを言われましたので、決して意地悪くしているわけではありませんけれども、

検討した結果というものについて昨年の質問でというような振り方するんですけれども、そ

ういう町民の意見があるということに対して応えていきたいという思いでやっているんだと、

理解していただきたいと思います。 

  それから、これは部活についてということになるんですが、杉原議員が通告して一般質問で

するようになっておりますので、総括でするのはいかがなものかと思いながら、私も昨年の

３月の定例会の総括で触れておりますので、大まかにというか概略的に質問させていただき

たいと思います。 

  昨年の答弁では、子供たちの健康面、学習面から考えて県教育委員会から通知を受け、中学

校に指示を出していると。ただ中体連の近い時期は、「ハイシーズン」というものを設定し

て大目に見るということでしたので、部活はそういうことでうまく運営されているのかと思

いましたが、平成31年の１月に教育委員会から父兄に対し「松島中学校に係る部活動の方針
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について」という通知があったと伺います。 

  教育委員会では、国及び県の方針にのっとり松島中学校に係る部活動の方針を策定し適用す

るとして通知したものだと思いますけれども、しかし一部の父兄から苦情というんですかね、

心配というんですかね、あるということを伺いました。１日２時間とか、休業日は３時間と

か一律で定められたことへの不安のようであります。恐らく宮城県が部活動を指導した中学

校・高校の教員に対する支給手当を減額するという条例改正を、９月に定例会で可決してい

るということからのことだと思いますけれども、これについても学校の現場では実態に合わ

ないのではないかというような意見も出ておるようです。 

  「働き方改革として理解できる」という人もおりますが、「１日２時間とか３時間の実現は

到底無理だ」という中学校のサッカー部の先生もおりますし、高校の先生の中には「競技に

よって練習時間に差があるので、一律に上限を設けるのは難しいのではないか」という指摘

もあります。「結局、サービス残業になるんだ」と漏らす先生もいるようであります。生徒

や保護者、そして教員の中にもっと練習をしたい、試合をしたいという方もおると思います

が、学校の都合だけで３時間に限定するのではなく、通知する前に父兄と話し合いはできな

かったものかなと思っております。この答弁は、杉原君にしてください。 

  ただ、私は郡中体連の近い時期の「ハイシーズン」というものは、現在もこれからも継続し

ていくのかということでお伺いします。 

○議長（阿部幸夫君） 内海教育長。 

○教育長（内海俊行君） 平成31年１月にうちの教育委員会から、発出したやつの文章について

でございます。菅野議員から今ご指摘のとおり、「この時間帯では無理なんではないか」と

いうご指摘も大変いただきました。私自身、片や反論するわけではございませんが、「部活

一色にならなくて済んだ」「映画も見られる」「美術館も行かれる」というようなお子さん

もいるということで、その割合は全員の保護者に聞いているわけではございませんが、そう

いう形で一応聞き及んでいます。 

  それで、この「ハイシーズン」についてでございますが、そこだけちょっと特化してお話し

させていただくんですが、「ハイシーズン」をある程度決めなければ、もう６月の中体連か

ら10月の県大会、あるいは東北大会まで全て「ハイシーズン」のようになってしまいまして、

どこで子供たちが休めるんだと。それからもう一つは、どこで先生方が働き方改革の一環と

して休めるんだと。先生方が一生懸命頑張ってやって、それが逆に先生方が疲弊してしまっ

て、子供たちに逆にそれがマイナスになるんではないかなという判断で、このような形にさ
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せていただいているところでございます。 

  ご理解いただくよう、私のほうからなお重ねて保護者、先生方、ただこれは学校と協議した

上でこちらから発出したもので、なお保護者への周知が足りないというんであれば、これか

らもちゃんときちんと説明していきたいなと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（阿部幸夫君） 菅野良雄議員。 

○11番（菅野良雄君） 「ハイシーズン」の基準というのは、きちっと定めているということで

よろしいんですね。 

○議長（阿部幸夫君） 内海教育長。 

○教育長（内海俊行君） そのとおり、そのように解釈していただいて結構でございます。 

○11番（菅野良雄君） 今後も続けていくと。 

○教育長（内海俊行君） はい。 

○議長（阿部幸夫君） 菅野良雄議員。 

○11番（菅野良雄君） わかりました。野球に例えますと、何で野球に例えるかというと、自分

も中学校のとき野球部だったので、経験からお話しさせてもらいますけれども、野球の練習

ってやっぱり結構時間かかるんですよね。ウオーミングアップ、ランニングなどして、準備

体操して10分ぐらいかかるんですね。例えば、キャッチボールするっていったって、普通の

キャッチボールするし、遠投というか遠く離れて投げる練習もしますし、それからクイック

っていう早い投球の練習もします。 

  そういうもので、短くても20分ぐらいかかるんだろうなと思いますけれども、その後守備練

習に入ってノックをしますけれども、個人的なノックを含めてランナー１塁から２塁、満塁

までランナーを想定したノックとか守備連携の練習とかやるんですけれども、野球は９人だ

から９人のレギュラーいたとして、１人10分で90分ということになると、もうそれで２時間

終わりだというふうになるんで、教育委員会のほうに言わせればそれはやり繰りして毎日練

習を工夫しながらやってくださいというような形になるんだと思いますけれども。 

  夏休みなどの長期休業中は、土曜日は練習できないということもありますし、学校閉庁のと

きは活動できないというようないろいろなことがこの通知に含まれているようでありますの

で、国県の方針にのっとり一律で決定するのはどうかと思いますけれども、要因は働き方改

革の一環だと思いますけれども、生徒や父兄の心配を取り除く方法があったのではないかと

思いますけれども、この点についていかがでしょうか。 
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○議長（阿部幸夫君） 内海教育長。 

○教育長（内海俊行君） 保護者への、先ほどお話ししましたけれども周知が十分に徹底されて

いないというのは、これは私ども教育委員会のほうの反省としますけれども、長く練習をす

るとよい指導者だという見方もされると。本当にそれでいいのかなと。１日やっていれば、

「あの先生は一生懸命で子供思いです」って、そうイコールにしていいのかというようなこ

とも考えられます。 

  私というか教育委員会としては、いよいよこれは指導者の指導の過渡期になっていて、短い

時間で効率的な指導をする、いろいろな科学的な根拠を持って指導すると。大なり小なり松

島だけではなくて、他市町村もこれに近い形になっています。土俵はほぼ同じだと思います

ので、その中で子供たちにやる気を起こさせ、例えば今野球だったら野球、サッカーだった

らサッカーの楽しさを教え、勝利至上主義じゃない別な期待感を持たせながらやっていくと

いう指導者の意識の転換も、いよいよもって必要ではないかなと。学校については、そうい

う指導者の不平不満というものも私のところで聞き及んでおりますので、それについては私

のほうから丁寧に説明させていただきながら、趣旨を理解していただきながら、あるべき部

活動のあり方を探っていただくと。 

  松島は、これまで運動のことでずっとすごい実績があります。それで、子供たちのところを

非常に育てていただいたというのは、十分に私も理解します。私もその１人だった、下手く

そでしたけれども。そういうのも踏まえながらも、ただこういう時代になってきて、いよい

よもって働き方改革の側面もございますけれども、子供たちがもっとより経験の拡大をでき

る場面をつくった、与えたというように捉えていただくと、本当に助かるかと思っておりま

す。 

  以上でございます。 

○議長（阿部幸夫君） 菅野良雄議員。 

○11番（菅野良雄君） 教育長のお話を否定するものではありません。そのとおりだと思います

けれどもね、やっぱり球技というのは勝つことに喜びを持つんですね、子供たちっていうの

のはね。やっぱり負けてばかりいるとつまらなくなって、部活に参加しなくなったり途中で

やめたりする子供も出てくるわけですよ。ですから、教育っていうのはいろいろな面から考

えて教育するべきだと思うんです。わかりません、私はね。私の持論ですよ。 

  ですから、いろいろな子供たちの才能というのは、学習面ばかりじゃないと思うんですよ。

いろいろな才能を持っている子供、いっぱいいるわけですよ。私30年間少年野球の指導者と
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して携わったときに、子供たちを見ていると自分の姿を見るようで、教室の中にいるときは

前の友達の後ろさ隠れて静かにしていますけれども、ことグラウンドに出たらもういきいき

として発揮するというのは、私もそうだったんですけれども、そういう子供いっぱいいます

よ。グラウンドさ出たら、もうクラスのリーダーになって動く子供たちいっぱいいますから。

そういう子供たちをどう生かしていくのかというのも、学校の教育の一環だと思うんですよ。

学校の指導者側の都合だけで、教育とはこうあるべきだというのもわかりますけれども、子

供のことも考えてほしいと。そんなふうに私は思っているんです。 

  持っている子供の才能というのは、やっぱり親でもわかんないような才能いっぱい持ってい

ますから、と私は思うんですよ。教育長なんか現場で働いているから、十分おわかりだと思

いますけれども、そういう子供をやっぱり学習面ばかりじゃなく育ててやるということも、

大事な先生方の務めだと私は思っておりますけれども、そうじゃないよということであれば

そうなのかもしれません。 

  ただ松島中学校の部活というものは、近隣と肩を並べる部活じゃなくて、特色ある教育って

さっきどなたかも言っていましたけれども、部活だって特色ある部活であっていいのではな

いかと思います。松島中学校は、「ああ、ひと味もふた味も違うな」という思いをしていた

だいて、できるなら松島中学校であの部活をしたいので、定住したいという人が出てくるよ

うな、そんな教育もあってもいいのではないかと思っておりますけれども、教育長の考えは

わかりましたけれども、こういう考え方はどうなんでしょう、町長。私、間違っていますか

ね。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） 振ってこられると思わなかったんだけれども、菅野議員が子供を通じて

今までかかわってきた中での経験からのお話だと思いますので、やはり私も一時期かかわっ

ておりましたけれども、そういった中で今の学校の先生方の立ち位置というのは、いろいろ

上のほうから制度的に制約された中で活動しなくちゃならない。そういうところでじだんだ

を踏んでいる職員の方々も、いらっしゃるのではないかなと思います。そういった方々の意

思を、どのように教育委員会のほうで反映していくかということになるかと思いますが、幸

い松島にはスポーツクラブがあって、そのスポーツクラブである程度子供たちを受け入れて

くれて、サッカーだけじゃなくていろいろな部活動というんですかね、スポーツ活動でいろ

いろやっていらっしゃるようですから、そちらのほうに行ってやっている子供たちもいると

いうことなんで、テニスにしても何にしてもいいのかなというふうには思っておりました。 
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  ただ、私の孫も今小学校４年生で野球やっていますけれども、朝から行って夕方夜まで帰っ

てこないですよね。そのぐらい練習しているんですけれども、そんなに何で練習して強くな

らないんだと言いたくなる。そのぐらい熱中するときがあってもいいのかなというふうには

思っておりました。菅野議員の意見は教育長さんのほうでは多分大いに参考にして、これか

ら学校のほうにいろいろ意見を述べるときに、参考になるのではないかなというふうに思っ

ております。 

○議長（阿部幸夫君） 菅野良雄議員。 

○11番（菅野良雄君） 参考にはならないと思いますけれどもね。自分の考えだけ、勝手なこと

を言わせてもらって申しわけないと思っておりますけれども、そうしてほしいなということ

を申し上げました。いろいろありますけれども、できるだけ前振りを外して、ちょっと時間

にもなりますので聞きますけれども、昨年の答弁で県の事業の運動部外部指導員、これも杉

原さん出したんだね。まあ、いいです。 

  じゃあ、県のいろいろ学校教育法施行規則に設定された試合の移動に、引率可能な指導員と

いうことから見れば、「設置しておりません」という答弁もありましたよね。これは、三浦

さんが答弁したと思うんですが、部活動指導員という制度があるということで、そんな答弁

をいただいておるところですが、この学校教育法施行規則に設定された指導員というのはこ

としも採用するんですか。 

○議長（阿部幸夫君） 三浦教次育長。 

○教育次長（三浦 敏君） 言葉がちょっと似ているので混同するかもしれませんが、平成30年

度に松島中学校で３名お願いしているは、県の事業で運動部活動外部指導者派遣推進事業と

いうものがございまして、これで３名、１回当たり謝金が1,500円という形で３名お願いをし

ているところです。来年度のこれから予算の審議ということになるんだろうと思いますが、

今のところ県の方針といたしましては、国が３分の１、県が３分の１の補助を受けながら手

を挙げてくださいということで、今のところ松島町では手は挙げないというふうに考えてい

るところです。ただ枠が、補助がおりるのが２名ということで現在部活動指導員、先ほど議

員がおっしゃいました単独で引率ができる部活動指導員につきましては、２名を希望現在し

ているところです。従来の運動部活動のほうについては、１名を希望しているところでござ

います。 

  以上です。 

○議長（阿部幸夫君） 内海教育長。 
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  済みません、菅野議員。内海教育長先に答弁してください。 

○教育長（内海俊行君） いいです、私最後で。 

○議長（阿部幸夫君） 菅野良雄議員。 

○11番（菅野良雄君） それでは確認いたしますけれども、運動部外部指導者派遣事業では２名

ですか。（「来年度ですか」の声あり）そうです。（「来年度は、部活動指導員２名です」

の声あり）学校教育施行法、こっちが２名。（「で、引率できないほう」の声あり）こっち

が１名。（「そうです」の声あり） 

  じゃあ、この人たちに部活動のお手伝いをいただいているんですが、この制度で部活の延長

時間などはできないんでしょうか。 

○議長（阿部幸夫君） 三浦教次育長。 

○教育次長（三浦 敏君） 先ほど来、活動時間ということが話題になっておりますが、それの

位置はもともとの根拠になっているのが、平成29年12月18日に公益財団の日本体育協会とい

うところで「スポーツ医・科学の観点からのジュニア期におけるスポーツ活動時間につい

て」ということが示されております。これによりますと、週当たりの活動時間における上限

が16時間。１日２時間を５日間やって、あと土日少しやると、あっと言う間にその時間にな

ろうかと思います。なおさら、休養日を少なくとも１週間に１日ないし２日は設けなさいよ

ということが示されております。これを受けてスポーツ庁のガイドライン、そして県のガイ

ドラインでもそれにのっとった形になっておりまして、町でもそれにあわせたということで

す。 

  私も、中学校の教員を長くしておりましたので、運動部の顧問もほぼずっとやっておりまし

た。やはり疲れるんですね、子供たち。やはり思春期ですし、いろいろなホルモンバランス

が崩れる時期でもございます。他県の例ですと、例えば駅伝の練習を女子にさせ過ぎて、ホ

ルモンがうまく分泌されなくなって成長に支障を来したと。いわゆるスポーツ障害もありま

す。あと、最近の駅伝なんかでも鉄剤を注射して、勝利至上主義みたいなところにもつなが

るところがあります。 

  ですから、当委員会としましては子供たちの成長期、健やかに成長してそういうスポーツ障

害にならないように、スポーツ障害が科学的に示したような時間にのっとってやりたいとい

うことですので、先ほど延長という話が出ました、「ハイシーズン」のときの大会前の４週

間に限って多少の延長は、子供たちもやはり最後の３年間の例えば大会優勝を目指して取り

組んでいるわけですので、喫緊のところの土日の両方の活動を認めたりとか、そういう「ハ
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イシーズン」のところを認めたというところでございます。 

  以上です。 

○議長（阿部幸夫君） 菅野良雄議員。 

○11番（菅野良雄君） 国も県もその役員さんの方々は非常に優秀な方々で、いろいろ制度をつ

くりますけれども、中には首をかしげるような規則をつくるときもあると感じております。

さっきもお話ししましたけれども、子供たちって何でこんなに体力あるんだろうとか、能力

あるんだろうと思うことがいっぱいあったんですよ。多分、今の時代だったら捕まっており

ますね。それほど厳しい練習したのに、よくついてくるなと思ってやりましたけれども、子

供の能力というのはやっぱり時代が違うんだろうなと思います。今、言うと思いました。 

  ただ、そういう時代になったので仕方ないと思いますけれども、働き方改革だって何も国の

ほうで先生をふやせば、そんな残業しなくてもいいのになと思うけれども、先生はふやすこ

となく子供たちの時間、教育・学ぶ時間を削ってやっているということを考えると、情けな

いなというふうに勝手なことを思っておりますけれども、答弁は結構です。勝手なことを言

っているだけだから。 

  次に移ります。教育長、ああ、済みません。 

○議長（阿部幸夫君） 内海教育長。 

○教育長（内海俊行君） 私の話し方が悪かったかと思うんですが、実は誤解なさっていると思

うんですが、運動するのも勉強するのも同列だと思っています。勉強だけがいいとかという

んでなく、両輪だと思っております、子供が伸びるのは。ですから、部活動を厳しく制限し

たとかという意味ではございませんので、それは誤解なさらないでいただきたいなと思いま

す。 

  それで、限られた枠の中で精一杯努力する、いろいろな子供たちの伸びる要素を、例えば音

楽でも図工でもいろいろなところが伸びていく。これは、私も教育やっていてよくわかって

おりますので、その部分をご理解いただいてこのような発信をさせていただいたということ

で、了解してください。 

  以上でございます。 

○11番（菅野良雄君） 了解しました。規則の中で、子供たちが健全に育つことを願って、この

点については終わります。 

○議長（阿部幸夫君） ここで、休憩に入りたいと思います。 

  再開を、時間がないので３時25分とします。 
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     午後３時１５分  休 憩 

                                            

     午後３時２５分  再 開 

○議長（阿部幸夫君） 会議を再開します。 

  菅野良雄議員、質疑を願います。 

○11番（菅野良雄君） 教育委員会、１点だけ残しまして、ちょっと済みません。 

  今学校給食の栄養分が満たされないということで、いろいろ問題になっているようですけれ

ども、新年度における対応はどうなのか、十分なんですかということだけ聞かせていただい

て、値上げをすることなく満たされますかということです。 

○議長（阿部幸夫君） 内海教育長。 

○教育長（内海俊行君） 栄養の成分はちょっと手元に、今資料探したんですけれどもなかった

んですが、著しく落ちているということはないことを……。ちょっと済みません、階段を上

がってきたものでちょっと息が、申しわけございません。著しく栄養が下がっているという

ことはないということで、給食センターの所長から伺いました。また給食費の値上げについ

ては、今年度分については行わない方向でやりたいと。ただし、食材の運送費等の値上がり

によって、間接的にニンジンやゴボウやそういうものが上がってくる可能性があると。そう

いう場合には、考えざるを得ないというような判断も、今のところしている。ただし今年度

中ではございません。いずれ、考えていかなきゃならないんじゃないかということでござい

ます。 

  以上でございます。 

○議長（阿部幸夫君） 菅野良雄議員。 

○11番（菅野良雄君） 満たされているのではないかということですよね。それは分科会のほう

に資料でも出していただければ、ありがたいなというふうに思います。 

  次に移ります。次は消費税が増税になると、幼児教育・保育料の無料化ということでありま

すけれども、保育園の給食費については内閣府は無償化の対象外ということで把握しており

ますが、本町はどうなるんでしょうか。 

○議長（阿部幸夫君） 太田町民福祉課長。 

○町民福祉課長（太田 雄君） 現在なんですけれども、給食については保育料に含まれて徴収

している形をとっております。そして、幼児教育の無償化に当たってなんですけれども、給

食費をとるかとらないかという話になれば、国のほうで給食費の実費徴収することを基本と
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しているというような考えもございます。町として、給食費をとる場合については、保護者

の方のご負担にならない感じで給食費のほうを徴収していきたいというような検討を、今後

していきたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（阿部幸夫君） 菅野良雄議員。 

○11番（菅野良雄君） ですから、質問できちっと「無償化になるんだけれども」と、「保育料

無償化になるけれども、給食費はとるんでしょう」「無償化ならないよ」と。ですから、町

はどうなんですかと聞いたのね。だから、さっき休憩して入ってきたら、「もう大概にし

ろ」ということで言われたので、早くやりたいと思っているので、簡潔に答えてもらえばい

いかなと思って。 

  結局は、「保育所の給食はとりますよ」ということでしょう。 

○議長（阿部幸夫君） 太田町民福祉課長。 

○町民福祉課長（太田 雄君） それは、検討していきたいと考えております。 

○議長（阿部幸夫君） 菅野良雄議員。 

○11番（菅野良雄君） 減免はしていますと。低所得者に対して、やっているんでしょう。保育

料も含めて一緒にやっているということなんですけれども、ですからその保育所の給食費の

部分はどうなるんですかということ。それも今までどおりやっていくのに、検討するという

ことはどういうことを検討するのかということ。 

○議長（阿部幸夫君） 太田町民福祉課長。 

○町民福祉課長（太田 雄君） 済みません、とる方向では検討しております。 

○議長（阿部幸夫君） 菅野良雄議員。 

○11番（菅野良雄君） これも、教育民生のほうにお任せします。 

  それから、さっきも保育士を採用できずにという質疑がありました。ことしも多くの臨時職

員を採用するんだと思いますけれども、新年度に当たって正規職員及び非正規職員の採用は

万全なのかということなんですが、保育士はちょっと難しいということで待機児童が出ると

いうような受けとめ方でよろしいんですか。 

○議長（阿部幸夫君） 太田町民福祉課長。 

○町民福祉課長（太田 雄君） そのとおりでございます。 

○議長（阿部幸夫君） 菅野良雄議員。 

○11番（菅野良雄君） 臨時職員が補助的な仕事ということでありますが、国内の市町村の50％
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以上で臨時職員が働いているということでございますが、産休や介護休暇が認められていな

いという職員が３分の１いるというデータが公表されております。福岡県の佐々町というと

ころで、予算5,500万円を増額して臨時職員に対し通勤手当などの手当を出して確保している

ということであります。そうであれば、そういう考え方もあるのかなと思っております。経

費削減を言っている一方で、経費のかかることを申し上げて申しわけないと思いますけれど

も、やっぱり待機児童が出たり何なりしないように、町民サービスに支障が出ないようには

きちっとした採用ができるように、そしてまた臨時職員の方々に対してもできるものであれ

ばこういう佐々町のような手当も出して確保する必要があると思いますけれども、当初予算

ではないと思いますけれども、こういうことについて年度途中に検討するということはあり

ませんかね。 

○議長（阿部幸夫君） 熊谷副町長。 

○副町長（熊谷清一君） 臨時職員の相対的なお話で、保育所とかいろいろあるかと思うんです

けれども、今松島町でも臨時職員についても正職員と同様の通勤手当、これは賃金相当額を

これも平成27年、平成28年でしたか、ちょっと年度忘れましたけれども、７年。向こうから

サインもらいましたので、７年であります。見直しをさせていただいて、そういう意味で確

保をちょっとさせていただいております。そういう中でも、なかなか保育士とかそういうも

のはちょっと難しいところがあるのが現状であります。 

  以上です。 

○議長（阿部幸夫君） 菅野良雄議員。 

○11番（菅野良雄君） 労働時間の単価も含めて検討する必要があるんだろうということを申し

上げて、次に移ります。 

  日常の買い物が困難な状況に陥る買い物弱者対策で、松島町は「松島生活ささえ隊事業」に

おいて買い物弱者支援に乗り出しておりますが、効果がそれほど上がっていないのではない

かという感じがいたしますが、新年度の方向性について伺います。 

○議長（阿部幸夫君） 児玉健康長寿課長。 

○健康長寿課長（児玉藤子君） 健康長寿課の高齢者支援班でつくった買い物支援のマップとか

のことだと思います。あれに関しましては、地域のそういったお店をやっている方とか、あ

と利用者、サービス事業者、家族の方で協議会をつくって、松島のいろいろな資源をまず１

回１つのマップに落としましょうということでつくった資料です。もちろん、あれ以外にも

いろいろなところで例えば宅配事業ですね。全国的にやっているところもありますし、訪問
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するとほとんど玄関にプラスチックの箱が置いてあったりということで、松島は聞くと一番

利用率高い町だそうです。 

  そういったところもありますので、必ずしもその協議会で作成した買い物弱者のマップに上

がっているお店以外もいろいろ工夫していただいておりますので、そういったものを今後と

もわからない方に発信するようなことをしていきたいと思っておりますので、それだけで効

果が上がるとは全く思っておりませんで、いろいろ議員の皆さんにもご助言いただいたもの

も含めて住民の方に周知、努めていきたいなと思っております。 

  あと職員だけでわからないのがあるので、またそういった協議体とか話し合いの場でいろい

ろなものを出し合っていただいて、住民の方と協働して支援する体制をとりたいと思います。 

  以上です。 

○議長（阿部幸夫君） 菅野良雄議員。 

○11番（菅野良雄君） 議会の報告会で、このマップが「こういうのありますので」というよう

な議会へ報告・説明いたしましたけれども、全く住民の方々はわかっていないという、そう

いう状況でしたよ。ですから広報に努めると言いながら、住民は全く把握していない。中に

は、協力の商店の人たちが「こいつ、何さ」と聞いた人もいる。そういうことではうまくな

いのではないかと思いますので、ひとつ効果の上がるような情報提供というんですか、やっ

ていただきたいと。 

  松島町は、それは上のほうだと言っても、それは住民が考えながら生協に頼むとかあそこに

頼むとか、いろいろなことで住民が自分たちで考えてやっているわけで、行政として本当に

買い物が困難な人たちに支援するということであればね、それはそれなりの考えをきちっと

浸透するようにしていただきたいということを申し上げました。どうでしょうか。 

○議長（阿部幸夫君） 児玉健康長寿課長。 

○健康長寿課長（児玉藤子君） 貴重なご意見を生かしまして今後いろいろ、主にケアマネジャ

ーとか支援側に渡る方への指導でございますので、全戸配布というのはしておりません。な

ぜかというと、商店側のほうでも部分的なエリアしか動けないという方もかなりおりました

し、掲載するに当たっては全て確認の上掲載しておりますので、そのご家族の方々で知らな

かった方がいたかもしれませんが、うちのほうでは確認していないものは載せておりません

ので、それについてはきちんと正しくご理解いただきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（阿部幸夫君） 菅野良雄議員。 
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○11番（菅野良雄君） 理解はするところでありますけれども、協議会、協力会を立ち上げたり

何なりしているのはわかります。ただ、実態は違うよということを申し上げているんで、受

けとめるほうは全然違うんですから。それは、やっているほうは効果が上がっていますよと

言ったって、受けているほうがそういうふうに感じなければだめなんですと私は思うんです

けれども、それでもいいと思いますか。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） 「ささえ隊」というのは、そういったところに登録をしてやっている中

であって、それ以外の方々について周知されていないということであれば、それはそれで最

初から目的がちょっと違うんではないのかなというふうに思います。 

  ただ、いろいろな買い物支援等については、よく知らないということがあることは聞くんで

すけれども、例えばＡコープでもそれからいろいろな商店でもいろいろな買い物サービス、

「幾ら以上だったらやりますよ」ということをやっているんですが、なかなかそれに取り組

むのに、とっかかりにくいというんですかね。表現はちょっとよくないかもしれませんけれ

ども、１回頼んで１回そういうことになると、もう継続でやってくれるんですけれども、な

かなかそこまでは至らないというのでそういったいろいろな意見が出てきているのかなと思

います。 

  町では、そういういろいろな商店が「こういったことをやっていますよ」ということを、今

後さらに周知をし、ささえ隊はささえ隊として別に、いろいろな商店のサービスとかそうい

ったものについては今後も周知していきたいというふうに思っております。 

○議長（阿部幸夫君） 菅野良雄議員。 

○11番（菅野良雄君） 各議員が、いろいろな機会に一般質問なり総括の中で質問したときに、

提言したりするときありますよ。だけれども「検討します」というようなことを言ったとき

に、やっぱり本当に検討してほしいと思うんですよ。今福祉のほうでも、例えばですよ、言

わないつもりだったけれども、母子手帳の電子化ということで質問したときに「検討しま

す」「いい方法ですね」と言いながら、「まだ検討中です」ということなので、それならそ

れなりに時間かかる「何月ころまでにやります」とか、「何年度には考えてみたい」という

ようなことで答弁来れば、それはそれで努力していただいているんだなということはわかり

ますけれども、しっかりとその答弁に対して責任持っていただきたいなということでありま

す。 

  これでやめますけれども、デマンドバスなんかも非常に、試行しましたけれども全然わから
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なかった人たちいっぱいいるわけで、多分町長さんも入っていると思いますね。ですから、

「バス来たんだけれども、乗れなかった」「あんた、そういうことで申し込まれていません

よ」ってバス見送った人が何人もいるって聞いていますから、そういうところはきちっと対

策を考えて、住民サービスしていただきたいなと。経費を抑えながら、サービスしていただ

きたいということを申し上げて、終わります。 

  ありがとうございます。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） デマンドバスについて今担当で検証しておりますので、後ほど検証した

ものについては議会のほうにお知らせしたいというふうに思います。 

  ただデマンドについて、今議員からお話しがあったように、いろいろデマンド地域を歩いた

ときに、やっぱり知らなかったという、私たちが使えるんだかどうだか知らなかったと。そ

もそも何で乗らないのという話になるんですね。そういう捉え方の感じがちょっとうまくい

かなかったのかなというふうに思います。これも本当は実験だからいいと言えばいいんでし

ょうけれども、こういったことは今度逆にまたデマンドをやる場合にはきちっと検証してや

っていきたいと、このように思います。 

○11番（菅野良雄君） だから、もうわかりました。ありがとうございます。 

○議長（阿部幸夫君） 菅野良雄議員の総括質疑が終わりました。 

  皆様にお伝えいたします。本日の会議時間は、総括質疑に時間を要していることから、あら

かじめ会議時間を延長することをお伝えいたします。 

  次に、質疑ございませんか。４番赤間幸夫議員、登壇の上質問お願いします。 

○４番（赤間幸夫君） それでは時間も押し迫っていますので、早速に平成31年度施政方針に対

する総括質疑をさせていただきたいと思います。 

  毎度のことでありますが、例年この時期になりますと東日本大震災から何年、何年と、今な

おもって大変な思いでおられる方々がまだまだおられるということから、我が松島町もこの

震災からの教訓を再確認しながらも一刻も早い復興をなし遂げ、震災以前にも増して災害に

強い安全で安心な松島を目指していかなければならないんだなと、新たな決意をするところ

であります。 

  今回、平成31年度の施政方針に対する総括質疑でありますが、最初に平成31年度一般・特別

会計、さらには企業会計予算規模は、平成31年度の施政方針４ページに既に記載のとおりで

ありますから、この点から町長は「効率・効果的行政運営を今後も徹底して、事業の選択と



８０ 

 

集中を図り、町民が将来に希望を持ち、安心して暮らせる松島の実現に全力を尽くす所存で

あります」と述べておられます。 

  これまで私以外に４名の議員さん方が、こういったところに触れられて、町執行部から町長

の答弁をいただいているわけでありますが、細かな予算審査部分については今後の委員会に

委ねるとして、まず１点なんでありますが、昨年夏でありますけれども、６月下旬ごろから

７月中旬にかけて町では各行政区との行政懇談を実施されています。町民の代表の皆さんか

らの声をどのように町は受けとめ、厳しい財政状況を背景として今回平成31年度の予算編成

をされてきているのかというところであります。 

  まず、施政方針にうたわれている長期総合計画の施策体系に沿った主な施策の中で、町長は

基本の施策として５本の柱をもって述べておられるわけでありますが、そういった施策を中

心に長期総合計画にうたわれた主要な施策ですね。それらについて現在町長自身がどういっ

た姿勢で臨もうとしているのかを、まず第１回目にお伺いいたします。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） 昨年、各地区12行政区の役員の方々を主に中心に懇談会を開かせていた

だきました。その内容等については、今町が今後考えることについて「こう考えています」

ということで、あらかじめこちらから何点かを取り上げてお話しさせていただきました。そ

れらについての一つ一つが、この５つの項目の中に入っておりますけれども、それらの施策

に対する町の考え方、それに対して地域の要望等を取り入れながらの懇談会というふうにな

っています。 

  また、財政が厳しいという話もさせていただいておりますので、地域からの要望については

全てすぐには取り上げられないという話もしておりますし、施設の統合等もこれからやって

いくという厳しいお話も、実はこの役員の皆様方にお話しはしております。 

  そういった中で、新たな年度を迎えての今回の予算編成というふうになっておりますので、

各区最低限１つは、これ余りよろしくないかもしれませんけれども、最低限の要望を１つは

取り入れるということで、予算の中には反映されております。 

○議長（阿部幸夫君） 赤間幸夫議員。 

○４番（赤間幸夫君） 例年のことでありますから、財務担当のほうでは当初予算編成方針、先

ほど副町長もお答えになっていましたけれども、予算編成方針に選択と集中を中心として、

今の町の厳しい財政状況を受けて、そしてこれまで委託等で公共施設等管理計画なりいろい

ろな計画を立ててきて、それに基づいて今年度の予算編成がなされてきている。今町長が答
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弁されたように、各行政区からの優先性の高いものやら、あるいは安全・安心のためにはど

うしてもその各行政区の特色を生かして、要望された点も踏まえて今回当初予算に編成作業

上折り込ませていただいたという答弁内容かというふうに理解します。 

  それでお伺いしたいのは、町が今後１年間この行政運営をしていくに当たっての行財政改革

推進という立場で、各それぞれの課が一般会計・特別会計・企業会計がそれぞれ事務事業評

価をされて、平成31年度予算編成に臨まれて、今回の提案となっているんだろうと思います。

当然、１年間過ごしていく過程の中において事務事業、前年度の評価なりされた上で、翌年

度への目標を掲げて進むんではないのかなという思いで私は理解するんですが、そういった

点について町のほうの取組姿勢をお伺いしておきたいと思いますが、いかがですか。 

○議長（阿部幸夫君） 熊谷副町長。 

○副町長（熊谷清一君） その辺の事務評価なんですが、平成30年度を受けてやれば本当はよろ

しいんですけれども、平成30年度の後半、今３月ですけれども、具体的な平成30年度の成果

がどうかということを踏まえて平成31年度に予算を反映したかというのは、ちょっと継続性

のものについてはそれはお話はできるかと思うんですけれども、やっぱりそうでないものに

ついてはまだ細かい検証はしていません。 

  ただ、基本的な考え方は前にも申したように実計の中とか、そういう中を踏まえて平成31年

度をやる。平成31年度の事業の中でも政策的に「こういうことはこうしますよ」という柱的

な事業というのは、ある程度もう決まっています。ですから、その事業をする上で平成30年

度の事業の見直しというのが当然予算ベース、11月ごろにはその辺の方針と考え方の整理を

するように、そういう話をしながら進めているということであります。 

  ですから、ちょっと平成30年度を平成31年度に見直しての成果というのは、なかなか難しい

ところがちょっとある。それでの予算組みは限定されたものに限っています。 

○議長（阿部幸夫君） 赤間幸夫議員。 

○４番（赤間幸夫君） 長期総合計画から実施計画という形で、３年毎ごとでのローリング、あ

るいは毎年毎年ローリングして「スクラップ＆ビルド」ということで、今答弁いただきまし

たけれども継続性のある事業はさらに継続を確認しながら進めていかなければいけない。新

規の事業については、厳しい財政状況を受けてなかなか算入させることは難しいんだろうな

というふうな状況でお伺いしています。 

  先ほど菅野議員さんの質問の中で、経常収支比率のお話しがありました。ざっと見て九十五

点何％、そういった数字になってきますと、自治体の財政運営の目安とされる経常収支比率
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８割以内でやっと町長が町長として政策予算というんですかね、政策執行、あるいは公約上

でうたった内容を手がけていけるというふうに、物の本によっては描かれているわけであり

ますが、現在５％にも満たない政策的な部分に係る予算、税収等の見込みとかあらゆる収入

財源、一般財源も含めてでありますし、財政調整基金等の取り崩しなんかも図ってみて対応

するということでありますけれども、平成31年度の予算規模を見ますと95億円くらいの数字

になっていますからですけれども、財政調整基金の震災交付金からの派生した部分を除くと、

先ほどこれまた副町長の答弁だったと思いますが、４億七、八千万円程度の財調基金が残っ

ているよという話でありますが、その倍近い95億円に対してやはり９億5,000万円、10億円近

くの財政調整基金をもって財政運営をしていかないと、なかなか難しいかじ取りを強いられ

るんだろうなというふうな思いでありますが、その辺についての捉え方として町長どうでし

ょうね、単年度でこれを求めるわけにはなかなかいかない。少なからず中長期的に捉えて松

島町の財政好転策として行財政改革推進を進めていくという考え方についてはどうなんでし

ょう。考え方をちょっとお伺いしたおきたいのですが、決意も含めてですが。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） 今も経常収支比率についてお話しありましたけれども、確かに松島町は

95と高い。中には100を超している自治体もあるということであります。ただ、これを一気に

下げたい、下げるとどうなるかというと、多分サービスが行き届かなくなって、いろいろな

問題が出てくるんだろうというふうに思います。そういった中で、やはりそれはそれとして

も、お金を借りている起債の借入金の利子の返済等についてもできるだけ安いところ、安い

ところといったところを考えながらやるとか、施設管理についての考え方を改めるとか、そ

ういったところは思い切ってやらないとだめだと思います。 

  今回の方針の中で、観瀾亭の設備利用についてもうたっておりますけれども、これから検討

するんですけれども、あれを何で検討するかというと、あそこに町はもうお金をかけたくな

い。あそこの売上収入で、できたらあそこを運営できればいいなと、そういう私の淡い気持

ちがあります。そういったことができれば、そこにかかった経費というのは別なものに回せ

るとかですね。いろいろなことをやっぱり考えていかないとうまくないと思います。私は極

端なことを言うと、三十刈は全部有料駐車場にしたいと言っているぐらいなので、それは今

とめられていますけれども、そういったことで町に何とかして金を上げたいというのが本当

に正直なところでありますけれども、いろいろ詰めるところは詰めながら、ただ手は打たな

いと次の年に入らないので、土地利用についても駅の問題もバリアについても、やることは
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きちっとやって財政運営をやっていきたいというふうに思います。 

○議長（阿部幸夫君） 赤間幸夫議員。 

○４番（赤間幸夫君） 今駐車場絡みの話が出たからですけれども、まだまだ松島町の行政運営

していく中で、今三十刈の駐車場とかいろいろ出ましたけれども、例えば観光行政の部分で

の持論として私いつも思うんですが、県の財産だということでありますが、かなり観光客の

皆さんがあの辺開放してもらったら、無償で松島が県から借り受けて、そのかかる経費は町

が県に対して負担をかけたとしても、海岸エリアから発生する購買等を含めた収入をもって、

ある程度の収入見込みを松島に呼び込むことも可能ではないかなというふうに見ているんで

すけれどもね。そういったところも、やっぱり一方では考える必要に迫られているんではな

いかなと思っています。 

  県と松島町の関係で、そういったところもひとつ掘り下げて検討いただくようにお願いして

おきたいなと、これは要望でありますけれども、そういったところも見せていただけたらあ

りがたいなと思います。 

  それから昨年、これは当時の財政課長なんでございますが、財政見通しとして震災前に近づ

いているというふうな状況からも、公会計制度を導入すると財政の見える化が図られ、他の

町等の比較か容易になりますよと。さらには、公共施設等の総合管理計画を策定したことか

らも、その施設の管理運営といわゆる先ほど来から何度か話し出されているわけであります

が、施設の重複している部分の活用策というんですかね。あるいは、これは一概に廃止とい

うことにはなかなかなり得ない部分もあろうかと思いますけれども、そういった点でも財政

状況をより好転させるための見通しがつけられるのではないかということであります。 

  松島町、なかなかこれまで財政計画示してほしいなという思いの中でなかなか出し得ていな

いというのが、今の財政状況全般を見ての絡みから、毎年毎年大変な思いでの財調取り崩し

によっての予算編成を強いられているんだろうなという思いで見ていますから、そういった

ことが原因して財政計画が示し得ていないんだろうなというふうに思っていますけれども、

そういった点できるだけ早い時期に、財務担当のほうではそういった関係所管課と企画サイ

ドになりますかね、そういうところを詰め合わせしながら、できるだけ町長・副町長交えて

私ども議会のほうにお示しいただくような方向を考えていただけたらありがたいんですけれ

ども、来る平成31・32年ですか、長期総合計画の後期計画という形で町民の皆さんにアンケ

ート実施したり何なりする中で、当然総合計画と財政計画はリンクした形で進まないと説明

責任というんですかね、そういったことが果たせないと思っていますから、そういったこと
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も見据えて対応いただきたいという思いですが、いかがですか。 

○議長（阿部幸夫君） 熊谷副町長。 

○副町長（熊谷清一君） 今言われたように、うちのほうは財政計画なかなか出せないところが

あります。そうした中で、実験の中で３年ぐらいのローリングでという話で、今度長期総合

計画の後期分、今言われたようなところが今度逆に関連してくるよということになりますの

で、実施計画と後期分のほうがリンクしていかなくちゃいけない。それとあわせて、今言っ

た公会計、財務諸表の話、これらも全てある程度リンクできるようにしていかなくちゃいけ

ない。できるかどうか、難しいところもありますけれども、そういう感じでこれからの計画、

広域的な考え方はやっぱりそういう面でちょっとある程度リンクしていかなくちゃいけない、

そういう計画になっていかなくちゃいけないというふうに認識しております。 

○議長（阿部幸夫君） 赤間幸夫議員。 

○４番（赤間幸夫君） できるだけそういった考え方というんですかね、姿勢はやっぱり職員の

皆さん全員で共有されて、町の財政関係、あるいは自分たちがやりたい施策を町長に向けて

提言というんですかね、要望したりできるような財政運営環境に近づけていけたらなという

思いでありますので、その辺も見据えて町長がかじ取りを勘案していただければありがたい

なという思いであります。 

  それでは次に移りますが、質問の２点目になります。これは、施政方針の４ページから６ペ

ージに書かれておるわけですけれども、「心地よく元気な暮らしを支えるまちづくり」に係

る主な施策部分ですけれども、まず最初第１点目、下水道についてお尋ねしておきます。 

  下水道の中のいわゆるＤＩＤ区域、人口集中区域以外の部分の調整区域に当たる部分になろ

うかと思いますけれども、あるいは住宅密集区域というんですかね、そういったところに関

する下水道整備計画、おこがましいですが私の住んでいる初原地区のようなああいう連担し

たところですね。県道あるいは町道に沿って連担して、あの範囲だけで見ますと下水道の整

備は効率よく進められる範囲だと思うんですが、震災の影響もあって途中で切れていますけ

れども、あれの延長を策とかですね。例えばですけれども、そういったことについての捉え

方について町はどう捉えていますかね。 

○議長（阿部幸夫君） 熊谷副町長。 

○副町長（熊谷清一君） 後ほど水道事業所の所長のほうから詳細的な考え方は説明させますけ

れども、基本的に調整区域というか、議員おっしゃったエリア、これも全体的な認可区域の

中に入っています。ただ、ちょっと整備の手法が震災以降で、整備区間としてはちょっとお
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くれたということもあります。あとはＤＩＤ、そっちの地区もあります。そういう整備手法、

今後の進め方について水道事業所の所長のほうから説明させます。よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（阿部幸夫君） 岩渕水道事業所長。 

○水道事業所長（岩渕茂樹君） 今初原地区の延伸の部分ということでお話しをいただきました。

今副町長からお話しありましたが、震災で中断している状況にございました。ざっくり申し

上げますと、ことしご審議いただく予算の中から途切れた部分からの延伸につきまして、設

計のほうから順次進めてまいりたいとは思っております。もちろん進める方法とすれば、上

流からするというわけにはいきませんので、当然下流側から順次進めていくということで、

設計をしながら工事を進めていくという形で順次行っていきたいというふうに考えていると

ころでございます。 

  以上でございます。 

○議長（阿部幸夫君） 赤間幸夫議員。 

○４番（赤間幸夫君） ありがとうございます。 

  次に道路でありますが、道路特に県道仙台松島線、通称利府街道と言われている松島中学校

から利府と松島の行政境になります赤沼地区までの間で、年間50件以上の交通事故、物損・

自損等中心でありますが、発生しているという状況。先日も、つい２週間までなっていない

かな、桜渡戸地区で大型トレーラーが横転して、８時間近くになりますかね、７時間ちょっ

とくらいだと思いますけれども、道路を遮断して大変な渋滞等を招いたというふうなケース

の事故なんかが発生しています。 

  それでお伺いしたいのは、あの県道仙台松島線の町からの県土木事務所なり県の土木部への

アプローチ、あるいは県知事等へのアプローチというかお話し合いとか、町からの要望等を

踏まえてどんな状況でしょうか。かなり長い時間経過してきていますよね。この何とかしな

きゃないという課題を持ってから。その辺、ちょっと松島区域の部分でお願いします。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） 今、いろいろ担当の建設課のほうで整理しながら、実はアプローチかけ

ていますので、それらについては課長から答弁させます。 

○議長（阿部幸夫君） 赤間建設課長。 

○建設課長（赤間春夫君） まず仙台松島線になりますけれども、それの改良要望等々は国道

346号整備促進期成同盟会等の各同盟会等で要望しているところであります。また、町長とか
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年末年始の挨拶とか、年度初めの挨拶とか行っているときにも、土木部長に直接お願いして

いる状況となっております。 

  その中の回答といたしましては、仙台松島線全体的に町の要望では狭いという形で「広げて

ください」、あと「歩道を設置してください」、あと「交差点の改良をお願いいたします」

という形でしておりますけれども、基本的に道路の幅員については今のところ満足している

という回答で来ているという形になっています。実際的には、路肩等々がかなり狭いような

状況になっておりまして、「それでも狭いんじゃないですか」という話しをしていきながら、

要望を続けている段階になっておりました。 

  あと初原バイパス、赤沼松島線も同様に整備をお願いするという形で、今のところは来てお

りますけれども、早急に仙台松島線等々の改良を実施するという形は、今のところない状態

であります。 

  以上でございます。 

○議長（阿部幸夫君） 赤間幸夫議員。 

○４番（赤間幸夫君） まあ、皆さん何度か通っておられるからおわかりだと思いますが、どう

も利府町の行政区内ではそれなりの整備が一定程度進んでおり、あるいは大郷町側も一定程

度進んでおり、そして東松島方面はそれなりに進んでおると。あるいは大崎市、鹿島台町等

も現場を見ると進んでいる。松島町内だけが少し取り残されているという状況にあると、国

道も県道も見ます。 

  そうすると、これは私の記憶であれですけれども、国道あるいは県道それぞれ協議会があっ

て、各自治体の首長さんたちを中心として、あるいは副町長さんたちとか副市長さんたちと

かお話し合いを年に１回なり、何年かに一遍とかという形でもやっていると思うんですね。

そうしたときに、もうちょっと松島もそういったところの交通安全対策、2,000日超えていま

すよね。これはもうなかなかない、こういう中でいろいろ調べてみますと。 

  そういった中で、この道路を維持していることに対して県はこの幅員で満足しているとか、

そういう答えは期待していないんですよ。ぜひとも改善、進める方向で強い要望を町長、こ

こはお願いしておきたいんです。早めにお願いしたいと思いますけれども。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） 346号の問題もありますけれども、１つは初原バイパスをどのように延

伸するかのスピードアップだと思うんですね。なかなかこれが進まない。もう１年以上前に

なりますけれども、利府の前鈴木町長のときに松島と利府の道路の接続についてもう少し両
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町で話し合いをしようという場を設けさせていただいて、こちらから利府町に建設課長を初

めスタッフでおじゃまをしてお話し合いをし、その後ずっと継続しております。それは、実

は有料道路の松島インターから三十刈のほうに入ってくる道路、赤沼線の道路が線型が悪い

と。あれをきちっとした線型にしていただいて、できたらば今町道ですけれども、県道に格

上げしてやっていただけないだろうかというのを、両町の要望として出しております。そう

しますと、初原バイパスとスムーズにつながるだろうと。 

  それから、もう一つ私たちのほうからお願いしたのは、どうしても松島の観光エリアは土日

混むことになりますので、浜田から赤沼に行っている、これも利府の町道なんですけれども、

これも県道に格上げしていただいて、そちらの県道と赤沼からこちらに来る県道とで結んで

いただいて、交通規制が緩和できるようにしていただけないだろうかということのお話し合

いが実はついておりまして、両町の共同の申し込みということで今かかわっております。こ

れが、去年３月熊谷町長誕生しておりますけれども、熊谷町長ともお話し合いしております

ので、今後これを継続して前に前に少しプッシュしていきたいというふうに思います。 

○議長（阿部幸夫君） 赤間幸夫議員。 

○４番（赤間幸夫君） ぜひともよろしくお願いしたいと思います。 

  それから、ちょっと公共交通にかかわってお尋ねしたいと思います。先ほど菅野議員さんが

デマンド方式の実証実験の部分でお尋ねしようとして、後から質問される議員に配慮してく

れたのかもしれませんけれども、その辺私のほうからもうちょっと掘り下げて聞かせていた

だきたいと思います。 

  今回、松島の北部地区を中心としてデマンド型運行方式、公共交通方式を実証実験されたわ

けですけれども、その実証実験の成果というんですかね、それを見て平成31年度の当初に間

に合わなくても、本格実施方向にこぎ着けようとするのか、あるいは今回のデマンド型方式

を実証実験したことによって、北部だけじゃなくて西部というんですかね、よく聞かれるん

ですけれども「初原・桜渡戸地区はダイヤ数が減ったんではないか」とか、あるいは「少し

使い勝手が悪くて、ダイヤ改正等が公共交通機関、特にＪＲ線との連携が悪くなっているよ

ね」とかという話をされるわけなんですけれども、そういった部分も含めてデマンド型の実

証実験から派生する今後の取り組みについてちょっとお尋ねしておきますが。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） 先ほど菅野議員のお話、手短になって申しわけなかったんですけれども、

実証実験の結果を、12月までやったデータを今担当のほうでまとめている段階でありまして、



８８ 

 

きょうまだ３月５日ですか、そんな関係で日数もなくてまだまとめ切れていない。３月末ま

ではまとめたいというふうに担当申しておりますので、まとめたら議会のほうにお示しした

い。実証実験の結果、やるかやらないかというのは、そこからだと思うんですね。ただ今総

務のほうでは、総務課長のほうで多分利用者の人数等は把握しているかと思いますので、こ

の３カ月間でどのくらいの人数使われたのかだけは、ちょっと報告させます。 

○議長（阿部幸夫君） 千葉総務課長。 

○総務課長（千葉繁雄君） まず、登録者数のほうから申し上げますと、人数的には195人で97

世帯の方が登録をしています。実際、予約がなければ運行していませんので、運行日数とし

ては73日です。利用の延べ人数になりますが、645人です。議会報告会の中でも、「ちょっと

予約が面倒だ」とかという声もあるんですが、一方で短時間で目的地に行けるとか、そうい

ったメリットの部分のご意見もありましたので、その辺を含めて今後整理していきたいとい

うふうに思います。 

  以上です。 

○議長（阿部幸夫君） 赤間幸夫議員。 

○４番（赤間幸夫君） わかりました。よろしくその辺、お願いしておきたいと思います。 

  それから、明治潜穴公園のリノベーション事業が現在県のほうで進んでおりますけれども、

これはたまたま改良区さんからのお話として何度かいただいているんですけれども、あそこ

の潜穴の高城川のいわゆる地下方式になっている部分の天井等が破損して、張り物が落石し

ているんではないかとか、あるいは高城寄り側で出口のほうで震災あったときに崖崩れを起

こしたものが川に落ちていて、堆積しているんではないかということから、ちょっと大水に

なったときに品井沼方面まで水かさが通常の豪雨では上がらないけれども、あちらでは上が

るんではないかという懸念が予測されているという点から、ぜひとも松島町を通じるなりし

てこのリノベーション事業絡みで、何とかその辺の調査をしていただき、場合によっては再

浚渫というんですか、そういったことも描いてほしいんだというふうなお話も聞いているわ

けなんですけれども、その辺の情報は町には伝わっていますか。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） 今議員がお話ししている、例えばあそこの長松園の入り口の左側の崖崩

れだと思いますけれども、そういったもののハード事業に関してはこれはリノベーションと

はまた違う内容だと思うんですね。リノベーションはこれはあくまでも県の事業で、土木課

が中心になってやっておられますけれども、正直言ってこの間ある地区の総会に行ったら、
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「あそこのリノベーション事業、町長、桜の木１本植えて、終わっているんじゃないか」と

いう話もされております。確かにある程度背の高い桜の木は植わっておりますけれども、そ

のほかなかなか進んでいないということでありますけれども、一応担当のほうに聞けばトイ

レの改修とかこれからやっていくということでありますから、そういったものについては今

後散策路の整備も含めてやっていかれるというふうに聞いております。 

  今議員が最初に言った崖崩れ等に関しましては、これは鶴田川の土地改良区の理事長のほう

からのお話を受けておりますけれども、一応これ間違ったら建設課のほうで答弁してほしい

んですが、でも最初から建設課に振ります。よろしくお願いします。 

○議長（阿部幸夫君） 赤間建設課長。 

○建設課長（赤間春夫君） リノベーションの関係なんですけれども、町長話したとおりリノベ

ーションと落石のほうはまた別物という形で考えていただければと思います。落石に関しま

しては、町のほうでも県のほうに要望させていただいております。あと、こちらは江合・鳴

瀬・吉田川水系改修促進期成同盟会という、大和・大衡・富谷・松島・大郷あと大崎・東松

島という形で加盟する協力団体でございますけれども、そちらのほうの要望のほうで宮城県

のほうに、「そこも含めまして撤去お願いします」ということでお願いをしているところで

す。 

  あと、そちらのほうの鶴田川部会というのがあるんですけれども、また個別の部会のほうで

も鳴瀬川沿岸土地改良区の理事長のほうからこの辺直接要望等々ありますので、あと町から

もお願いする部分がありますので、その辺は宮城県の仙台土木事務所の河川になりますけれ

ども、そちらのほうでも十分承知の上ということで考えていると思います。町のほうも、今

後この辺要望して、協議を進めていきたいと思っております。 

  以上であります。 

○議長（阿部幸夫君） 赤間幸夫議員。 

○４番（赤間幸夫君） 今公園のリノベーションと水害軽減策としての高城川絡めてお話し差し

上げましたけれども、これはどちらも宮城県の事業として取り扱いが可能だろうという点で、

一緒くたに捉えました。仙台土木事務所さん管内にある部署間でもそういったお話し合いが

できるわけですから、そういったところも通じるなりして対処いただいたらありがたいなと

いう思いでお話しさせていただきました。 

  それともう１点、ここの部分については最後になりますが、水族館跡地に係る整備、民設民

営に係る集客体験型の施設整備についての動きとして、2020年春ですかオープン見込みで進
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んでいるやに聞いておりますけれども、町としての情報で今現在、実は最近でしたけれども、

あの辺の商店のほうで「せっかくこれだけ観光客の皆さんがふえてきているんだから、あそ

こを何とか活用、一時的でもさせてもらえたらな」というお話しされているわけなんですけ

れども、その動きと相まって今どう動きが出ているのかなというところの情報をいただけた

らという思いで、質問させていただきます。よろしくお願いします。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） 民設民営で株式会社丸山さんがやるということになっておりますけれど

も、この間名称が「松島離宮」というふうに名付けられたようであります。この間２月に、

実は丸山さんが株式会社のほうで来て、石田沢のほうで説明会を開いております。その内容

等については、企画課長のほうから答弁させます。 

○議長（阿部幸夫君） 佐々木企画調整課長。 

○企画調整課長（佐々木敏正君） 松島水族館の跡地利用につきましてお答えします。 

  先月、２月に株式会社丸山さん、またあと宮城県の観光課のほうが共同開催しまして、石田

沢で松島海岸地区における工事の説明会を開催しました。その中身の中で丸山さんのほうか

ら、ことしの３月以降建築業者のほうを決定しまして2020、来年2020年の春には開業を目指

したいというところは、説明会の中でお話しをいただきました。 

  以上でございます。 

○議長（阿部幸夫君） 赤間幸夫議員。 

○４番（赤間幸夫君） どうもありがとうございます。そういうことであれば、進んでいるとい

うことで。 

  次に最後になりますが、３点目であります。「豊かな地域で仕事・暮らしがつむぎ合う心か

ようまちづくり」ということで、施政方針の15ページから17ページにかけての部分でありま

す。 

  このページに描かれております主な施策として、商工・観光・農林・水産・定住促進等々、

行財政に至るまでの部分でありますが、ここでまとめて数多くの議員さんが触れていますか

ら、私のほうからはこういったものが町としての喫緊の課題としてスピード感ある取り組み

としての部分と、それを担保する町側の体制ということで、どのような体制を組めるのか、

組もうとするのか、そういったところも含めてお答えいただけたらなという思いですので、

よろしくお願いいたします。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 
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○町長（櫻井公一君） 15ページ「豊かな地域で」ということでありますけれども、これは企業

創業からずっと始まって産地づくり云々までいくんだろうと思いますけれども、まず１つは

今手がけているものについて、完成間近なものについてはできるだけ速やかに完成できるよ

うにしていかなくちゃならないものが１つある。それは、やっぱり一番最後に記載されてい

ますけれども手樽地域でやっている基盤整備事業、これは４月末で引き渡しになって５月１

日から地権者に返すということになっておりますので、これがスムーズに行えるように町と

しても側面から協力していきたいというふうに思います。 

  それから、あといろいろここに書いておりますけれども、今工事をやっているものについて

ですね。不来内の排水機場などもありますけれども、それらについても早急な完成を見て、

やっていきたい。取り組んでいるものについて、今新たにまたこういう組織をつくってとい

うことはありませんけれども、担当課ともしくは担当者と連携を密にして、今後なお一層進

めていきたい、このように思います。 

○議長（阿部幸夫君） 赤間幸夫議員。 

○４番（赤間幸夫君） ありがとうございます。若干早口で走りながらで申しわけなかったんで

すが、今町側の平成31年度の施政方針に関しての考え方、るる聞かせていただきました。各

議員さんとダブる部分は極力避けて、その答えだけはいろいろとメモさせていただきました

が、今後１年間のいろいろな議会活動に議員さんたちみんなで話し合いながら、議会は議会

としての立場から、また執行部といろいろ詰めをしていけたらなという思いであります。 

  以上で、私からの施政方針に対しての総括質疑を終わります。どうもありがとうございまし

た。 

○議長（阿部幸夫君） 赤間幸夫議員の総括質疑が終わりました。他に質疑ございますか。 

  いますので、休憩に入りたいと思います。 

  再開を４時35分とします。 

     午後４時２２分  休 憩 

                                            

     午後３時３５分  再 開 

○議長（阿部幸夫君） 会議を再開します。 

  ６番片山正弘議員、登壇の上質疑願います。 

○６番（片山正弘君） ６番片山です。総括質疑に参加させていただきたいと思います。 

  もう既に皆さんが質問されておりますので、なるべくダブらない点と、それからもうお話し
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されたことについては省いて質問させていただきたいと思います。その中で、３点だけに絞

って簡潔に質問させていただきますので、答弁も簡潔に、明朗にお願いしたいとそのように

思いますので、よろしくお願いいたします。 

  まず、第１点であります。歳入が多く望めないという状況だというふうに、町長の施政方針

には述べられているわけでありますが、多くの皆さんがこれに関しては質問されているわけ

であります。その中で、私は角度を変えてやっていきたいと思います。まず、町の財産の貸

し付けや住宅入居などの契約に伴う連帯保証人についての対応策であります。この件につい

て、今町としてはどのように考えているのでしょうか。 

  どうしてこれを質問するかというと、大体９月の決算になりますと不納欠損で何度かお金を

不納欠損にしているという問題もあります。これも貴重な財源でございまして、また貴重な

町民の税金でもあるわけであります。その辺を踏まえて、連帯保証人についての対応をどう

考えているのかをお伺いしたいと思います。 

○議長（阿部幸夫君） 熊谷副町長。 

○副町長（熊谷清一君） 町で連帯保証人に係るものというのは、今ちょっと例で家賃とかとい

うお話がありました。その基本的な考え方は、その項目、項目については連帯保証人の考え

方とか取り決めって、ちょっと明記しているものとしていないものがあります。ただ、基本

的に町としての連帯保証人、条例やったものはちょっと除きますけれども、家賃なんかにつ

いては昔は保証人、あとは連帯保証人と変わってきているわけですけれども、基本的にそう

いう保証については納税者であって滞納者でない、その辺のところを保証人という考え方で

す。 

  この取り組みでありますけれども、具体的な取り組みはやっぱり住宅であれば住宅の取組状

況について、後ほど建設課長からお話しさせますが、基本的にはまず保証人にいく前に、実

際住まれている方がどういう状況なのかというところが一番大事。能力があって納めない、

なくて納めないとか、いろいろ条件があります。保証人にいく場合は、結構経過としては随

分足どりを踏んでから保証人にいくという感じになります。そういう考え方で、まず取組状

況について建設課長から報告させます。 

○議長（阿部幸夫君） 赤間建設課長。 

○建設課長（赤間春夫君） 町営住宅使用の滞納者につきましては、今９名ほどおります。額と

いたしまして350万円ほど滞納となっておりますけれども、まず町での取り組みといたしまし

ては、先日お話しをさせていただきましたが、当該年度分は確実に入れていただくように、
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お支払いいただくように考えております。その上で、生活とかをいろいろ考えながら、前年

度分とかその前の分を分割ででもお支払いいただくようにということで考えておりまして、

現在のところは滞納者のところまではいっていないという状況になっております。 

  以上でございます。 

○議長（阿部幸夫君） 片山正弘議員。 

○６番（片山正弘君） これは、財産の貸付金とか住宅の入居等も含めて保証人というのをつけ

ているわけであります。このときに、契約に当たっての保証人の確認はどのようにしている

のか。そのときには、先ほど副町長が言ったように滞納していない方とか、そういうことを

含めて選んでいるんだということでありますが、実際に保証人確認はどのようにされている

のでしょうかね。実際に契約書の中に、例えば町営住宅に入ろうとした方が連帯保証人をつ

けた段階で、契約者同等以上の支払能力のある方が基本だろうと私は思っております。その

中で連帯保証人をつけるときに、本人等の確認はどのようにされているのでしょうか、お伺

いしたいと思います。 

○議長（阿部幸夫君） 赤間建設課長。 

○建設課長（赤間春夫君） ちょっと訂正させてください。先ほどの滞納者の数ですけれども、

11名でございました。 

  連帯保証人につきましては、滞納が入居しているときに確認する形になりますけれども、入

居を随分前にしている方とか、そういった方はずっと引き続き連帯保証人という形になって

おりますので、今のところ確認という形では行っていない状況となっております。ただ、新

規に入居する方の連帯保証人につきましては、そういったものはなるべく確認できる中で確

認するようにしております。ただ、連帯保証人本人とお会いするとか、そういった形はして

おりません。 

  以上でございます。 

○議長（阿部幸夫君） 片山正弘議員。 

○６番（片山正弘君） 私はね、この連帯保証人というのはすごい責任の重いことなんですよね。

ですから、実際に契約される方にはやっぱりこの連帯保証人になる方の重みを担当課はきち

んと説明すべきだろうと私は思いますよ。これは、永遠に本人の家族、孫、ひこ孫まで、そ

の方が亡くならない限りずっも続いていくわけですよね、連帯保証人は。責任の重さという

のは、ここにあると思うんですよ。 

  ですから、私はこの連帯保証人というのに対しての確認というは本人確認をし、「連帯保証
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人になった以上はこれだけの責任があるんですよ」「あなただけじゃないんですよ」「子供、

孫までいくんですよ」と。破産宣告しない限りはずっと続いていくわけですよね。ですから

こういうことを含めて、私は町の財政を今後見ていく上においては安定した財政を上げてい

くためには、こういうふうな連帯責任ということの保証人についての確認は十分にし、そし

て町の財政安定のために私はやるべきだろうと、そのように思うんですけれども、いまだに

今後新しい人には確認をしていくかもしれないというような、まだしたというふうな話は聞

いておりませんけれども、今後新しい契約等にとって連帯保証人の確認ですね。どのように

していくか、それだけお聞きします。 

○議長（阿部幸夫君） 熊谷副町長。 

○副町長（熊谷清一君） 連帯責任は、最初の方であれば当然これ確認をしなくちゃいけない。

さっき言った納税者であるかとか、どこにお住まいだかというのは、これはやっぱり確認し

なくちゃいけない。本人に会うかどうかというのはまた別ですけれども、確認しなくちゃい

けない。それから年月がたちますと、その方が健康でいらっしゃるのかとか、どういうふう

な状態にあるのかとか、その人に果たして連帯保証人としての能力あるのかどうかという、

入院されて亡くなったりする方もいらっしゃいます。そういう意味で、確認することもやっ

ぱり必要だろうというふうに思います。 

  そういう意味で、たまたま今住宅でありますけれども、連帯保証人の確認ということ、それ

はやっぱりきちんとすべきだろうと思っています。それで、担当課のほうでちょっと前はし

ていたはずなんですけれども、全部。今もしていると思うんですけれども、その辺のちょっ

と説明が足りなかったかなと思いますけれども、その辺のところはきちんとやっていきたい

というふうに思っております。 

○議長（阿部幸夫君） 片山正弘議員。 

○６番（片山正弘君） わかりました。連帯保証人というその責任の重さを十分に説明して、賃

貸、そして財産の貸し付け等については契約されることを望んでおりますので、よろしくお

願いいたします。 

  次に、２点目であります。市街化区域内の「住んでよかったまち」というか「住みよいまち

づくり」というふうに、一層の発展をするためにということで「町民の幸せのために」とい

うふうに町長の施政方針に載っているわけでありますが、この中で市街化区域内の町道の未

舗装について今どのように考えているのか。また、この優先順位についてはどのように進め

ているのかを、まずお聞きしたいと思います。 
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○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） 町道の未舗装については、建設課のほうで全て資料を整理しております

ので、その中からの優先順位をつけてやっているということであります。その資料等につい

ては、建設課長から答弁させます。 

○議長（阿部幸夫君） 赤間建設課長。 

○建設課長（赤間春夫君） 町道の未舗装箇所でございますけれども、こちらにつきましては全

部舗装していくという形では考えておりません。結局、生活に必要なところの舗装を実施し

ていきたいと考えておりまして、そちらは地元というか町民の方から要望がある箇所、区か

ら要望のある箇所につきまして優先順位を整理しまして、区さんと話し合いをしながら優先

順位により舗装を実施していきたいと考えております。 

  あと、複数の方が利用するところは、舗装は実施していきたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（阿部幸夫君） 片山正弘議員。 

○６番（片山正弘君） 市街化区域内にいてやっぱり下水の処理の排水路、または整備等につい

てやはり市街化区域に住んでいる方はそれなりの税金を納めているわけですよね。ですから、

都市計画税等については目的税ですから、それに沿ってやっぱり市街化区域内での町道の未

舗装については取り組むべきではないのか。それで、１人や２人住んでいる家の前というの

であれば、また優先順位というのがあるかもしれません。 

  例えば、松島第一小学校の上のあたりですね。普賢堂ですかね。あの辺の第一小学校の上の

あたりの舗装等については、前からこれは近くの方たちは望んでおります。しかしながら、

いまだにやっておりません。あるとき町のほうの執行残が出たら、そこを舗装する可能性も

あるかもしれないということですが、いまだに舗装されていない市街化区域内での未舗装は

大いにある。その中での優先順位が、区とかその地域の方の要望があればということであり

ますが、これは大いに要望されていることだろうと思います。私も、要望しているところで

もあるわけです。こんな中での優先順位というのは、どのように考えているんでしょうか。 

○議長（阿部幸夫君） 赤間建設課長。 

○建設課長（赤間春夫君） 優先順位になりますけれども、やはり町のほうでも一旦こういった

順番でやっていきたいということをカイカクしまして、区長さん等々に確認しながら順位を

つけているという形になっております。 

  以上でございます。 
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○議長（阿部幸夫君） 片山正弘議員。 

○６番（片山正弘君） そうすると、まず区のほうにそういう優先順位というのはお知らせをし

ているということでよろしいんですか。 

○議長（阿部幸夫君） 赤間建設課長。 

○建設課長（赤間春夫君） 直接的には全部見せるという形ではないですけれども、こういった

ところが優先順位１番とか、毎年箇所ってふえてくるものですから、その中でじゃあ「これ

が１番でよろしいですか」とかという区長さんとの話はしているところでございます。以上

でございます。 

○議長（阿部幸夫君） 片山正弘議員。 

○６番（片山正弘君） 区長さんさ教えて、議員さは教えないということですか、そうすると。

私たちにも、それは発表してもらえないんですか。 

○議長（阿部幸夫君） 赤間建設課長。 

○建設課長（赤間春夫君） 優先順位つけまして整理しておりますので、そちらのほうで見せる

ことは可能となっております。 

  以上でございます。 

○議長（阿部幸夫君） 片山正弘議員。 

○６番（片山正弘君） わかりました。では、この件については後で課長に言って、ゆっくり調

べさせていただきます。なお、この件については私たちの常任委員会でないんで、十分に担

当常任委員会で聞いていただいて、資料なども提出してもらえればいいのかなと、そういう

ふうに思います。ああ、うちのほうだったですね。済みません。 

  次に、３番目であります。学校の教育施設の管理基準なんですけれども、学校の校庭とか何

かの遊具とか、固定している遊具または移動する遊具等について、これは設置基準というの

があるんでしょうけれども、管理基準というのはあるのでしょうか。ちょっとここ、私わか

らないのでお聞きしたいと思います。 

○議長（阿部幸夫君） 内海教育長。 

○教育長（内海俊行君） お答えしたいと思います。私の知っている限りでは管理基準というの

は特になくて、遊具を購入する際にＪＩＳマークとかそういう形のマークがついているやつ

を購入して設置していると、私は認識しています。ただし、月１回安全点検というのをやり

まして、黙視でやったりあるいはトンカチでたたいてみたりというようなことで、遊具の安

全性を高めているところでございます。 
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  以上でございます。 

○議長（阿部幸夫君） 片山正弘議員。 

○６番（片山正弘君） 購入基準は、そういうふうなＪＩＳ規格とかそういうのであって購入さ

れているんでしょうけれども、そうすると１カ月に一遍とか２カ月に一遍、その遊具等の点

検をされているということでよろしいんですか。 

○議長（阿部幸夫君） 内海教育長。 

○教育長（内海俊行君） はい。確実に点検して、不備なところあれば修繕いたすということに

なっております。 

  以上でございます。 

○議長（阿部幸夫君） 片山正弘議員。 

○６番（片山正弘君） その点検したときに、これは安全だという判断は誰がなさっているんで

すか。 

○議長（阿部幸夫君） 内海教育長。 

○教育長（内海俊行君） 基本的には、先生方が安全点検を行います。ですから、専門家に最後

は見てもらわなきゃならないんですが、ただ１回目については先生方が確認します。 

  以上でございます。 

○議長（阿部幸夫君） 片山正弘議員。 

○６番（片山正弘君） そうしますと皆、安全とか安全でない、またはさびている、危険だとい

う判断は学校でなさっているということでよろしいんですか。 

○議長（阿部幸夫君） 熊谷副町長。 

○副町長（熊谷清一君） 遊具の全体的な管理の仕方について、ちょっとお話しをさせていただ

きたいと思います。 

  これは今ちょっと確認はしたんですけれども、学校の施設も同様かなと思います。遊具は、

設置するときは当然そういうちゃんとしたものを。それから、遊具についてはちゃんと法的

に１年間で定期点検しなさいというふうになっています。定期点検をして、大丈夫であれば

今確認したらステッカーを張るということであります。ただ、ステッカーを張るまでに至ら

ないものは修繕命令が、「こういうことで、修繕必要ですよ」と入ってきます。それに基づ

いて、町で修繕をかけていく。悪くなってだめになったものは、撤去ということもあります

けれども、それに基づいて対応を行う。これは、たしか教育委員会も同じかなと。同じ施設、

同じ点検をされていると思います。 
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○議長（阿部幸夫君） 片山正弘議員。 

○６番（片山正弘君） そうしますと、１年間は設置したほうに責任があるのかもしれませんけ

れども、あと検査、それを判断するのは学校ですよというふうに判断してよろしいんですか。 

○議長（阿部幸夫君） 内海教育長。 

○教育長（内海俊行君） 私のほうから、ちょっと漏れましたけれども、遊具点検業務委託料と

いうのでとっておりますので、遊具が使うのに危険とか、そういうのは判断していただく材

料をここでもらうという形になっております。 

○議長（阿部幸夫君） 片山正弘議員。 

○６番（片山正弘君） ただいま学校の遊具でさびているとか、さびて手を触れたらけがをする

ような、そういう箇所だって私は実際に見てきていますよね。そういうときに、学校の判断

として「これはまだ安全だよ」というふうに、「使用してもいいんだよ」というふうな判断

は、学校でされているんですか、そうしますと。 

  例えばですよ、固定しているものと言いましたけれども、松島第一小学校、教育長さん前い

たところですよね。あそこのバックネットなんかどうでしょうね、正常ですか。これ、今見

せます。これが安全基準として、私はバックネットそのものがあそこよく見ると固定してい

るものがブロック積んで、表面にコンクリートを塗って、もう全部さびているんですよ。こ

れは、うちのほうの委員会でも指摘しているし、私は何度か学校に行って見てきていますよ。

この前も行ってきました。本当に直っているのかどうか。この前うちの委員会のほうでも指

摘したんですが、そのときには「安全だ」というふうな回答をいただいているわけですけれ

ども、果たしてこの写真を見て安全でしょうかね。 

○議長（阿部幸夫君） 内海教育長。 

○教育長（内海俊行君） 再度私のほうでもう一度確認させていただいて、ということでよろし

いでしょうか。 

○議長（阿部幸夫君） 片山正弘議員。 

○６番（片山正弘君） これは、町としてもやっぱり財産管理のうちに、固定しているから財産

管理に入るんですかね。どっちなのかわかりませんけれども、固定してあるバックネット等

について、やっぱり町長も目を通して見てください、これ、どういうものか。これが本当に

学校教育の安全のために町長の書かれている「これからの未来の子供のために」というよう

なことに、果たしていいのかどうか。もし事故が起きて、さびてこれが転倒して何か事故が

起きたときには、遅いのではないかと私は思うんですよ。 
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  ですから、こういうのがほかの学校とか幼稚園、保育所等にももしあるとすれば、やっぱり

適正に町が関与して調べて、安全にすることが大切ではないのかなと私は思います。やっぱ

り、その辺を含めてこれからの町の施設、教育施設の管理基準というのを決めて、「これく

らいさびたならば、もう直さなきゃだめですよ」とか、そのようなのを学校だけに任せない

で、直接やっぱり町も教育委員会も関与して調べる必要があるんだろうと私は思いますけれ

ども、最後に町長の意見を聞きます。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） ちょっと私見解、詳しく調べていないからはっきりわかりませんけれど

も、施設整備と遊具の整備と分けて考えた場合に、教育委員会の教育長は遊具の点検等につ

いてお話しされたと思うんですね。バックネットは遊具の扱いなのか、施設なのかというこ

とになると思うんですけれども、私は施設に入ってくるんだろうというふうに思っています。

ただ、あそこで野球をやっている少年野球の親からも、「バックネットさびてきているぞ」

という話は聞いておりますので、今後ちょっと、私も現場ははっきり言って見ていません。

ですから現場見まして、どういう対応をされるのか。 

  ただ、今すぐに「バックネットわかりました」「全部やりかえます」というふうには言えま

せんけれども、最低限どこまでやればいいのかを確認して、早急な対応をとりたいというふ

うに思います。 

○議長（阿部幸夫君） 片山正弘議員。 

○６番（片山正弘君） やはり危険なものは早く、もし対応する、近くに寄らないとか、そうい

う何かのやっぱり措置は必要なんだろうと思います。いつまた大きい地震が来るかもわかり

ません。そういうようなことを含めて、やっぱり固定した施設であろうとも、管理は適切に

やるべきだろうと、そのように思いますのでよろしくお願いします。 

  それ以上もあるんですけれども、私もうこれでやめます。 

○議長（阿部幸夫君） 片山正弘議員の総括質疑が終わりました。 

  他に質疑ございませんか。13番色川晴夫議員。 

○13番（色川晴夫君） 済みません。 

○議長（阿部幸夫君） 簡単に。 

○13番（色川晴夫君） 13番色川です。皆さんお疲れだと思うんですけれども、疲れているとい

う声もありますので、私で７人目ということでございますので、あともう１人ぐらいいるか

どうかわかりませんけれども、ダブるところはあるかもしれませんけれども、その辺ご容赦
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いただきたいと思います。 

  まず１点目なんですけれども、施政方針の中に「人口減少などの課題の解決に向け、取り組

みを一層強化する」と、このような文言がございます。そういう中で、品井沼の地区の地区

計画が示されまして、櫻井町長になりまして本当に具体的に計画が動き出されたと、非常に

喜ばしいことであります。整備は、時間はちょっとかかりますけれども、今年度から始まる

ということで、60件ぐらいの家を造設するという目標とされております。ぜひとも、これを

成功させていただきまして、これに続く初原・愛宕地区の計画の弾みになればなと、このよ

うに思っております。 

  そういうことで、やっぱり心配なのは人口減少に歯どめがかからないということで、しから

ばどうするかということで地区計画から一生懸命取り組むというのはわかります。というこ

とで、特に農業・漁業の高齢化の担い手、後継者不足がますます深刻の度合いを深めている

ということは皆さんご承知だと思います。特に１次産業、新規参入者をふやすための方策を

立てなければならない。一番最初の質問の方が、いろいろな取り組みで若い人たちが松島の

ことを思い、期待をし、それで松島に住んでいろいろな分野で活躍しているということを伺

いました。非常にうれしいことであります。しかしやっぱり産業を担う、松島は１次産業、

昔から１次産業、今は３次産業になっておりますが、そういう松島の食をなくしては松島の

観光も何もあったもんじゃないわけです。やはりこれが、一番の基幹産業になっていくとい

うことは、もう皆さん言葉挟む余地はないと、このように思います。 

  そういう中で、このような生産人口をふやすためにはやっぱり住環境、それから職業訓練、

そういうようなもの、やっぱり生活の支えが必要。そして安定した収入を得なければ、こう

いう若い人たちも育ってこないと、このように思っております。そういう中で、さまざまな

対応をされておりますけれども、これは商業・観光も一緒でございます。そういう中でこの

人口の減少に歯どめがかからない、そういう対策を改めてどのように考えていらっしゃるの

か。 

  町長は、施政方針の中で「来期もこの次も町長選挙に打って出る。将来の子供たちのために

も、松島で努めていきます」というような言葉がありました。そういう中で、こういう根幹

の問題をぜひとも思いを述べていただきたい、このように思います。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） 少子化の問題については、本町だけじゃなくて全国的な流れが来ていて、

本町にも来ているということであります。ただちょっとこのごろ消費税の関係で、10月から
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消費税が上がるということで、早めに家を建てたいという方もいらっしゃるのかなと思って

見ていると、そこの城内ですか、紫神社の近くの入ったところですけれども、あの地区には

家がどんどんどんどん建っている。何か、若い方がどんどん来ているようだという話であり

ます。 

  そういったことで、松島町で土地がきちっと整備されていれば、家を建てたいという方、松

島に住みたいという方はいらっしゃるんだろうというふうに思っております。前に移住され

てきた方の人数もお話ししておりますけれども、そういう定住補助金等を今後活用しながら、

さらなる居住地にそういった方々が住めるようにこれからもＰＲしていきたいし、それから

もう一つは、これははっきりまだ言えませんけれども、高城町が少し空洞化してきていると。

それは何でかというと、空き家がどんどんふえてきているということもあるので、これらに

ついても真剣に前向きに取り組んでいかないと、あそこで何か災害起きた場合に大変なこと

になってしまうのではないか、そういう危惧しているところもありますので、そういった面

も含めて考えていく必要があるんだろうというふうに思います。 

  それから、１次産業にもう少し魅力を持っていただくようにということでありますけれども、

そういったことに関してもこの間２月の農業委員会、それから推進委員会との意見交換会を

やらせていただきましたけれども、松島の魅力をもう少し特化したものについて、町はもっ

とＰＲしてほしいということでありました。ですから、生産者と我々行政がもう少し一体化

して、米価は今国のほうでも「おいしい米は売れます」ということになってあれしています

ので、松島の米も結構消費が高くなってきておりますので、その辺はおいしい米ということ

でふるさと納税のほうに関しましても高い成果が出ているということでありますので、それ

以外についてもいろいろな作物に関して、これから町で一緒になってやっていきたい。 

  そういったことで農業に、生産コストがもう少し上がって、売上高が上がってくれば、もう

少し農業に魅力を感じて携わってくる方がいるのではないかなというふうに思っております

ので、そういったことを含めて今後考えていきたいというふうに思っています。 

○議長（阿部幸夫君） 色川晴夫議員。 

○13番（色川晴夫君） 若い人たちが城内に、確かに今町長言われるように城内、それから新し

いところの全部、天静会館の近くの裏側ですね、全て埋まったと。そういう開発をすれば、

場所があればそのように松島というのは駅がたくさんあるところで、そういうことで住みや

すいところだとこう、仙台も近いから。そういうことで、可能性が非常に秘められている町

ではないのかなと、そういうことであります。 
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  この１次産業についても、松島という海が浅いいろいろな状況の中で、カキのことし死滅も

あったということで、そういうことも水産試験場や何かと当然組合のほうでは何とか調べて、

東名ももう50％死滅している。非常に困ったという話も聞いておりますので、これ松島ばっ

かりじゃなくて本当に東松島も含めての対策、それがやっぱり将来の担い手、このままいき

ますと松島では今海岸は８人しかいなくなった。「もう来年やめっかな」と、そういうよう

な話ももう皆さん聞いていると思います。町長もとっくに聞いているかなと思いますけれど

も、「あと２年こういうふうにしたら、俺やめるよ」というようなことで、本当に松島の特

に漁業の関係が非常に困っている状況にありますので、今議員の中には２人漁業の専門家が

いますし、若いですから今後後継者づくりにいろいろな人に手伝っていただければありがた

い。 

  そういう中で米の生産も、今町長言われたように売り上げが上がらなければ、やっぱり私た

ち商売もみんなそうなんですね。売り上げが上がらなければ、やめていくんですよ。その売

り上げを上げるための方策をやっぱり考えていただいて、そして松島の人口減少の歯どめを

少しでも考えていっていただければと。 

  その中でふるさと納税という話、ありました。そして質問の中にも、先ほど地域づくり協力

隊というようなことがありました。きのう国会で、ちょっと帰ったら国会やっていたんです

ね、予算委員会。そうしたら、この地域づくり協力隊の話をしていました。国のほうでは、

今後とも一生懸命応援していきますよというような取り組みでご答弁なさっておりましたん

ですけれども、やはり先ほど課長が取り組んでいきますというような前向きな答弁がありま

したんですけれども、本当にやるんですか。私２回やっているんですよ。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） 地域づくり協力隊と同時に、本当にやるのかということであります。２

回ほど前質問あったということは、色川議員のことをお話し申し上げて、なかなか言わなか

ったわけでありますけれども、実は本当にやるのかやらないかは、担当からはやるというふ

うに来ています。提案書というのが、実はここに来ているんですね。これは１月で来ていま

す。これは、地域おこし協力隊の導入のほかにいろいろあって、４項目について町とすれば

こういったものはどうなんだろうかということで、企画のほうで若い職員の意見もある程度

参考にしながら、こういったものを出してきております。その地域おこし協力隊の中にもい

ろいろな提案があって、先ほど言いましたけれども１次産業に特化したらいいのではないか

とか、それから仲人さん的なこともあるのではないかとか、いろいろ空き家バンク等を専門
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にやる方がいるのではないかとか、いろいろな項目がありますけれども、どちらにしても地

域おこし協力隊によって少しまちおこしを考えていく必要があるのではないかということで

あります。 

  本当にやるかやらないかは、来年の３月の予算に乗ればということだと思いますけれども、

一応私としてもこれについては何人やるんだと言われるとなかなか難しい面がありますけれ

ども、実はこれで一番問題なのは町がやりたくても受け入れる側がないとやっていけないと

いうことです。来た人を、じゃあどこにやるのかということがあると思うので、そういった

ことも踏まえながら相手方もちゃんと見つけてちゃんとお話し合いをして、じゃあこういう

ことだったらやっていこうかということを見出していく必要があるんだというふうに思いま

すので、今後３月定例議会終わったらいろいろなところでこのお話をして、「じゃあ、うち

のほうで受けるか」ということがあれば、新年度というか今新年度予算ですけれども、次の

ステップを踏んでいこうかなというふうには思っております。 

○議長（阿部幸夫君） 色川晴夫議員。 

○13番（色川晴夫君） ありがたいことで、今町長が「来年乞ご期待」というご答弁であります。

今まさに町長申し上げたとおり、受け入れ側がどうなのかということなんですね。ほかのと

ころは、やっぱりみんな受け入れ側の企業なり組合なり、そういうところで人手足りないと

か、まずそういうことで、それでその中で起業していくというようなことがあるわけで、松

島ももちろん１次産業、そういう中、または私は商工会、そういう中でそういう人たちの判

断、私はあとは松島っていったらやっぱり観光、観光協会とかそういう中で一緒に観光を考

えてくださいと。それで、その中で最後には起業してくださいと、そういう観光の勉強もし

てくださいと。そういう中の取り組みも、いっぱいあるんではないのかなと、漠然として。

ホテルでもいいですよ、そうしたら、空き家を利用しながら「そういうホテル経営やりた

い」とはとか、そういう人がでてくるんではないのかなと、このように思っておりますので、

ぜひこれは前向きに検討して、ぜひトライしていただきたいと、このように思ってこの部分

は終わります。 

  それから、企業誘致ということで再三議員の皆さんも取り上げていただきました。去年12月

19日、町長は議長とともに東京次世代放射光施設計画（コウリションコンファレンス）に出

席したと。そういう中で、松島をＰＲしてきたと。そういう中で、そのときの反応はどうだ

ったのかということ、感触はどうだったのかというようなことをお聞きしたいと思います。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 
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○町長（櫻井公一君） 昨年12月19日に、議会の了解をいただきながら議長と２人で東京のほう

に行ってまいりまして、次世代放射光計画（コウリションコンファレンス）に出席してまい

りました。ここに来る自治体はこれまでの経緯があって、放射光を誘致した経緯もあって大

郷町さんと丸森町さんも出席しておりましたけれども、この間の12月19日は首長さんはちょ

っと来れなくて副町長さん出席していましたけれども、いずれにしても３町が出席していた

ということであります。 

  その中で、時間をもらってプレゼンしてくるわけでありますけれども、大体１回目、２回目、

３回目と変わってきているのは、１回目は宮城県に放射光施設が本当にできるんだろうかと

いう中での会議だったんですね。２回目については、大体宮城県にそういう放射光施設がで

きるのではないかということでの会議。３回目については、宮城県の青葉山に決まったとい

う中で、そして出資金を5,000万円以上集めた企業の中から集まってきた人たちということで、

だんだんだんだん来ている方々の内容が変わってきているということであります。 

  その中でプレゼンをさせていただいて、３回目となるとおかげさまで高田先生が理事長とし

てやっているんですけれども、東北大学の先生、高田先生を初め多くの関係者の方々とも顔

見知りにもなりますし、それからもう一つは東経連の向田副会長さんとも顔なじみになって、

普通に立ち話ができるようになってきておりますけれども、そういった中で企業さんを先生

方からいろいろ紹介してくれるわけですね。「松島さん、ここの会社とちょっとお話しした

ほうがいいよ」とかですね、そういった指導なんかもいただいておりますので、そういった

ところで名刺交換から始まってのいろいろなお話し合い、立ち話でありますけれどもしてく

るということであります。 

  ３回続けて行かせていただいて、顔見知りも少しは出てきたのかなというふうに思っており

ます。ですから、今度は先ほども言ったんですけれども、そういう用地をきちっと確保した

中で「ここにどうですか」「坪何ぼ、何ぼなんですが」と。今、「坪何ぼ、何ぼ」と言えな

いんですね。今、これを早めに坪単価まではじき出して言えるように、この開発をちょっと

スピードアップしていきながら、企業誘致をしていきたいというふうに思っております。 

○議長（阿部幸夫君） 色川晴夫議員。（「議長と同行して、成果あったのか」の声あり） 

○13番（色川晴夫君） そういう意見もありますね。そういう中で、一生懸命やっていることは

当然わかっております。そういう中で県からの申し入れもあるということで、当然県からも

来てくれたと思うんですね。せっかくこのようにあれだけの土地を造成しながら、やっぱり

県のほうも責任感はあるから、そういう中で声がけしながら一緒になっていこうというよう
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なことがありますんですけれども、しからば民間の人たちが「町長、こういう人もいるよ」

「こういう人もいるよ」ということなんですけれども、県の考え方、県の応援というのはど

のようなものになっておるわけですか。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） ちょっと今資料持っていませんからあれですけれども、県は県で宮城県

に企業さんが来てくれれば、「宮城県としての優遇制度はこういうものがありますよ」とい

うものをお示ししているわけですね。この間３回目で思ったのは、仙台市はちょっと目の色

が変わってきた。それまでは、仙台市は余り来なかったんですけれども、今度青葉山に決ま

ったという段階になってから仙台市は「おらほうだ」と来ているという、正直そういう印象

でございました。だけれども県は粛々と、仙台市以外とは言いませんけれども、こういった

ところも来ているので、「３町来ていますので、そういったところにもどうぞ」ということ

で「こういう優遇制度はきちっとありますよ」というものを映写しながら、スライドを使い

ながらきちっと説明しているようでありますので、そういう面では私たちにとってはありが

たいなというふうに思っております。 

○議長（阿部幸夫君） 色川晴夫議員。 

○13番（色川晴夫君） 東京まで行ったと。そういう中で非常に関心を示したと、そういう企業

はあったんですか。 

○議長（阿部幸夫君） 佐々木企画調整課長。 

○企画調整課長（佐々木敏正君） お答えします。 

  まずちょっと前に戻りますけれども、宮城県の支援なんですけれども、こちら宮城県の企業

立地ガイドといいまして、宮城県全体で工業団地を有している自治体の資料が載っている冊

子でございます。これまでは松島町の土地利用につきまして、工業系の用地がございません

でした。ですので、より具体的な誘致施策が展開できなかった。ただ今年度、初原地区にお

きましてそちらの工業系の土地利用が認められましたので、2019年版に改めて松島町か初め

て記載されます。こちらのガイドを用いまして、宮城県のほうでも松島町の工業の土地利用

についてＰＲに協力してもらうと。もちろん東京事務所、名古屋事務所、大阪事務所がござ

いますので、それぞれの事務所に配布させてもらって、松島町の企業誘致を展開してもらう

というところでございます。 

  コウリションコンファレンスに参加をしまして、関心を示された企業はどれくらいあるのか

というところなんですけれども、今回松島で考えているのが20ヘクタール以上の非常に大規
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模な、こちらの企業立地ガイドの中でも上位、上からベスト５に入るぐらいの広大な土地と

なってございます。企業の中では、１ヘクタール未満の土地でもいいよというところもござ

いますが、中には大規模な本社移転まで考えているところもございまして、いよいよ松島さ

んのほうでその造成が始まりましたら、ちょっと紹介してもらいたいという企業は幾つかご

ざいます。それは数社程度ではございますが、今回第３回コンファレンスの中で280社の中で

15社に詳細にプレゼンをしました。それは、松島町の土地利用について詳しく教えてほしい

ということで、当日同行しました私と企業誘致の担当の説明のほうでそれぞれ対応しまして、

15社の方に詳細にプレゼンをさせてもらったところでございます。 

  以上です。 

○議長（阿部幸夫君） 色川晴夫議員。 

○13番（色川晴夫君） 非常に、そういう宮城県の企業の誘致のそういう掲載にも載るというよ

うなことになりまして、もう２歩も３歩もこれは前進したのかなと。そういう中にあって、

それでは町長は先ほどこういう企業になった場合、松島に誘致した場合の恩典をまだ考えて

いないというようなご答弁あったかもしれませんけれども、やっぱり企業誘致ここまで来た

んだったら、「松島に企業誘致するときにはこのようなことが恩典としてありますよ」「税

制優遇措置がこのようにありますよ」というようなことまでは、やっぱりもう検討して、そ

して発表していかなければならない時期に来ているのではないかなと、そのように示すべき

ではないのかなと、このように思いますけれどもいかがなんでしょうか。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） それらについては、まだ正直言って「これをやりたい」とか「何年いい

ですよ」とか、そういったものを打ち出せばよろしいんでしょうけれども、そういったもの

については今後の課題としておきたいというふうに思います。ただ、今どうしても企業が来

る条件としては、立地条件が一番最優先されるようでございますので、当面とにかくアクセ

ス、それから立地条件、それから住宅制度、それから子供たちの支援の仕方、そういったも

のについての町の立ち位置をしっかり示して、「だったらやっぱり松島に行こうか」とか

「松島に住みたいな」とかいうふうに思って来てくれるような提示も含めて、考えていきた

いなとは思っております。 

  ただ、企業にすれば松島を１つの核としてやっていきたいということでありますので、放射

光施設が青葉山にできますから、そちらとこちらの関係というものも出てくるかもしれませ

んし、そういう面での鉄道網を使った利用の促進とか、そういったものも今後考えていきた
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いというふうに思います。 

○議長（阿部幸夫君） 色川晴夫議員。 

○13番（色川晴夫君） 今このように企業誘致のそういう造成、20ヘクタールの広さがあると。

これを、「本当にもうこれでできますよ」「大丈夫来てください」というようなセールスを

かけていくのは、あとどのぐらいの時間が必要なんですか。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） これはあと何時間ということじゃなくて、何年とかということじゃない

と思います。そこに開発した土地が全て埋まるまでは、ずっとやっていくんだろうというふ

うに思っております。ですから、何年でやれるんだと言われるとなかなか厳しい面もありま

すけれども、とにかく１社でも２社でも早く張りつけてやっていけば、自然とSPring-8の佐

用町じゃありませんけれども、埋まってくるのかなといふうに思っております。 

  それからもう一つは今ある企業、根廻に東京エレクトロンがありますけれども、ああいった

ところの土地もかなりあいていますので、そういったところについても実はエレクトロンさ

んにもう少し、大和町だけじゃなくてこちらのほうの拡大もということもお願いしておりま

すけれども、それらについても今後一緒になって進めていきたいというふうには思っており

ます。 

○議長（阿部幸夫君） 色川晴夫議員。 

○13番（色川晴夫君） 今後のことでございますので、せっかくそこまで今進んできているとい

うことなんで、私たちは本当に期待せざるを得ないし、本当に期待するものでございますの

で、今後とも一生懸命頑張っていただきたいと。 

  それから、本町の財政ということで先ほど来多くの議員から質問があります。そういう中で、

生産年齢人口の減少・地下の下落と、このようになっております。町税の増収は期待できな

い。扶助費や義務的経費、そして施設の管理維持費、さらに駅周辺などに要する負担金、財

政を厳しくしている。そこで、効率的かつ効果的な財政運営に努めていきたいと、このよう

に述べておられます。 

  町税ですね、そういう中で推移しているわけでございます。ここで最近５年間ぐらいの町税

の収入、どのぐらいの資料、お答えできればお答えしていただきたいと思います。 

○議長（阿部幸夫君） 佐藤財務課長。 

○財務課長（佐藤 進君） 最近５年間ぐらいの町税の収入状況ということのご質問です。 

  町民税からたばこ税、入湯税まで、予算書でいったら町税部分の合計でちょっとご答弁させ
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ていただきます。あと現年分、滞繰分含めてですけれども、平成25年度ですけれども合計で

16億6,200万円ほどです。平成26年度が16億8,500万円、平成27年度が16億7,800万円、平成28

年度が16億9,700万円、平成29年度が16億7,500万円ということで、多少の増減はございます

が、過去５年間の平均ですとおおむね16億7,000万円程度ということで推移している状況でご

ざいます。 

  以上でございます。 

○13番（色川晴夫君） ありがとうございます。 

  そういう中で、16億七、八千万円の金額が大体推移していると。当然財政運営するためには、

あとは依存財源の中で今年度は95億3,600万円というような予算組みされているわけでござい

ますが、先ほど菅野議員さんも質問されておりましたんですけれども、今財調は資料を見る

と16億何がしあるわけでありますよね、私たちに示された資料の中には。違いますか、基金

として。会計課の資料として予算ナビにあります、書いていますよ。違いますか。 

  そういう中でこのごろ、一時的にはガーンとふえたんですけれども、復興事業も終わりかけ

てきているんで、どんどんどんどん減っていく部分もあるかもしれません。そして、この復

興事業が終わると、毎年毎年四、五億円の財調からの繰り入れが、税制不足になって、それ

でこの財政がもたなくなるんではないかなというようなかつての課長さんの答弁もありまし

たんですけれどもね。そういう中で、財政を厳しく見ていかなければならない、支出を抑え

ていかなければならない、それは当然です。どこの企業でも、売り上げが上がらなければ歳

出を切り詰めていかなければならないんですから。 

  そういう中で、しからば税収を上げるためにはどうするのかということなんですよ。そして、

今まで議員さんの質問の中には施設の使用料・手数料、この見直し、それから未収の回収。

じゃあ、未収の回収って何ぼあるのやと。このようなことになるわけでございまして、去年

の決算資料を見ますと、監査委員の報告書を見ますと、町県民税が累積で3,997万8,000円だ

と。そのほかに不納欠損306万円だと。固定資産税、都市計画税が3,882万3,000円あると。そ

れで、不納欠損が482万円だと。そういう中で、もう8,600万円ですね。8,600万円がこのよう

に未収、そして不納欠損、合わせてですよ。そういう状況になっているわけであります。さ

らに国保ですよ。そういう中で、平成９年から平成29年まで滞納が１億1,800万円。不納欠損、

その中で832万円と莫大なそういう未収金が発生しているわけでありますね。 

  そういう中で、やっぱりこういうものも回収していかなければならない。努力はしている。

年度年度の町税の収納率というのは95％、96％になっていると思います。もっと数字いいと
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ころもあると思うんですよ。でも、それはそれとして努力しているということなんですけれ

ども、余りにもこういう未収金が多いと。そのほかに、盛んに今まで議論されていました給

食費もあるわけですよ。そういうふうになると、もう２億何がしというお金が未収金として

残っているということも、財政に非常に厳しく負担になっているわけであります。徴収には

皆さん努力していると思いますけれども。 

  それはそれとして、今こういうもののほかに、税収を上げるためにはどのようにしなければ

ならないかということなんですよ。さまざまに今取り組まれているのは、ふるさと納税から、

それから入湯税からというようなものがあるわけであります。そういう中で、私はこの入湯

税の問題なんですけれども、今4,500万円計上されておりますけれどもね、予算的にですね。

去年は、4,800万円ぐらいまでいったんですかね。毎年松島には60万人以上の人たちがお泊ま

りになるわけです。それ、全部温泉の使用料いただければ、入湯税8,000万円になるわけなん

ですよ。しかしながら、残念ながら松島町長は去年までのポスターの中で湯渡軍団、ダーッ

と載っていました。松島を温泉の町に広めようと、そういう中で、しかし実際心から温泉の

町として町長は言えるでしょうか、言えないですよ。何しろ最大の大手さんのホテルさんと

か別なホテルさん、ちょっとした施設を持っている三、四件のホテルさんがまだ温泉やって

いないんですから。それ全部やれば、今の倍近くの入湯税が入るわけです。 

  そういう中でいろいろなことが、さまざま掘られない理由はあるでしょう、あると思うんで

す。お金の問題、施設の問題もあって、大変なことになると思うんです。私は、そういう人

たちに松島町が手助けしていただければいいなと思うんです。手助け、何らかの方法で。応

援しますから、ぜひ松島町、このまちづくりの温泉、松島温泉でいきましょうというような

ことをお話ししていただいて、この温泉の入湯税をもっともっと上げるというふうになれば、

非常に財政的にも少しは役に立つんじゃないかなと、そのように思っております。 

  もっとあとあるんですけれども、ひとつその辺のお考えを、もしおありでしたら述べていた

だければありがたいです。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） 入湯税、ことしの１月で温泉開業10周年ということであったそうであり

ます。西條さんが温泉を掘り始めて10年たって、やっとここに大体四千七、八百万ぐらいの

今お金になっているんじゃないかというふうに思っておりますけれども、本当にありがたい

町の財源になってきているなというふうに思っております。 

  この財源のことでありますけれども、正直言って今温泉をＰＲできるかということでありま
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すけれども、今は結構わたしあちこち行って、温泉のことはＰＲしております。していない

ホテルに大変失礼になるかもしれませんけれども、「松島に来たら、温泉に入ってくれ」と

いうことは常々、やっていない方がいらっしゃっても言ってきておりますので、ちょっと去

年の後半から私そういう意味で余り遠慮しないで、松島の温泉はＰＲしております。 

  それで、温泉施設の拡大を図ったらいいのではないかということでありますけれども、松島

町のホテル全てが温泉であればこれにこしたことはないのでありますけれども、やっぱりい

ろいろな費用対効果等があってなかなか難しいのかなというふうに思っておりますし、もう

一つは源泉の中の限られた源泉というふうに、私らは聞いております。ですから、限られた

ところに３本のボーリングのパイプが走っていて、それで源泉を３カ所でくみ上げていると。

それを、温泉組合のほうでコントロールしているわけですね。１カ所のところで余りくみ上

げられないように、枯渇しないように、そういう鋭意努力をしながら今温泉を維持している

ということであります。 

  ですから、温泉組合に聞かないとはっきりしたこと言えませんけれども、どれぐらいまでの

温泉規模が大丈夫なのかという、湧出量がそこまでちょっと確認していませんでしたけれど

も。ただ、今考えているホテルが１カ所ございますので、そこについては今温泉組合と、そ

れから源泉を持っている事業所とも今お話し合いがなされているようでございますので、そ

こについてはちょっと私も別なほうでかじっていましたので、商売ですね。いろいろな意味

でアドバイスをしていきたいなというふうに思います。 

  そうすれば、この辺一帯は、名前はちょっとまだ言ってはまずいと思いますけれども、この

辺一帯は全部温泉になるのではないかというふうに思います。ぜひ組合のほうの会長にも温

泉をお願いしてきて、会長のほうからもわかったということでありますし、この間２月に総

会もやっているはずですから、その総会で多分承認ももらっているんだろうというふうに思

います。まだ支配人からその結果聞いていませんけれども、結果を聞いてそういう方向であ

れば速やかに、今源泉を持っている事業所との仲立ちをして前向きに進めていきたい。そう

すれば、そこに泊まっている年間の宿泊者数分を掛けた入湯税、人数分ぐらいは料金として

はね返ってくるだろうと。そうすると5,000万円超すということになりますので、そういった

ところから少しずつ始めていきたいというふうに思います。 

○議長（阿部幸夫君） 色川晴夫議員。 

○13番（色川晴夫君） 今町長が、どこだかわからないんですけれども、そういう検討をしてい

るところもあるよと。さらに、やはりサイダイテイというようなことになるんではないのか
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なと思うんですよね。そういう中で、やっぱり松島町が今だと思うんです、私は、今。これ

は何言っているんだと思われるかもしれませんけれども、今財政調整基金が16億円あると。

そういう中も考えながら、この16億円の少しでもまだ掘っていない、そういう人に何かの手

だてができないのかと。私、損することはないと思うんです。ただ、法律的にできるかでき

ないかは別ですよ。それで入湯税も入ってくると、そういうことになれば松島には絶対プラ

スになると思うんです。そのことについて、温泉組合の会長さんにも話しました。「私は反

対はしません。いいことじゃないんですか。松島町がよくなればいいんですよ」。非常に本

当に腹の太いところを見せてもらいました。ありがたかったです。 

  そういう中で、次にいきますけれども、宿泊税なんですよ。今宿泊税をいただいているのは

東京都、京都も考えていると。そういう中で、宮城県も宿泊税を考え出していると。聞くと

ころによりますと、以前観光税をいただくその前後に、松島も宿泊税をいただいたらという

話があったそうです。検討したそうです。しかし、宿泊税は今そのようにしていただいてい

ないと。このことも含めまして、今宮城県がやっているから、本当にこの話もっと早く出せ

ばよかったの、私。ずっと考えていたんです、宿泊税は絶対必要だと。財政、財政と本当に

何年も、10年もそれ以上もずっとこの財政のことを言っていたんですから、みんな。だった

ら何ができるか、やっぱり宿泊税だろうなと。60万人、100円いただいて6,000万円。入湯税

いただいて幾ら、大手企業が来る、それ以上の経済効果、財政の収入になるわけですよ。 

  そういうことも含めながら、その辺も聞きました、温泉組合さんに。「私は反対しません。

いただいて結構じゃないですか」と、本当にありがたかったですね。そういう中で、これは

宮城県がやって、打ち出して、松島がやるということはそれはなかなか難しい。町長の立場

もありますよ。そういう中で、やっぱりそういうこともあるんだよと。こういうことを申し

上げると、何言っているんだということあると思うんですけれども、やはり「財政が厳し

い」「厳しい」ばっかりではだめなんですよ。売り上げをふやさなきゃいんですよ、収入を

ふやさなきゃないんですよ。これを「財政厳しい」ばっかり言っていると、職員の皆さんが

いこじになってくるんです。後ろ向きになってくるんです。考え方が進まなくなる。 

  じゃあ何をしようかということになって、やっぱり売り上げをふやす、税収をふやすこと。

じゃあ何があるかということで、皆さん今まで施設の使用料・手数料の見直しも含めてやっ

たらどうですかと。私は、それ以外にこういうものもあると。皆さんは若い知恵で、もっと

こういうもあるんでないか。私は以前から言いました。遊覧船の発着所のそういう料金をい

ただければ、遊覧船のあの停泊料もいただければ、いろいろなことがまだあるんじゃないで
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すか。これ、できるかできないかわからないですよ。そういうことも、皆さんには検討して

いただきたい。どうしても法律的に無理だと、これだったらしようがないですよ。そういう

ことをやっぱり皆さんには考えていただきたいんです。それじゃないと、いつかはますます

人口減って、にっちもさっちもいかなくなって、富山県の高岡みたくなって、またおかしく

新聞・テレビで報道されるようじゃ、天下の松島本当に悲しいです。 

  そういう中で、どうか町長ですね、職員にいいアイデアを出してくれというようなことがあ

ってほしいなということを申し上げて、財政も終わりますけれども、町長のお考えを示して

ください。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） 今宿泊税等についてお話しありましたけれども、宮城県のほうで今考え

ていると。宿泊税によっては、宿泊単価によって２種類に分けているところもあるようであ

りますけれども、この宿泊税については宮城県がいつ踏み出すかということもあるんでしょ

うけれども、一応内々ではちょっと知事とはこの件についてお話し合いをさせていただいて、

宿泊税の場合に地元の自治体、松島の首長としての立ち位置はどうなんだということも聞か

れております。 

  我々は、そういったものに関してはきちっと整理してとっていただいて、その中からまた松

島に還元していただければというお話をしたような記憶がございますけれども、今これにつ

いてはまだ県のほうで、いついつからということで県議会のほうでまだ正式に議論していな

いと思うんですね。そのタイミングではないんだろうというふうに思います。特にこの宿泊

税に関しては、2020の東京オリンピック・パラリンピックの期間中は、東京もそれから大阪

もたしかこのオリンピック期間、期間間違ったら済みません、７月１日から９月の末ぐらい

までは宿泊税をとらないということになっているんだそうでありまして、そういった兼ね合

いも見ながら進めていくんだろうというふうに思います。 

  いずれにしても、私も駐車場に税金をかけてもいいのではないかということで、議員のとき

にいろいろお話し合いもさせていただいたし、それもなかなか実らなかったこともあります

けれども、税に関してはいろいろ研究して、とれるものはきちっととっていきたいというふ

うに思います。 

  それから、あした皆さんが行く「どんぐり発電所」についても、営業開始になれば町にそう

いったところからのお金が入ってくるようでありますので、そういった金額に関しては先ほ

ど色川議員が松島にお客さんがこれだけ入ったら、このぐらいのお金になるのではないかと
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いう、同じぐらいの金額に私なるのではないかというふうに感じておりますので、そういっ

たことも含めて町として税に関しては職員とともに、そこがあるからいいということじゃな

くて、それ以外の税がとれるところ、使用料等についても見直しをきっちりやっていきたい

というふうに思います。 

○13番（色川晴夫君） ありがとうございます。よろしくお願いします。 

○議長（阿部幸夫君） 熊谷副町長。 

○副町長（熊谷清一君） 済みません。先ほど財調基金、ちょっと数字が先ほど16億4,593万

7,665円、これ皆さんの議員の資料７番目で会計課の資料、それでこの資料について今確認を

しましたんですけれども、これ予算、３月補正を組む、それから新年度組む前の数字であり

まして、組んで今回提案させていただいておりますので、それを受けて今どのぐらいの額か

ということをちょっとお話ししますので、全部補正等今年度提案した後の財調の残金であり

ます。９億7,366万円ちょうどです。繰り返します、９億7,366万円となっております。 

  以上でございます。 

○議長（阿部幸夫君） 色川晴夫議員。 

○13番（色川晴夫君） ありがとうございました。それだけ税収が不足して、予算組むのも大変

だと。ここから繰り出ししているわけでありますので、震災終わったら本当に大変なことに

なるなということは、本当に切実にわかります。よろしくお願いしたいと思います。 

  今度国道整備なんです。国道整備についても、施政方針の中に「国交省による国道45号線歩

道整備で、松島駅までの整備の早期完成を図るとしている」と、このように言っています。

これも、何回も聞いております。その都度、地権者と協議をしているというご答弁でありま

した。しかし、最近やっとその動きが私たちの目にも見えてきました。居酒屋さんで、ある

お店がちょっと移転している、後ろにバックしている、「ああ、始まったな」と。 

  ところが、まだ１つ残っているところがあります。その辺の進捗状況ですね。本当に早期完

成。早期っていったって、何年先の話なのか。ことしなのか、ぜひことしじゅうにそういう

解決をしてほしいんですけれども、どのように対応なさっているのか。今、現状どうですか。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） 今、今後の取り組みについては建設課長から答弁させますけれども、確

かに今第１段階、今のところが第１段階とすれば歴史館前の歩道からワンステップここまで

ということでやっておりまして、そこで国交省がまだ進んでいないというところがございま

す。それが、土地交渉が終わって着工すれば第２段階ということで、今度は松島駅までとい
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うふうになるんだそうでありますけれども、その内容等の詳細については建設課長から答弁

させます。 

○議長（阿部幸夫君） 赤間建設課長。 

○建設課長（赤間春夫君） 国道45号の松島海岸駅前交差点から、あと松島駅前交差点までの歩

道整備につきましては、松島海岸駅より伊達政宗歴史館まで平成30年６月で、一部を残しま

しておおむね完成形という形になっております。歴史館前から松島駅前までにつきましては、

松島第一小学校の前の拡幅が完了している状況となっております。歴史館より松島第一小学

校までになりますけれども、用地が先ほどお話しなされたように２カ所残っておりましたけ

れども、１カ所今引き家を行いまして移転の最中となっております。残るは普賢堂交差点の

部分の用地１カ所となっておりまして、そちらは用地買収等々の協議は進めてきておりまし

たけれども、用地の提供につきましてはおおむね了解をいただいているのとなっております。

ただ、あそこに看板がありまして、移転補償物件があります。その補償もかなり大きい看板

ですので、こちらの補償費の交渉をしていかなければならないということもありまして、そ

の部分でとまっております。 

  国交省さんのほうでは、その補償費につきまして今確認中でありまして、金額がわかれば来

年度早々にでも行ってお話しをしたいということでありましたので、町と国交省で行って地

権者の方とお話しをするということになっております。 

  あとそれから、松島第一小学校から松島駅までの区間につきまして、駅前の交差点の区間ま

でにつきましては、この用地買収交渉の残りの１カ所が終われば用地買収をかかっていくと

いうことで聞いておりまして、町のほうではその１件なかなか難航しそうでございますので、

それと同時進行で進められるように、こちら国土交通省の仙台河川国道事務所の用地課で行

っておりますけれども、その担当の方とは町から会うたびにお願いしているところでござい

ます。 

  あと、その用地買収２カ所が終われば、工事のほうに着手してくるわけですが、こちらの区

間電線の地中化工事も一緒に入っておりますので、道路拡幅と同時に電線の地中化も行って

いく予定となっております。 

  以上でございます。 

○議長（阿部幸夫君） 色川晴夫議員。 

○13番（色川晴夫君） 残り１カ所になったわけですけれども、この残り１カ所も２年前からず

っと、大変失礼なんですけれども、同じ答弁でありますね。看板の件についても、了承はし
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ていると。本当に大丈夫なんですか。 

○議長（阿部幸夫君） 赤間建設課長。 

○建設課長（赤間春夫君） こちら、私用地の境界の立ち会いからずっと入っておりまして、用

地のここまで必要ですというところまで話しはさせてもらっております。用地については、

ご納得いただいているはずだと思っております。看板が大きくて、先ほど国交省さんのほう

で確認作業中ということだったんですけれども、国交省さんのほうから額を提示しても「ま

だ安すぎる」とか何とかって難航しそうだということで、一旦見積もりをとっていただいて、

その見積内容を確認するということでございました。その内容で今精査できましたら、もう

１回地権者のほうと協議してまいりたいと思っております。でも少し開きがあるようですの

で、その辺は協議してまいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（阿部幸夫君） 色川晴夫議員。 

○13番（色川晴夫君） まあ、そこまでやって見積もりも出して、これからね。期待するほかな

いんですけれども、この質問すると町長が「あなた地元の議員だから、折衝してみたら」っ

て。私、話もしたことないんで、なかなかこれも難しいんですけれども。そういう中で、今

地中化と言われましたね。どこからどこまで地中化なんですか。 

○議長（阿部幸夫君） 赤間建設課長。 

○建設課長（赤間春夫君） 予定といたしましては、今私が聞いておりますのは松島第一小学校

の部分から、伊達政宗歴史館の部分まではいうことで地中化計画として載っている形になっ

ております。 

  以上でございます。 

○議長（阿部幸夫君） 色川晴夫議員。 

○13番（色川晴夫君） わかりました。そして、この国道は最後になりますけれども、期待する

んですよ。 

  今本当に問題になっていのが、瑞巌寺前ですね。看板見ると、今月まで道路の使用許可にな

っています。それは、今月いっぱいであの事業は終わるような、町長に聞くのもあれなんで

すけれども、どのような状況になっているのかね。委員会ですか、ああそうですか。では委

員会でということで。 

  でもそこまで、ちょっとだけ。あとは委員会。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 
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○町長（櫻井公一君） あそこの工事については、本当は去年の６月に瑞巌寺の落慶慶祝お祝い

行事がありましたけれども、それまでに終わらないだろうかという強い要望あったんですけ

れども、なかなか難しいということでありました。またそれからもう半年以上たって今に至

っているんですけれども、聞くところによるとあそこをやっている方々が、ちょっとあそこ

から別な現場へ移ったようだという話も聞いておりますけれども、まだ実質私確認していな

いので、話だけはそういう話を聞いております。 

  また、先に工事が延びるんだろうなというふうに思っておるんですけれども、できるだけ早

く外壁だけでも終わっていただいて内装に入れば、それは２年かかろうが３年かかろうがよ

ろしいんだと思うんですけれども、できるだけ早めに工事を速やかに終えていただくように、

私が行ってもこのごろちょっと懸念されるところがあるんですが、また行って「いい意味で

相談相手になるので、何とかしてもらえないか」ということで、実はそちらのこともあるし

道路のこともあるしということで、いろいろボタンのかけ違いのないようにやっていきたい

というふうに思います。 

○13番（色川晴夫君） 本当にご苦労かけますんですけれども、よろしくお願い申し上げます。 

  では、文化財のことについて。実は10年の大修理終わりまして、去年あれだけの盛大な落慶

法要行われました。耐震については、瑞巌寺・陽徳院はこれで一安心というようなことにな

るわけであります。私、本当に心配しているのは火災なんですね、火災。もし万が一あそこ

が１カ所でも火事になれば、風向きによっては全滅する可能性が高い。 

  その防火対策は、瑞巌寺当然文化財の防火デーのときも自主防災組織がありますからそれで

訓練しておりますが、ほかのところは私円通院、そのときも訓練はしますけれども、瑞巌寺

みたいなそういう隊員もございません。隣のお寺さんもそうです。私は、もし万が一あそこ

で出火したら、大変なことになるな。お寺も含めて海岸も本当にどうなるのかな、これ非常

に危惧するわけでございます。そういう中で、それぞれの防火対策はしているんですけれど

も、それをやっぱり同じ温度で、そういう同じ認識のもとでこういう組織なんかも、対策も

とらなければならないんでないかなと思っているんです。 

  そういう中で、瑞巌寺さんに言っても「いや、おらほうはちゃんとやっているから」「うち

はやっていますから」と、それだけではないと思うんですよ。火事になったら、一蓮托生に

なるもしれない。そうなったら、困るわけ。その仲介の音頭を、協議会とかそういう何かの

場をぜひ町が音頭をとっていただいて、そういう話し合いの場とかそういう防災とか何か、

そういう対策が考えられないかなと。こっちは要望です。要望ということなんですけれども、
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いかがなんでしょうかね。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） あそこにある４つのお寺の今お話しされましたけれども、私もよく知ら

なかったんでありますけれども、この間初めて、遅かったんですけれどもわかったのは、瑞

巌寺の中に自衛消防団ですか、そういったものがありまして、そういった方々は団員の方々

が夜当番で務めて寝泊まりしているんだそうでありますね。それで、夜火災予防に務められ

ているんだというの、この間初めてわかったんですけれども、「ああ、そこまで瑞巌寺はや

っているんだ」ということでありました。瑞巌寺の文化財防火デーでの火災訓練もしかりで

ありますけれども、あそこ４カ寺が一堂に会しての防災訓練が今後は必要になってくるのか

もしれません。 

  もう一つは、あそこを取り巻く山林から原野からの環境整備もきちっとしておかないと、そ

ちらのほうの対策もちゃんとやらないと、つけ火とか何かがあったら困るということであり

ますので、そういったことの環境整備も今後考えなくてはならないというふうに思っていま

す。 

  この文化財の保存については、文化財の審議会等があると思いますので、その中に話題を提

供していただいて、教育委員会の中で問題提起をしていただいて、どのような方策がいいの

か。例えば、これは神社仏閣ということもあるかもしれませんし、世界遺産の白川郷のよう

に水中放水銃というんですかいろいろな消防設備、自動的にポーンと出てきてやるやつがい

ろいろ出ているようでありますけれども、そういった施設にするのがいいのか、今後そうい

ったものについていろいろ検討していければというふうに思っております。 

○議長（阿部幸夫君） 内海教育長。 

○教育長（内海俊行君） 色川議員がお話した内容については、去年の12月11日に文化庁の調査

官が松島を訪れました。そして、松島の天麟院、円通院、瑞巌寺、陽徳院、４つの寺院、重

要な文化財が密集しているということで、文化財の防災計画を策定する必要があるんだとい

うお話しも聞いております。 

  それから、また色川議員さんがおっしゃったように、差し障りありますのでどこというお寺

ではないんですけれども、２つのお寺にお話ししたところちょっとうまく調整がつかなかっ

たというお話も、私のほうにいただいています。基本的には、文化財保護法で私も教えてい

ただいたんですが、原則は所有者がやっぱり管理すべきものだと言いつつも、まず所有者の

ほうで個別の防災計画とかつくっているのかと。それを踏まえながら、やっぱり合わせたあ
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そこの４つのお寺の防災について考えていく必要があるんではないかということで考えてお

ります。 

  それで、折に触れて４つのお寺の方々と、一堂に会すのはまだ早いような気がしますので、

個別にいろいろ教育委員会のほうで聞いて、お手伝いできるところがあればやっていきたい

と考えております。検討するんでないですので、折に触れて聞いてそれぞれ判断していきた

いなと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（阿部幸夫君） 色川晴夫議員。 

○13番（色川晴夫君） やっぱりね、こういうのは松島の教育委員会が中に入ってそういうもの

をやっていただくと、皆さん今まで10年間本当に瑞巌寺のことで大変な尽力いただいている

わけですよ。ですから、当然聞く耳持つと思うんです、それぞれ。だからぜひとも前向きに、

時間はかかるかもしれない。私は火事ばっかりじゃない、仏像とか何かの盗難も非常にいろ

いろなところで行われている。それも含めてのそういうところの対策も含めて、防火・防災、

それからそういうものも含めての協議、そういうことを後々検討していただきたい。それで

終わりたいと思います。 

  最後に、ごめんなさい。観瀾亭です、ごめんなさい。指定管理者にもっていくというような

ことで、町長は「何でこれやるんですか」と言ったら「金かかる」「だから、金かけたくな

いんだよ」と、そういう中での答弁であったのかと思います。そういう中で観瀾亭ですね、

決算書なんか見てもしからばどのような決算の内容なのか、平成29年度見てもわかるんです

けれども、平成28年度と対比されていますから。どういう状況の中で、観瀾亭ってそんなに

悪いのかと。福浦島はすごいですから、これはわかります。じゃあ、観瀾亭はどのぐらいの

プラス・マイナス単純になっているのかなと、こう思いますけれどもいかがなんですか。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） 金額等については、後で産観の課長から答弁させますけれども、ただ単

に金額がかかるからという意味で言ったのではなくて、今あそこに職員も入っておりますけ

れども、あそこの職員が卒業することもあるので、そこにまた新たな職員ということじゃな

くて、あそこは今工夫が足りないということじゃないんですけれども、明月庵から何から全

てを有効活用すれば、もっともっと自主財源であそこは運営できるというふうに私は思って

います。 

  ですから、そういう意味であそこが独立したことで、１つの事業がやっていけるのではない
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か。ただ、これらについては文化財のこともあるので、今後そういった文化財の貸し出しを

こういったところに指定管理していいのかどうかということについては、今後十二分に検討

する必要はありますので、すぐ来年の４月からここできちっとやりますというような答弁に

はなりませんけれども、検討していくということでありますし、早ければことしの６月か９

月には議会のほうの理解を賜らないとこれはできないわけでありますから、早急な考えを早

めに示していきたいというふうに思います。 

  現在の支出等については、産観の課長から答弁させます。 

○議長（阿部幸夫君） 安土産業観光課長。 

○産業観光課長（安土 哲君） 観瀾亭等特別会計のほうには、議員お話ししましたとおり観瀾

亭費と福浦橋費の２款持っておりまして、その財布は観瀾亭の財政調整基金ということで、

両方で共有しております。 

  その中で、観瀾亭費のほうについては、福浦橋費とともに見る正職員が１名、あわせて観瀾

亭費の中で雇っている臨時職員さんが６名、計７名のいわゆる人にかかる経費がありますの

で、そこの収支は観瀾亭費だけのみ見ると900万円の赤というふうになります。ただし、その

分の赤は福浦橋と、あと観瀾亭費の収入も合わせて補いまして、観瀾亭等特別会計としては

約毎年3,500万円くらいの黒字を生んでいるという状況になっております。 

  以上です。 

○議長（阿部幸夫君） 色川晴夫議員。 

○13番（色川晴夫君） ありがとうございます。 

  900万円の赤字だと。私見まして、非常に観瀾亭評判いいんですよ、本当に。「お茶飲みた

いんだけれども、観瀾亭というとこどこですか」、本当に聞かれますから。私思うんです、

安すぎるって私は思います。観瀾亭の入場料も、松島町でやっているからあの値段でできる

んでありますけれども、指定管理者になって仮に料金値上がりになるかもしれません。恐ら

くお抹茶でも、お菓子つけてあの料金で飲めるわけないんです普通、松島町だから。私は、

そういう考え方は捨てるべきだと思う。捨てるって言ったらおかしいけれども、考え方変え

てください。 

  やっぱり料金を、消費税上がるということで便乗ということはないんですけれども、そうい

うふうにして松島町がなかなか維持管理難しいんだったら、できるような方策をとらなきゃ

ない、増収を考えなきゃない。私、人件費高いと思います。松島町職員は、やはり割と高給

ですよ。しようがないと思うんだけれども、今までどおり。だったら私はもう少し、そんな
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に給料高い人でなくてもいいと思うんです、同じ管理するなら、信頼のおける。そういうこ

とも、根本的に抜本的に考え直して、いかに松島町がやっていけるかと。その松島町でやっ

ているから、皆さんが安心して入るんですよ。そういうこともある。ただ、明月庵というの

も、今度避難場所としてあそこやりましたので、その町長の思いはわからないことはないん

です。全部そこを一体化して指定管理者にすれば、もっともっといい活用が出てくるんじゃ

ないかなという考え方もわかりますけれども、やはりまず、とりあえず拝観料を含めて、お

抹茶とかそういうものの料金も見直ししながら、ことし１年運営してみたらどうですか。ど

うなんでしょうか。 

○議長（阿部幸夫君） 櫻井町長。 

○町長（櫻井公一君） 今あそこで働いてもらっています観瀾亭等での臨時の職員の方々ですね、

それから今正職員もいますけれども、大変コミュニケーションが物すごくよくとられている

ようでございまして、我々が急に行ったときの対応、それからまた急にお客さんをあそこに

ご招待してお茶を飲んだときに、あそこの観瀾亭の説明等をお願いしたときに、誰一人どの

職員がというわけじゃなくて、きちんと説明できる職員になっている。そういうことに関し

ては、物すごくすばらしい職員の方々が臨職の方を含めていらっしゃるというのが今の現状

だと思います。 

  ですから、今のスタッフがどうのこうのじゃなくて、あそこの運営の方法について今後考え

ていきたいということであります。だから、今運営が厳しいんであれば、お茶代を例えば500

円から600円にしたらいいんじゃないかとか、そういうことを言われたかと思いますが、それ

についてはまたお茶の原価について上げる・上げないはまた別なことで、消費税が上がれば

当然お菓子の仕入れも、そういったものの仕入れもいろいろ上がってくるかもしれませんか

ら。そういったことは今後考えなくちゃならないかもしれませんけれども、相対的なものの

考え方は今後いろいろ検討して、議会のほうにお示ししたいというふうには思います。 

○議長（阿部幸夫君） 色川晴夫議員。 

○13番（色川晴夫君） 時間も、もうとっくに過ぎて申しわけないんですけれども、６月以降に

そういう考え方示されるということでございますので、本当に先ほど言ったように、私は臨

時職員とかそういう従業員の対応が悪いとか、そういうことは言っていませんからね。評判

はすごくいいんですから。そういう町の職員さんは、やっぱり立派ですよ。一生懸命やって

くれていますから。そういうことの考え方も、ひとつあるんじゃないかなということで検討

していただきたい。松島町が本当に運営できるような方向になっていくのが、私は一番いい
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と思っているんですけれども。反対するものではないんです、皆さんが納得すれば、それは

それでいいんですから。ひとつ、よろしく対応お願いします。 

  長時間、ありがとうございました。 

○議長（阿部幸夫君） 色川晴夫議員の総括質疑が終わりました。他に質疑ございませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（阿部幸夫君） 質疑なしと認めます。 

  総括質疑を終わります。 

  以上で、平成31年度各種会計予算に伴う総括質疑が終わりました。 

  お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第18号から議案第26号につきまして

は、議長を除く13人の委員で構成する平成31年度予算審査特別委員会を設置し、これに付託

の上、審査を行いたいと思います。このことにご異議ございませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（阿部幸夫君） 異議なしと認めます。 

  よって、議案第18号から議案第26号につきましては、議長を除く13人の委員をもって構成す

る平成31年度予算審査特別委員会を設置し、これに付託の上、審査することに決定をいたし

ました。 

  ただいま設置されました平成31年度予算審査特別委員会の正副委員長選任のため、特別委員

会を開きます。委員長が選任されるまでの間、委員会条例の規定により、年長者である片山

正弘議員に臨時委員長の職務を遂行していただきたいと思います。 

  これで本会議を休憩します。 

     午後６時０８分  休 憩 

                                            

     午後６時２０分  再 開 

○議長（阿部幸夫君） 本会議を再開します。 

  平成31年度予算審査特別委員会の委員長に澁谷秀夫議員、副委員長に綠山市朗議員が選任さ

れました。 

  お諮りいたします。予算審査特別委員会による議案審査のため、３月６日から３月13日まで

の８日間を休会としたいと思います。ご異議ございませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（阿部幸夫君） 異議なしと認めます。 
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  よって、３月６日から３月13日までの８日間を休会とすることに決定をいたしました。 

  本日の日程は全て終了いたしました。 

  以上をもって本日の会議を閉じ、散会といたします。 

  再開は、14日午前10時です。 

  大変ご苦労さまでした。 

     午後６時２２分  散 会 

 


